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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　物見に出ていたユウキの飛ひ空くう挺ていが、エインの砦とりでまで全速力で戻ってきた。

「来る来る来る！　カサンドラ王国軍部隊が来るわよっ！」

　飛空挺を急降下させたユウキは、大声で叫びながら砦内を低空飛行で一巡する。

　建物外にいた魔女も建物内にいた魔女も、ユウキの報告を聞くと一いつ斉せいに走り出した。

　飛空挺を魔法で操あやつっているのでユウキは極ごく小しよう極ごく薄うすの衣い装しようのままだが、他の魔女は大なり小なり、なんらかの装そう甲こうを身につけている者が多い。とはいえ、ふつうの金属製だと魔法の効果を減げん殺さいしてしまうので、木製か革製の鎧よろいだ。そんな魔女たちが続々と砦内の広場に集まってきた。

　すでに広場にはナーガがいて、砦を一周してきたユウキに敵情を確認していた。

「兵数は？」

「一千くらいじゃなかったかな」

「何か大がかりな攻こう城じよう兵へい器きを持っていたか？」

「あれは投とう石せき機きね。それを二台持っていたわ。あとは破は城じよう槌ついを一台かな」

「他に目立ったことは？」

「とくになし」

「そうか。ご苦労だったな」

　浮かんだ飛空挺に乗ったままのユウキは、少し顔を赤らめて視線を外した。

「い……いや、べつに当たり前のことをしただけだから、あんたに誉ほめられるようなもんでもないし」

「当たり前のことを当たり前にこなす。それは誉められるに値することだぜ？」

「あ、そう。まぁあんたがそんなにあたしを誉めたいって言うなら、いくらでも誉めればいいんじゃない？」

（べつに誉めたいわけじゃないんだが）

「ご苦労ついでに、もう一度、敵部隊の動向を探りに出てくれるか」

「それはあたしの役目だから、あんたに言われなくてもっ」

　ユウキの飛空挺の周りで風が渦うず巻まき、次の瞬間、飛空挺は見えない力で弾はじかれたように空中高くに舞い上がった。

　薄曇りの空の中、ユウキの飛空挺が小さくなっていくのを見上げていたナーガは、やがて顔を戻し、集まってきた魔女たちに向き直って矢や継つぎ早ばやに指示を出す。




「エリュシオーネは羽織り物マンテラが全部使えるかどうかの再確認」

「ケイ、エリュシオーネと一緒に」

「イクシーヌ、ライバッハ、馬の用意を」

「ハリガン、出撃の用意だ、城門を開けさせろ」

「ヴィータもいいか!?」

「アルルカン、獣を放て」

「アイス、礫つぶての用意はいいな？」

「砦とりでの守備班は所しよ定ていの位置に」




　ナーガの指示を受け、魔女たちが散らばっていく。

　ライバッハが二頭の馬の手た綱づなを引いて走ってきた。

「ナーガ様！」

「おお、ご苦労」

　自分の馬に軽々と跨またがったナーガは、ヴィータに向かって手を差し伸べた。

「乗ってくれ！」

「自分で乗れるわい」

　と応えて、ヴィータは軽く地を蹴った。

　ヴィータの体が高たか々だかと宙に舞ったかと思うと、すぐに彼女は羽毛が落ちるように優しく馬の鞍くらに跨がった。

「ああ、そうだったな。ヴィータは軽くなれるんだったな」

「そうじゃ。馬の背の高さが一ヤルド以上あっても、吾われは軽々と乗れるわ」

「馬の体高がそんなに高かったら俺おれが乗れんわ！」

　とツッコんでおいてから、ナーガは馬首を巡めぐらせた。

「よぉし、用意のできた者はついてこい！」

　馬の横っ腹を軽く蹴って手綱を押すと、ナーガを乗せた馬は城門へ向かって駆け出した。そのあとにライバッハが騎きじ乗ようする馬が続く。

「あ～、ナーガさん待ってぇっ」

　少し遅れて自分の馬でやってきたイクシーヌが、束たばねて背中に垂らした長い髪を揺らしながら二頭の馬を追いかけていった。
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　ユウキの偵てい察さつによって、カサンドラ王国の動きに気づいたナーガは、相手の内情偵察を後回しにして、迎げい撃げき戦の準備を調ととのえていた。

　予想どおりカサンドラ王国軍はエインの砦奪だつ回かいに乗り出してきたが、その数が一千なら、ナーガの想定よりやや数が少ない。別べつ働どう隊たいを用意したとも思えないから、現状、カサンドラ王国軍が砦奪回に投入できるのはその数で精一杯ということなのだろう。

　つまりカサンドラ王国軍がそれだけ弱体化しているということだ。

　騎乗して城門から砦の外へ駆け出したナーガは、攻め寄せてくる敵部隊が一千だということに手応えを感じていた。

（それなら撃げき退たいできる。一度撃退してしまえば、カサンドラ王国にはもう俺おれたちを攻める余力がなくなる。砦とりでの強化や魔女の国を創るための時間が稼げるって寸法だ）




　旧教会の神しん聖せい騎き士し団だんに所属する最精せい鋭えい部隊、八はち八はち旅団が、魔女討とう滅めつのため西さい果はての半島に入っていることを、まだナーガは知らなかった。
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　カサンドラ王国の王都からエインの砦に通じる街かい道どうは、低山や丘きゆう陵りよう地ちの間を縫ぬうように拓ひらかれている。周囲には山林や原野が広がっているだけで街も里も耕こう作さく地ちもなかった。

　この道は元々、海岸にあるレンスールの街からシュバイツ川に沿って歩いてくる商人のために整備された道で、エインの砦も、そういう商人を保護するために造られたという過去の経けい緯いがある。対魔女戦の最前線基地になったのは最近のことだ。

　その街かい道どう沿ぞいの小高い丘の頂上付近に小さな掘ほっ建たて小屋が建っている。よほど急いで建てたのだろう、隙すき間ま風かぜが入り放題の粗あらい作りだ。小屋には人の生活臭というものがまったく感じられなかった。

　がらんとして何もない狭い小屋の中には、ただ一つ、木き床ゆかの上に薄い羽織り物マンテラが広げて置かれていたが、いま、そのマンテラがゆっくりと持ち上がり始めていた。




　やがてマンテラの穴からエリュシオーネの顔が覗のぞき。

　さらにマンテラは持ち上がり、エリュシオーネの体が完全に出現した。

「えっと……もう着いたの？」

　マンテラの中からケイのくぐもった声が聞こえた。

「着いたぞ」

　エリュシオーネがマンテラを捲めくると、彼女の素す肌はだが覗く。

　マンテラ以外、何も身に着けていないエリュシオーネだが、それは彼女の魔法──マンテラからマンテラへ飛ぶ──が生き物しか運べないからだ。金属はもちろん、布切れ一枚を身に着けただけでも魔法の効果を阻そ害がいする。だからエリュシオーネは、魔法で飛ぶときは一いつ糸しも纏まとわない。

　彼女の足下から、もそもそとケイが這はい出だしてきたが、彼女もエリュシオーネと同様、全裸だった。エリュシオーネは人を一人抱えて飛べるが、一緒に飛ぶ者も裸でないとならなかった。だからケイも裸なのである。

「着る物は？」

「そんな物はない」

「え[image: ][image: ]？」

「どうせ次のマンテラまですぐ飛ばなくてはならないんだ。いちいち服を着る時間がもったいない」

　ケイは情けない顔でマンテラで体を包んでいるエリュシオーネの顔を見上げた。

「いや……あなたは体をマンテラで隠してるからいいけどさぁ、あたし、全裸だよ？」

「どうせいつも裸同然の恰かつ好こうをしているではないか。今さら恥ずかしがるか？」

「い、いやまぁ、そうだけどさ。でも紐ひも一本でも着けてるのと着けてないのとじゃ、心の有あり様ようがぜんぜん違うよ？」

「ぐちゃぐちゃと文句を言うな。そのまま置いてくぞ」

　いきなりエリュシオーネの頭が沈み始めたのを見て、ケイが慌あわてふためく。

「うわぁ、置いてかないでぇぇ」

　裸のまま置き去りにされては堪たまらないと焦ったケイが、エリュシオーネに飛びついた。

「あ、こら、いきなりマンテラ捲めくるな」

　ケイにマンテラを捲まくり上あげられ、エリュシオーネの下半身が丸出しになってしまう。

「入れて、入れて、入れて」

　捲ったマンテラからケイが頭を突っ込んだ。

「あ、こら、そんなところに、あっ、顔をっ、つけるなっぁっ」

「むふん。エリュシオーネって意外と毛ぶか……」

　どごっっ！

「あ痛っ！」

「そこに顔をつけるなと！」

　マンテラから頭を抜いたケイが、殴られた後頭部を撫なでさする。

「硬こう化かしてないときに思い切り殴らないでよ[image: ][image: ]」

「うるさい。おとなしくしないと本当に置いていくぞ。その恰好で歩いてくるんだな」

「うわぁ、それは勘弁してくださいぃ」

　ケイはエリュシオーネに向かってへこへこと頭を下げる。

「置き去りにされたくなかったら、おとなしくしてろ」

「うへーい」

　エリュシオーネがマンテラの裾すそを広げてくれたので、ケイは急いで体をマンテラの中に潜もぐり込こませた。

「よし、では、次のマンテラまで飛ぶぞ」

　いざというときに備え、エリュシオーネは自らの魔力を込めた幾つものマンテラを街かい道どう沿ぞいに設置しておいた。これがあれば、エリュシオーネ（ともう一人）は街道沿いを瞬時に移動できる。ちょうど今、設置しておいたマンテラが使えるかどうかを、護ご衛えい役のケイと一緒に飛んで回って最終的な確認を行っているところだった。

「あ、そういえば」

　マンテラの中でケイが声を出す。

「ナーガさんが潜せん入にゆう調ちよう査さに行くとき、エリュシオーネも一緒に行くの？」

「いや、どうだろう。まだ決まってはいないが」

「もし行くとして、ナーガさんに万一のことがあったら、抱えて脱出するんだよね？」

「そう……なるな」

「つまり、素すっ裸ぱだかのナーガさんを素っ裸のエリュシオーネが抱え飛ぶんだよね？」

「う……」

　エリュシオーネは低く呻うめいて顔を歪ゆがめた。もっともマンテラの中に潜ひそんでエリュシオーネの腰にしがみついているケイには見えなかったが。

「抱えて飛ぶっていうか、素っ裸で！　抱き合って！」

「そっ、そのことについては考えたくないので、触れるなぁっ！」

「あれ？　嫌なの？　それがしたいんじゃないの？」

「したいわけあるかっ！」

「え～、したくないのぉ？　羨うらやましいって思ってたのに～」

　エリュシオーネは顔を歪めて訊きき返した。

「う、羨ましいだと？　人の男と裸で抱き合うことがか!?」

「いや、人の男、じゃなくてナーガさんとね。人の男が相手じゃ、あたしも嫌だし」

「ナーガ殿ならいいのか？」

「あのね、以前、ナーガさんに馬に乗せてもらったことがあるんだけど、そのときあの人の背中にしがみついたら、なんというか、ちょっと懐かしい感じがしたの。父親との思い出が蘇よみがえったというか」

　エリュシオーネは、今度は少し驚いた顔になる。

「おまえ、父親のことを覚えているのか」

「覚えているというか、ほんの断だん片ぺん的てきな記憶なんだけどね」

「そうか」

「だからナーガさんと抱き合ったら、もっと思い出せるかなぁって」

「裸でか？」

　ケイはあっけらかんと応えた。

「うん、裸で」

　エリュシオーネは呆あきれた顔で自分の足下を見下ろした。

「だったらナーガ殿に頼めばいいではないか。わたしと裸で抱き合ってくださいと。もういっそ、裸になってあの男の寝しん所じよへ押しかければいいのではないか？」

　うっひゃあ、という素すっ頓とん狂きような悲鳴がマンテラの中で上がった。

「さっさすがにそれは恥ずかしい。恥ずかしすぎるから駄目ぇ」

「こら、暴れるな」

　自分にしがみついたまま身を捩よじっているケイを叱りつけると、エリュシオーネは小さくため息を吐ついた。

「おまえにも少しは羞しゆう恥ち心しんがあるのがわかって安心したが」

「うわぁ、酷ひどい言われようだなぁ」

「いつまでも無む駄だば話なししてる場合ではない。次へ飛ぶぞ」

「はぁい、お願いします～」

　エリュシオーネの頭が沈み込み、すぐに二人の体が小屋の中から消えた。

　あとには床の上に広がるマンテラだけが残された。
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　設置してあったマンテラの確認作業を終えたエリュシオーネとケイが戻ったとき、砦とりでにいたのは留守番部隊だけだった。

　二人はすぐに迎げい撃げき予定地点にもっとも近いマンテラまで飛んだ。

　そこにはナーガ隊がいて、迎撃の準備をしている最中だった。

　裸のケイをその場に残してエリュシオーネは仲間の下もとへ歩み寄り、ケイの着替えを受け取り、彼女のいる場所まで戻ってきた。それは予備の衣い装しようだが、いつもの衣装同様、極ごく小しよう極ごく薄うすだ。硬こう化かの魔法を使って体を硬くすることができるケイは、戦闘に際しても装そう甲こうを用意する必要がないのだ。

　最小限の衣装を身に着けたケイが、ナーガたちのところまで下りていった。

「おお、ケイか。ご苦労だな」

「あぁぁ、はい、ご苦労でした」

　ナーガに正面から見られ、ケイはなんとなく気まずくて視線を逸そらせてしまう。

「なんだ？　どうかしたのか、ケイの奴やつ」

　ナーガは、ケイの後ろから現れたエリュシオーネに顔を向けて訊きいた。

「一緒に飛んだとき、何か悪影響が？」

「いや、そういうことではないと思いますよ」

　エリュシオーネは、にやにやと笑いながら応えた。

「ケイの奴、そのうちナーガ殿の寝しん所じよにお願いに行くかもしれませんね」

「は？　なんの話だ？」

　目をぱちくりさせているナーガの前で、ケイがエリュシオーネに飛びついた。

「その話をするな──っ！」

「こっこら、人の口を塞ぐもがっっ」

　伸び上がるようにしてエリュシオーネの口を右手で塞いだケイは、目をぐるぐると回しながらエリュシオーネに迫せまった。

「その話を口にしたら、エリュシオーネのマンテラ剥はぐよ？　剥ぐから。ナーガさんの前で剥はぎ取とっちゃうからね？」

「ぞではごまふそれはこまる」

「でもって、エリュシーの巨乳とか毛深い股こ間かんとか丸見えに……」

「うわぁぁぁ」

　今度はエリュシオーネがケイの口を右手で塞いだ。

「ぞれふぉひっはらごろふそれをいつたらころす」

「はだひのふぉひっはらごろふあたしのもいつたらころす」

　二人は互いに相手の口を押さえたまま睨にらみ合あっていたが。

　やがてどちらからともなく引ひき攣つった笑みを浮かべて頷うなずき合った。

「二度と触れないということで」

「協きよう定てい成せい立りつだね」

「なんだ、二人ともずいぶんと仲良くなったな。やっぱケイが人ひと懐なつっこいからか？」

　少し離れたところで三人のやりとりを見守っていたアイスが小さく首を捻ひねった。

「仲良くなったのとは少し違うみたいですけど。まぁでも、ハインドラ一族の魔女がスレイマーヤ一族の魔女と親しくなるのは歓かん迎げいですけどね」

　ナーガを迎え入れて、アイスには感じることがある。

　異なる価か値ち観かん、異なる思考を持つ者と交わるのは大事なことではないか。一族だけで固まって暮らしていることが自分たちの弱点になってはいないか。外の者を迎え、外の者と話し、外の者の意見を取り入れる。それが大事なのではないかと、最近、アイスは考えるようになっていた。












（あと、外の者の血を取り入れるとか。ナーガさんとわたしの子なら、きっと優秀な魔女が生まれる……って、うわぁ!?　わたしったら何を考えているのかしら！）

　アイスは礫つぶてが山盛りになった籠かごに無理やり視線を向けた。

（いいい今はカサンドラ王国軍を撃げき退たいすることが最優先だもの。それ以外のことを考えている余裕などありません。まったくありません。気を落ち着けましょう、わたし）

　アイスは大きく深しん呼こ吸きゆうをした。

　アイスは今日に備えて礫の投とう擲てき訓練を積んできた。今では百ヤルド以上の距離を余裕で飛ばせられるようになっている。しかも、狙った地点を大きく外さないで。

　ただし、魔法で身体能力を強化しなくてはならないため、彼女は装そう甲こうを身に纏まとうことができない。いつもの極ごく小しよう極ごく薄うすの衣い装しようのままなので、弓での反撃に備えてアイスを守る者が側そばに張りついていないとならないのだが、それを補って余りある彼女の攻撃力だった。

　今回、アイスの護ご衛えいに就つくのはノノエルだ。彼女は汲くみ置いた水を近くに置いておけば、飛んでくる弓矢程度なら水すい膜まくの盾で防ぐことができる。そのノノエルは水を張った手て桶おけを両手に持ち、アイスの傍かたわらに控えている。彼女も魔法を使っての防御になるので、いつもの極小極薄の衣装だ。

（なんか、こいつらの恰かつ好こうを見てると、これから戦いくさをするんだって気にならなくて困るわ。いい眺ながめではあるんだが）

「何を見ているのだ、ナーガ」

　木で偶く人にん形ぎようの準備を終えたハリガンが寄ってきた。

「いつものことながら、おまえたちは戦をする恰好じゃねえなぁって思ってな」

　ハリガンも木偶人形を魔法で動かすため、極小極薄の衣装しか身に着けていない。

「金属は魔法の効果を減げん殺さいする。鎧よろいなど着けられないのだから仕方なかろう。というか、おぬしはこのほうが嬉うれしいのではないか？」

「まぁそのとおりだがな」

「本音が出たなぁ？」

　ハリガンの豊かな蒼あお黒ぐろの髪の毛が、ぶわっと持ち上がった。

「いっいや、俺おれだけじゃないぞ？　男なら誰だれでも喜ぶからな？　なぁライバッハ？」

　ナーガの背後に控えるライバッハは、ちらっとハリガンに視線を送り、慌あわてて逸そらせた。

「お……俺に同意を求めないでくださいや」

「まぁ、よいがな」

　ハリガンの髪の毛がだらりと垂れたので、二人は安あん堵どの息を吐はく。

「で。すべて予定どおりでいいのだな、ナーガよ」

「現状、それで問題なく勝てるだろう」

（問題なく勝てると来たか。相変わらず凄すごい自信だな）

「何か不測の事じ態たいが起きたときは改めて指示を出すが、用意した作戦で迎え撃つ。みんなを所しよ定ていの配置につけてくれ」

　ハリガンが一族の魔女に指示を与えるために戻っていった。

「アイス、おまえもそろそろ………って、何やってるんだ？」

　アイスは慌あわてて深しん呼こ吸きゆうを止やめ、広げた右の掌てのひらを振った。

「え？　いえええ、何もやっていませんよ？」

「緊張するのもわかるけどな。問題はない。今回はそれほど苦労することなく勝てるさ」

「あ……ええ、そうです……ね」

　べつに戦いくさを前にして緊張していたわけではないが、本当のことを説明はし難にくいし、言い訳するもの面倒なので、アイスは曖あい昧まいな笑みを浮かべて頷うなずいた。

「では、わたしも所しよ定ていの位置へ移動しますね」

「頼んだぞ。ヴィータも、そろそろ用意してくれ」

「うむ、わかった。では支し度たくをするか。ほれ、エリュー、行くぞ」

「はい、母かか様さま」

　二人がその場を離れていくのを見送ったナーガは、ケイに向き直る。

「ケイは木で偶く人にん形ぎようと共に待機していてくれ」

「あ、うん、了解」

　ケイもその場を走り去っていった。

「さてと」

　ナーガは南北に走る街かい道どうの先を遠えん望ぼうする。丘のあいだを曲がりくねりながら通じている街道だから、あまり見通しはよくない。が、もうじきあそこにカサンドラ王国軍の砦とりで奪だつ回かい部隊が姿を現す。その数、ざっと一千。

　一方、迎え撃つ魔女部隊は二十名に満たないが、ナーガは問題なく勝てると言った。

（そうだ、その程度なら問題はない。問題があるとすれば……その先だ）

　ナーガの視線は、すでに次の戦いに向いていた。
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　ナーガたちが砦とりでの奪だつ回かいを狙うカサンドラ王国軍部隊の迎げい撃げき準備を始める少し前のこと。

　カサンドラ王国王都の王宮の奥にある国王の寝しん所じよへ、グィスカルが駆け込んでいた。




「叔お父じ上うえ！」

「グィスカルか」

　大きく窓を取った広々として明るい寝所に置かれた大きな寝しん台だいに横たわっていた国王は気弱な笑みを浮かべて身を起こし、甥おいのグィスカルを迎えた。

「いったい、どうしたのです？」

「医い士しが言うには過労らしいのだがな」

「しっかりしてくださいよ」

　そのまま死んでしまえば自分が国王位を継つげる……と思わないでもないグィスカルだが、いま国王に死なれたら、それこそ王国は大混乱、最悪の場合、瓦が解かいしてしまうかもしれないので、しっかりしろと言うのは割と本音だったりする。

「命に別状はないそうだから、儂わしの身を心配することはない。それより」

　ただでさえ弱々しい国王の声が、いっそう小さくなった。

「グランビスタに部隊が集まっている話、聞いたか？」

「小耳には挟みましたが、まだ詳しいことは聞いていません」

「そうか。儂のところに報告が上がってきている。おまえに回すよう手配しよう」

「その部隊は、なんのために集まっているのです？」

「魔女の討とう伐ばつ軍ぐん……だそうだ。アイユーブ卿きようからの使者が来て、そう伝えていった」

（またあの男が出しゃばった真ま似ねをしているのですか）

「我々の援軍……ということですか？」

「援軍と言うには少しばかり兵数が多いようだ。三千、四千という兵数らしいからな」

「四千!?」

　グィスカルが目を剥むいた。

　背後に控えて話を聞いていたリガヤも驚きの色を隠せない。

「それだけではない。アイユーブ卿は旧教会が誇る精せい鋭えい部隊、あの八はち八はち旅団まで召集したそうだ」

「本当ですか!?」

　グィスカルもリガヤも、思わず跳とび上がりそうになっている。八八旅団を呼んだことに、ではない。八八旅団を呼んだのに、さらに討伐軍を三千も四千も集めているのがおかしいと思ったからだ。

「どういうことですかね。八八旅団が来るのなら彼らだけで片がつくでしょうに、その上、四千もの討とう伐ばつ軍ぐんを集めるというのは」

「アイユーブ卿きようが何を考えているか儂わしにはわからんが、彼が何を考えていようと、集まった部隊が何を狙っていようと、我が王国にとって利益になることはないだろう」

　国王は寝しん台だいの上で上体だけを起こしたまま、力なくうなだれた。

「もう儂は疲れた。この危難を乗り切るだけの気力、体力が尽きかけている。グィスカル……おまえに国王代理の地位を授ける。この国のこと、よろしく頼む」

（本気か!?）

　顔に喜色が浮かびそうになるのを、グィスカルはかろうじて抑えた。そして殊しゆ勝しように頭を下げる。

「は。謹つつしんでお受けいたします」

「無事にこの危機を乗り切れたら、儂は正式に退位し、おまえに譲じよ位ういするつもりだ」

　どうやら国王は本気のようだった。小さな頃から胸に秘めてきた悲ひ願がんがあっさりと実現できそうな雲行きに、グィスカルは喜ぶのと同時に戸と惑まどいを覚えた。

　元々、国王であったグィスカルの父が早そう世せいしたおかげで今の国王──グィスカルの叔父──が跡を継ついだわけで、グィスカルからすれば、王位は奪い取るものではなく取り戻すものだという意識が強かった。

　そうは言っても、彼としては叔父から王位を簒さん奪だつするつもりはなかった。簒さん奪だつ者しやの汚お名めいを着たままで王国を治めてはいけない。住民や部下の反感を抑えつけ、反対者を排はい除じよしてまで王国を導いていくだけの指導力が自分にあるかと自じ問もんすれば、答えは自おのずと明らかだ。

（そんな指導力、自分にはない）

　だからグィスカルは、地道に実績を積んできた。積み重ねてきた。そしてゲオバルク将軍の失敗という幸運にも恵まれ、軍の最高指し揮き官かんの地位に就ついた。今まで同様これからも地道に実績を積んで、叔父に自分のことを認めさせるというのが、彼の王位獲得のための基本方針だった。

　国王が自分を除のぞこうとすれば反撃の剣を振るうのは厭いとわない覚悟だったが、あくまでそれは反撃の、だ。自分から国王を除くために反旗を翻ひるがえすつもりはなかった。だから、国王位を手に入れるにしても、それはまだ先のことだと思っていた。しかし、王国が苦く境きように陥おちいった今、国王は自分が背負うものの重みに耐えきれなくなったらしい。

（自分が下手打ったせいで心しん労ろうが重なり、とうとう耐えきれなくなったのなら、自じ業ごう自じ得とくというものですね）

　グィスカルはそう思う。だから、譲ゆずると言われれば、なんの遠えん慮りよも要らない。が、さすがにこの場で「いただきます」と手を差し出すのは気が引ける。そこで彼は、

「気をたしかにお持ちください。叔お父じ上うえの力は、まだまだ必要ですよ」

　などと、お為ためごかしを言ってみるのだが、国王は力のない笑みを浮かべ、弱々しく首を振るだけだった。

「前ぜん門もんの魔女、後こう門もんの討伐軍。もう儂のような年寄りでは、我が国が置かれたこの苦境を打開できんよ。あとはグィスカル、おまえのような若い力が必要なのだ」

　単なる責任逃れの言葉にしかきこえないが、グィスカルにそれを非ひ難なんする気はない。

「元々、この国は先代が、おまえの父が大きく育てた国なのだ。おまえが継つぐのが妥だ当とうというものだろう」

（それも正論ですがね）

「いずれにせよ、まずはこの苦く境きようを打開しなくてはなりません」

「そうだな。国王代理の件は政せい務む官かんどもに伝えておく。頼んだぞ、グィスカル」

　それだけを言うと、国王は力なく上体を倒し、寝しん台だいに横たわってしまった。

　部屋の片かた隅すみに控えていた王家お抱えの医士が進み出てきて、

「国王様はお疲れですので」

　と言って、会見を切り上げるように促してきたのを潮しお時どきと、グィスカルとリガヤは国王の寝しん所じよをあとにしたのだった。
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　自分の執しつ務む室しつへ引ひき揚あげたグィスカルは、あまりにも慌あわただしい事じ態たいの推すい移いに戸と惑まどいを覚えながらも、今後の対策を練ろうとした。

　グィスカルとリガヤは戦せん塵じんに塗まみれた軍ぐん務む服ふくを着替えることもせず、長卓を挟んで椅子に腰を下ろす。

　侍じ女じよが運んできた酒さか瓶びんと酒しゆ盃はいを受け取ると、グィスカルは侍女や護ご衛えい兵へいを下がらせた。

　リガヤがグィスカルの酒盃に葡ぶ萄どう酒しゆを注つぎ、グィスカルは一気にそれを飲み干した。

「なんだか目まぐるしいほどだな」

　酒杯を空からにしたグィスカルがため息を吐つく。

「国王代理、おめでとうございます……と言うべきなのでしょうか」

　戸惑いの色を浮かべ、少し躊躇ためらいながらリガヤがそう言うと、グィスカルは鼻で笑うようにして応えた。

「めでたいかどうかはわかりませんけどね」

「で、ありますね。国王代理になるには状況が悪すぎます」

「しかし、八はち八はち旅団が中心となって、西さい果はての半島に点在する諸国の軍勢を集めているというのは穏やかではありません」

　というグィスカルの言葉を受け、リガヤは難しい顔で酒盃を卓に戻した。

「魔女の討とう滅めつを図はかるだけなら、八八旅団を、八八旅団だけを投入すれば済む話でしょう。たしかに魔女どもは手て強ごわかったですが、さすがに八八旅団に対抗できるとは思えません。それなのに、どうしてわざわざ諸国の軍勢を集めているのでしょう」

「そこが問題ですね。しかも、四千もの大部隊を」

　グィスカルは眉を寄せ腕組みをして、じっと何かを考えている。

　やがてグィスカルは徐おもむろに口を開いた。

「改めて報告を聞かないと詳細がわからない以上、ここで結論は出せませんが……まずはアイユーブ枢すう機き卿きようの真意を質たださないとならないでしょう」

　リガヤは微かすかに眉を寄せて訊きいた。

「正直に本音を言うでしょうか」

「言わなくても、返答である程度のことはわかります。使者には頭のいい者を選ぶように。つまり、ただ返書をもらってくるだけではなく、こちらの意向をきちんと伝え、それに対して相手がどういう態度で答えるかを観察できる者を、ということです」

「了解してございます」

　リガヤは丁寧に頭を下げた。

「他に何か、早さつ急きゆうに手配することはありますか？」

「念のため籠ろう城じようの準備も進めておきましょう。街の防御力の強化と兵ひよう糧ろうの備び蓄ちくを。兵士の補充も引き続き行います。同時に、エインの砦とりで奪還作戦も遂すい行こうしなくてはなりません」

「そちらは予定どおりですね？」

「始めてしまったものを今さら中止できませんからね。何もしなければ、それだけでアイユーブにつけ込む隙すきを与えてしまいます」

「了解であります。では、諸もろ々もろの手配がありますので、これにて失礼いたします」

　深々と叩こう頭とうしたリガヤが退出していくと、グィスカルは一人、沈ちん思し黙もつ考こうした。
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（アイユーブが八はち八はち旅団を呼び寄せた以上、奴やつが本気で魔女の討とう伐ばつを考えているのは確実。ですが、やはりわからないのは、どうして諸国の軍勢を四千も集める必要があったのか、ということですね）

　旧教会直属の戦闘集団「旅団」の勇ゆう猛もうさはよく知られている。八八旅団は、その中でも最強とまで謳うたわれる部隊だ。じっさい魔女を相手に戦って勝利したこともあるし、魔女の一族を殲せん滅めつしたことすらある。

（八八旅団のような精せい鋭えいが来たのなら、四千もの軍勢を集めなくたっていいはずですが。旅団の五百だけで充分に事が足りるでしょう。旅団がこちらを助けてくれるだけでエインの砦は易やす々やすと奪り返せるはず。なのにそうしないのは、四千の軍勢を集めた裏に何か別の目的があるのでは？　そう、例えば）

　辺へん境きよう諸しよ国こくの軍勢は魔女討伐に名を借りて集まってはいるが、その実、カサンドラ王国を攻めるつもりなのではないか。魔女に野や戦せんで敗れ、魔女に砦を奪われた。そんな失しつ態たいを犯した自分たちをアイユーブは許さないのではないか。魔女を血祭りに上げる前に魔女に敗れたカサンドラ王国を攻めて、討とう伐ばつ軍ぐんの兵の士気を高めるつもりではないのか。

　もちろん、それはグィスカルの杞き憂ゆうである。アイユーブはカサンドラ王国軍を擂すり潰つぶしてもいい、捨て石にしてもいいと思ったが、王国そのものをどうこうしようとまでは思っていない。しかし、国王代理に昇った今、この王国がいずれ自分のものとなるのは確実となった。そんな未来への展望が、グィスカルの思考を鋭えい敏びんにした。むしろ過敏にしたのかもしれない。

　いったん猜さい疑ぎ心しんに囚とらわれると、疑心は暗鬼を生む。

（魔女討とう滅めつのためとはいえ、辺へん境きよう諸しよ国こくが、はいそうですかと大部隊を派は遣けんするというのもおかしな話です。アイユーブの奴やつ、魔女討滅の暁には、手て柄がらを立てた国に我が国の領域を分け与えるとかなんとか言って軍を集めたのでは）

　いま四千もの軍勢に攻められたら防ぎようがない。そのうちの五百は、あの名高い八はち八はち旅団なのだ。魔女に負け続けて青あお息いき吐と息いきのカサンドラ王国軍では勝負にならない。

（我々にエインの砦とりでを奪還しろと嗾けしかけておいて、こちらが魔女にかかずらっている隙すきに、空き巣みたいに王都を攻略しようと？　そんなことは許しませんよ）

　長いあいだ望んでいた国王位に即つける。いや、即かなくてはならない。志半ばで病死した父のためにも。そして西さい果はての半島でのカサンドラ王国の地ち歩ほを固める。可能なら他の国々を従えるほどの大きな国に育てる。王国が自分のものとなる現実を手にしたグィスカルの胸には、輝かしい未来への展望と確信が去きよ来らいした。

（わたしはは叔お父じ貴きとは違いますよ。この危機を乗り越えられる。乗り越え、カサンドラ王国をさらに大きくすることができるはずです）

　危機を乗り切るだけの具体策がグィスカルの頭にあるわけではない。ないが、国王位が目の前にぶら下がっていると思えば、どれほど困難な局面でも乗り切れそうな気がする。

（アイユーブや空き巣どもに我が王国を蹂じゆう躙りんされてはなりません。なんとしてもわたしの王国を守らなければ。たとえ八八旅団が相手であろうとも）

　いつの間にかグィスカルの目には偏へん執しつの炎が宿っていた。

　自分の王国、カサンドラ王国を守らなくてはならないというグィスカルの義務感、責任感が、魔女も魔女討とう伐ばつ軍ぐんも敵だと彼に認識させた。

（恐れるべきは八八旅団のみ。寄せ集めの諸国の兵は恐るるに足りません。こちらの動員兵力は千五百まで落ち込んだとはいえ、市民に武器を取らせて籠ろう城じようすれば、守備兵は二千ほどいる計算になる。それなら四千で攻められても王都が陥おちることはありません。そして寄せ集めの部隊は長期戦には耐えられない。やがて櫛くしの歯が抜けるように陣営を離れていくでしょう。いざとなれば新教会側に援助を頼んでもいいかもしれません）

　新教会側に援助を頼むのは、言ってみれば禁じ手だ。それをすれば、もう後戻りはできない。西果ての半島を手中に収めるか国が滅ぶかの二者択一を迫せまられることになる。グィスカルにそこまでの将来的な展望、覚悟があるわけではない。彼の心を占めているのは、自分が継つぐことになるカサンドラ王国を、なんとしても守るというその一事だけだった。

（さて、討伐軍のことはあとで考えるとして、まずはエインの砦を奪だつ回かいしなくては始まりません。しかし、動員兵力の落ち込みが……なんとも頭の痛いところです）

　この世界の常識人であるグィスカルは、ナーガの非常識な構想など知らぬまま、魔女と魔女討とう伐ばつ軍ぐんに挟まれて苦悩している。

　この後、彼の苦悩が新たな展開を生むことになるのだが、アイユーブもジュエルジュードも、もちろんナーガも、まったく予期していなかった。
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　魔女に奪われたエインの砦とりでを奪だつ回かいするための部隊を指し揮きするのは、グィスカル新将軍の懐ふところ刀がたなとも言うべきリガヤである。

　軍では主に主しゆ計けい畑ばたけを歩いてきたグィスカルは実戦経験がほとんどない。その上、相手が魔女とくれば、自分がしゃしゃり出るより実戦経験の豊かなリガヤに任せたほうがいいと思ったのも当然だろう。自身は本陣を率ひきいてリガヤが指揮する奪回部隊の後方支援を行うことに決めた。




「よし、出撃する」

　リガヤの命令でカサンドラ王国軍先せん鋒ぽう部隊が行こう軍ぐんを開始した。

　第一陣が三百。

　リガヤが直じき率そつする第二陣が三百。

　第三陣が二百。

　その後方にグィスカルが率いる二百がいるが、その二百は伝でん令れい兵や輜し重ちよう兵、そしてグィスカルの護ご衛えい兵へいから成っており、主力を支える後方支援部隊という位置づけだった。

　このグィスカルの陣立てを臆病だと非ひ難なんする気はリガヤにはない。グィスカルはカサンドラ王国軍の最高司令官だから、彼の身の安全を図はかることは何よりも大事である。

　小隊長が討たれれば小隊が動どう揺ようし、中隊長が討たれれば中隊が動揺し、大隊長が討たれれば大隊が動揺し、総大将が討たれれば全軍が動揺する。この時代の軍隊とはそういうもので、グィスカルが後方で指揮を執とるのは当然だとリガヤは思っている。

（むしろ自分が攻撃部隊の指揮を執ると言い出さないのがありがたい。現場の感覚と乖かい離りした頭デッカチの指揮官の命令で迷惑を受けるのは、いつだって前線の兵士なのだ）

　前線での戦闘経験が豊富なリガヤは、上官の理り不ふ尽じんな命令で苦労したこともあるので、そう思って自らを戒める。

　とはいえ、今回の相手は魔女だ。

　魔女が相手の戦闘は初めての経験だから、リガヤも少しばかり緊張していた。




　第一陣が行軍を開始し、少しの間を空けて第二陣が進しん発ぱつする。

　第二陣のあとに第三陣が続く。

　リガヤの腹づもりでは、第三陣は予備部隊。砦の攻略は、第一陣と第二陣の六百で行う予定だった。砦から脱出してきた兵の話では、魔女の総数は五十足らずだというから、六百でなんとかなる……というより、なんとかしなくてはならない。

（本当に魔女が五十程度ならばだが。しかし、三百が籠こもる砦を易やす々やすと陥おとした魔女軍が五十足らずなどということがあるのだろうか。もっとも、黒い森に棲すまう魔女たちが一致団結したなどという話は聞いたことがないから、五十という数字には納得できるのだが、五十で陥おとしたという事実には納得ができないな。いや……）

　リガヤはシュバイツ川の戦いのことを思い出した。彼自身は参戦していないが、現場に居合わせた兵たちに話を聞くと、それはもう悲ひ惨さんな敗戦だったらしい。

（二千の我が軍が、たった二、三十人の魔女に完敗を喫しているのだ。油断は禁物。そのために攻こう城じよう兵へい器きまで持ち出したのだからな）

　今回は砦とりでを攻略するために破は城じよう槌ついやら投とう石せき機きやらの攻城兵器を使用するつもりだった。その準備もあって、カサンドラ王国軍の奪だつ回かい作戦は開始が少し遅れてしまった。小さな砦攻めにしては少し大げさな気もするが、相手は魔女だ。できるだけのことはするべきだとリガヤは思っている。




　馬に跨またがって行こう軍ぐんの指し揮きを執とっているリガヤは辺りに視線を走らせる。ただでさえ王都の南側に耕こう地ちは少なく集落もほとんどないが、ここまで来ると、街かい道どうの左右には荒れ地や森が広がっているばかりだった。この先、丘きゆう陵りよう地ち帯たいは平地に比べると視し認にん距きよ離りが落ちる。

（そろそろ魔女軍の奇き襲しゆうを警けい戒かいしたほうがいいかもしれない）

　魔女の魔法攻撃が、いつ、どのような条件下で繰り出されるものなのか今ひとつ不明なのがリガヤには不安だった。

　敗走してきた兵士に話を聞いても、どうもはっきりしない。

　水の魔法だとか風の魔法だとか火の魔法だとか、魔法の漠ばく然ぜんとした種類や効果はわかるのだが、どうしてそんな攻撃を受ける状況に陥おちいってしまったのかがよくわからない。

（我が軍を翻ほん弄ろうし振り回すほど魔女どもの連係が優れていたのか。しかし、そんな話は聞いたことがないが）

　今回に関しては、魔女の行動も戦法も戦勝後の処置も、わからないことずくめだった。

　それでも戦わなくてはならない。戦って勝たなくてはならない。

（これまでに入手した断だん片ぺん的てきな知識を元に、あとは出たとこ勝負だ）

　リガヤとしては、そう開き直るしかなかった。

（今までと違う戦い方をしてきている以上、向こうから先制攻撃があるかもしれない）

　リガヤは第二陣から幾つもの物もの見み部ぶ隊たいを放ち、同時に先せん鋒ぽうを受け持つ第一陣にも、物見部隊を先行させて魔女の奇襲を警戒するようにと伝えさせた。
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「そろそろ敵が射しや程ていに入るな」

　迫せまり来るカサンドラ王国軍を高台から見下ろし、ナーガが呟つぶやいた。

　上空からのユウキの偵てい察さつとセレナの魔法──天てん眼げんによって、ナーガはカサンドラ王国軍の陣立てと兵数をほぼ正確に把握している。

「すべて想定の範囲内だ」

　ナーガは己の作戦の成功を確信した。




　今回の戦術目標はエインの砦とりでの防衛だが、ナーガは敵にも味方にも、できるだけ被害を出さないで守りたいと思っている。

　軍ぐん議ぎの席でナーガがそう言うと、例によってユウキなどは、

「敵は殺せるだけ殺したほうが得でしょ」

　と大いに不満そうだった。

　ユウキだけでなく、多くの魔女が不満そうな、あるいは不ふ思し議ぎそうな顔をしていたが、ナーガは、

「そのほうが後々、得なんだよ」

　と言って押し切った。

　ナーガは、第二、第三のライバッハが出てくることを期待しているのだ。

　人と魔女とが共存できる世界を創るという目標を達成するためには魔女だけでは無理で、達成の可か否ひは、どれだけ人間の味方を得られるかに懸かっているとナーガは思っている。が、それを言ってしまうと魔女たちが臍へそを曲げるかもしれないので、ナーガは「そのほうが得」で押し切ったのだ。

　第二、第三のライバッハを得るためには、ライバッハ本人を大事にしないとならない。カサンドラ王国軍兵士──つまりライバッハの元同どう僚りよう──を殺しまくっての大勝利では彼の気持ちが晴れないだろうから、それはしたくない。そんな本音を漏もらせば、魔女たちは臍を曲げるどころでは済まないかもしれないので、それも言わない。

（隗かいより始めよ、じゃないが、魔女に囚とらわれたライバッハが俺おれの部下として重ちよう用ようされているのを見れば、魔女に仕つかえるのも悪くないと思う奴やつが出ないとも限らないからな……ん？　隗より……って、出典はなんだっけな）

　軍議の席だったから、ナーガは脳のう裏りに浮かんだ断だん片ぺん的てきな記憶の追求を諦めた。

　ともあれ、そうして基本方針が策さく定ていされ、ナーガは砦奪だつ回かい部隊の迎げい撃げき作戦を立てた。

　その作戦に従って、ナーガと魔女たちはカサンドラ王国が送って寄よ越こした砦奪回部隊を迎え撃とうとしているのである。
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　街かい道どう脇に掘られた浅い穴の中に置かれたマンテラが持ち上がり、エリュシオーネが出現した。

　現れたエリュシオーネは敵から見つからないよう、腰を折り姿勢を低くする。

　街道が丘陵や低山のあいだを縫ぬって延のびているので、当然、エインの砦を目指すカサンドラ王国軍は縦じゆ隊うたいとなる。それは予あらかじめ読めるので、ナーガの迎撃作戦は敵が縦隊で行こう軍ぐんしてくることを前提としている。

「母かか様さま、あと少しです」

　とエリュシオーネがマンテラの中のヴィータに声をかけた。

「用意はできておる」

「……四、三、二、一、今です」

　ずん、と腹に来る衝撃を受け、堪たまらずエリュシオーネは四よつん這ばいになる。

「くうぅ」

　ヴィータの魔法に慣れているエリュシオーネが予あらかじめそれを予想していたにも拘かかわらず、四つん這いになって手足に力を込めないと耐えられない。少しでも力を抜くと、地面に腹はら這ばいになったまま動けなくなりそうだ。エリュシオーネですらそれなのだから、まったく魔法に耐たい性せいがなく、ヴィータの魔法攻撃を予想していないカサンドラ王国軍第一陣最前ぜん衛えいの兵士は、たちまち膝を落とし、つんのめり、ばたばたと地面に倒れ込んだ。

　ヴィータが魔法を利かせたのは半径百ヤルド強──おおよそ三百メートル──の範囲で、魔法の効果範囲に足を踏み入れた兵士──縦じゆ隊うたいの先頭を歩いていた二、三十人ほど──は、みな地面に倒れ、藻も掻がいていた。

「なっ何が起きたんだっ!?」

「敵の攻撃かっ!?」

　砦とりででヴィータの魔法攻撃を受けた兵士も何人かいた。彼らは、これはあのときの！　と思ったものの、どう対たい処しよすればいいかという対策は何も用意していない。

「魔女の、攻撃だ……」

　と呻うめくばかりで、味方の兵に的確な指示を送ることもできなかった。

　後続の兵は慌あわてて槍やりを取り弓を構かまえて敵の襲しゆう撃げきに備えたが、敵の姿はどこにも見当たらない。この時点では、百ヤルド以上先で穴の中に蹲うずくまっているエリュシオーネとヴィータに気づいた兵はいなかった。

　いきなり先頭を歩いていた兵がばたばたと倒れたのに、攻撃してきた敵の気配は微み塵じんも感じられないという異常な事じ態たいに直面した兵士のほとんどは、魔女の魔法攻撃だと思って怖おじ気けづく。第一陣の先頭を行く二、三十人の兵士が倒れただけだが、それで後続の兵の足も止まってしまう。

「何があった!?」

「先頭はどうして止まっている!?」

　敵の姿が見えない上、自分たちの身には何も起きていないのだから、なぜ先頭の部隊が足を止めたのか、後続の兵にはさっぱり見当がつかない。火ひ柱ばしらの一つも噴き上がれば遠くからでも魔法攻撃を受けたことがわかるが、ヴィータの魔法は効果範囲の外にいる者には魔法攻撃を受けたという実感がない。それでも何かが起きていることは間違いないので、後続の部隊の隊長たちは伝でん令れいを走らせて先頭の様子を確認させようとした。

　そのとき、空気を切り裂いて何かが飛んできた。




　どん！




　飛んできた何かは大きな衝しよう撃げき音おんを立て、土つち煙けむりを上げて地面にめり込んだ。

「つ、礫つぶて？」

　礫は続けざまに飛んできて、地面にめり込む度に、ぱぁっ、ぱぁっ、と土煙が上がる。

　今度こそ敵襲だということがカサンドラ王国軍兵士にもわかった。実感した。

　しかし、狙われている兵士たちは体が動かせない。

　アイスはヴィータの魔法の効果範囲外、敵部隊の横手から礫を投げている。距離が遠いため狙って命中させることはできないが、兵士は動けないのだから、狙いをつける必要もない。先頭の兵士たちがいる辺りに礫を届かせればいいのだ。

　何発もの礫が着弾するうち、運の悪い兵士に命中する。兜かぶとに当たれば、その衝撃で気絶する。鎧よろいに当たった場合は角度次第では弾はじかれるが、逆に言うと、当たる角度が悪ければ鎧を粉ふん砕さいして体を穿うがった。足や腕に当たれば骨折する。飛んでくる礫の速度は尋常でなく、その威力も絶ぜつ大だいだった。このままでは、礫に当たって大おお怪け我がをする。最悪、死ぬ。そう思うと、体が重かろうがなんだろうが、その場に寝転がってはいられない。兵たちは必死に身を起こそうと悪あく戦せん苦く闘とうを始めた。

　その直後、兵たちの体が急に軽くなった。それに気づいた兵士が次々と跳とび起きる。












　彼らは相変わらず土つち煙けむりが上がる中、頭を抱えて一いち目もく散さんに後方へと走り去っていった。

　前に出ようとする後続の兵と先頭から逃れてきた兵が交こう錯さくして、先せん鋒ぽう部隊前ぜん衛えいにちょっとした混乱が生じている。

「おい、どうした!?」

「持ち場に戻れ！」

「何があったんだ!?」

　後方に控えていた小隊長たちが必死で押おし留とどめようとするが、逃げてきた兵は足を止めようとしない。

「魔女の攻撃だ！」

「先へ進むと動けなくなるぞ！」

「動けなくなったところを礫つぶてで狙い撃ちにされる！」

　実際は狙い撃ちではない。命中率もそれほど高くはない。だが、倒れて動けなくなっている自分の近くに礫が着弾したときの恐怖心が彼らの心を支配していた。あのまま倒れていたら、確実に礫が当たったと思い込んでしまう。だから彼らは足を止めようとしない。その恐怖心が後方の兵士たちに伝染する。

　兵の多くはシュバイツ川の戦いで魔女に手痛い目に遭っている。エインの砦とりででも同様だ。あのときは体が重くなって動けなくなったところを雷で攻撃され気絶した。砦にいた兵士はそれを思い出し、逃げてきた兵を追いかけるように回れ右をして走り出す。

「こら、どこへ行く!?」

「止まれ！　持ち場を離れるな！」

　小隊長たちは必死に叫ぶが、前衛の混乱は収まるどころか、次第に第一陣の後方にまで拡大していった。

　そのとき、またしても、ずん、と腹に響く衝撃があって、逃げる兵を押し返そうと努めていた小隊長や部下がその場に膝を落とし、あるいは無ぶ様ざまに転がった。

「うわぁ、また来た」

　行く手を小隊長らに阻はばまれ、その場で押し合い圧へし合あいしていた兵は悲鳴を上げて地面に倒れ込む。第一陣の前衛が混乱して有効な反撃に出られないのを見て取ったエリュシオーネとヴィータが次のマンテラに移動して、再び「奏かなでの軽けい重ちよう」を使ったのだ。

　事前の打ち合わせどおり、アイスも位置を変え、またもや礫攻撃を開始する。




　その直後、敵が混乱し始めたのを上空から確認したユウキの飛ひ空くう挺ていが降下してきた。

　飛空挺には、スレイマーヤ一族の魔女リィリィが同乗している。

　小こ柄がらなリィリィはユウキの体にしがみついたまま、必死の形ぎよう相そうで──飛空挺で空を飛ぶのはかなり恐こわかった──呪じゆ文もんを紡つむいで雷の雨を降らせた。

　上空から十数本もの稲いな妻ずまが、地上を右う往おう左さ往おうしている兵士めがけて走った。リィリィもとくに狙いを定める必要はない。兵士は鎧よろいを着用し、剣や槍やりを手にしているから、次々と兵士に落らく雷らいする。

　カサンドラ王国軍部隊の混乱は、ますます大きくなっていく。




　その頃には、ケイを先頭にして木で偶く人にん形ぎよう群が迫せまりつつあった。

　人形群を率ひきいている──とカサンドラ王国軍兵士には見えている──魔女は半裸で肌が銀色に輝き、短い丸太に細い手足が生えたような人形はどれも弓を構かまえていて、体を左右に揺らしながら、音もなく迫ってくる。なんとも不ぶ気き味みな光景だった。おまけに礫つぶては引っ切りなしに降ってくるし、頭上からは雷が落ちてくる。

　第一陣前ぜん衛えいの兵は、もはや恐きよう慌こう一歩手前といった状態だった。




「うわぁぁぁ」

「ひぃいぃい」

「助けてくれぇえ」

　逃げる兵士を止めようとした自分たちの判断が間違っていたことを、小隊長たちは思い知った。だが、すでに体はいつもの何倍も重くなっていて簡単に動かせない。

　辺りの地面は転がったまま必死で藻も掻がく兵士で埋まった。

「魔女だぁ！」

「魔女に攻撃されているぞぉ！」

「助けてくれぇ！」

　いちばん先に後方へと走った兵たちは第一陣を突っ切って、後方の第二陣の中へと駆け込んでいった。

　逃げてくる兵の口から魔女に攻撃されていることを聞かされ、第二陣の兵も動どう揺ようする。

　味方を助けよう、魔女に反撃しようと中隊長が前進を命じても、兵の半数ほどは進もうとせず、その場に留とどまって様子見の態勢だ。

　隊長の命に従って進もうとする部隊、前進を躊躇ためらいその場に留まろうとする部隊、第一陣から逃げてきた兵士。それらが第二陣の前衛で入り交じり、第二陣にも混乱が生じた。

　やがて混乱は第二陣の中ちゆう衛えいに波及していく。




（くそ。何がどうなっているのだ!?）

　リガヤには何がどうなっているのかさっぱりわからなかったが、最初の衝突で、すでに味方の陣が崩れかかっているということだけはわかった。

（これが魔女の戦い方なのか。まるで遊ばれているようだ。わからない。ひたすら受け身に徹してきた魔女どもに、どうしてこんな戦い方ができる!?　卓たく越えつした指し揮き官かんに率いられた精せい鋭えい部隊のようではないか）

　それはリガヤの予想を遙はるかに超える鮮やかな先制攻撃だった。ゲオバルク将軍のような歴れき戦せんの兵つわものが一いつ敗ぱい地ちに塗まみれたのも頷うなずけると、リガヤは思わず納得しそうになる。

（いかん！　そんなことを考えている場合ではない。なんとか陣じん形けいを立て直さねば、このまま敗走に移ってしまう）

　第二陣後衛にいるリガヤは自ら部隊を率ひきいて前進し、なんとか自軍の混乱を抑えようと躍起になって隊長たちを叱しつ咤たし、兵を励まし続けた。





　４






　第一陣の混乱が大きくなるのを見て取ったヴィータが魔法を解くと、地面に這はい蹲つくばっていた兵たちは体が動かせるようになった。

　体が軽くなるのを感じた兵士は慌あわてて跳とび起き、そして身を翻ひるがえした。

　未だに横合いからは間かん断だんなく礫つぶてが飛んでくる。礫が地面にぶつかるときの衝しよう撃げき音おんと土つち煙けむりが上がり続けている。いつまでも寝転がっていては礫に体を打ち抜かれてしまう。

　礫を投げているのはアイス一人なので、弾だん幕まくというほど多くの礫が飛んでくるわけではないが、雷らい撃げきのほうは雨あめ霰あられと落ちてくる。一つ一つの威力はそれほどでもないから直撃されても死ぬことはないが、下へ手たをすると気絶するくらいの衝撃はある。

　礫が当たって転がり呻うめいている兵の横では雷に打たれた兵が痙けい攣れんしていたりする。そんな光景がそこかしこで見られた。

　それだけではない。

　間近に迫せまった木で偶く人にん形ぎようの群れから矢が飛んできているのだ。木偶人形は六十体以上いるから、矢のほうは弾幕というに相応ふさわしい密度で飛んでくる。木偶人形が射る矢だから大して威力があるわけではないのだが、そんなことはカサンドラ王国軍兵士にはわからない。凄すさまじい威力の礫攻撃を見せつけられたから、矢のほうも威力があると思ってしまう。

　危険を冒おかして前進しよう、反撃しようと試みる兵士は皆かい無むだった。




　逃げ出した兵たちは、当然、後方へと走っていく。

　すでに第一陣は至る所で混乱しているので、逃げてくる兵を落ち着かせることも止めることもできない。

　駆けてきた兵たちは魔法の恐ろしさ──体が重くなって身動きできなくなる──を口々に叫びながら、なおも逃げようとする。

　ヴィータの魔法の発動条件や効果範囲などを知らない兵たちは、ここに留とどまれば、またあの魔法の餌食えじきになると考える。しかし、まだ魔法を食らっていない後方の兵士の中には反撃しようと考えた勇ゆう敢かんな兵もいた。彼らは迫ってくる木偶人形の群れに向かって弓矢を射かけた。だが、一発、二発、当たったくらいでは木偶人形は止まらない。

「先頭だ！　先頭にいる魔女を狙え！　あいつを倒せば人形群の前進は止まるはずだ！」

　隊長の号ごう令れいで、何人かの兵がケイを集中攻撃した。ところが、当たっても当たっても、矢は弾はじかれて地面に落ちるばかりだった。

　これが分厚い鎧よろいに身を包んでいるなら、まだわかる。しかし、人形を率ひきいている魔女はどう見ても半裸だ。その露ろ出しゆつした肌に命中しているのに、矢は刺さらない。キン、キン、と金属音を上げて跳ね返っている。

　矢が利かないとなると、剣や槍やりで斬りつけるしかないのだが、矢が降り注ぎ、礫つぶてが飛んでくる中を木で偶く人にん形ぎようめがけて突とつ進しんするだけの勇気を持ち合わせた兵もまた皆かい無むだった。




　体が動かなくなる魔法の恐ろしさと礫攻撃の威力、雷攻撃の恐ろしさを聞かされ、眼前で見せつけられ、すっかり腰が引けた第一陣の兵たちはじりじりと後退を始めた。

　そこへ止とどめの一撃とも言うべき新たな攻撃があった。

　狼おおかみの群れがカサンドラ王国軍の第一陣に突入してきたのだ。

　威い嚇かくの唸うなり声ごえを上げた狼が足下を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回り、兵士は恐きよう慌こうを来きたした。この狼の群れはアルルカンが操あやつっているが、彼女は兵士を喰くい殺せとは命じていない。兵士のあいだを走り抜ければいいと言っただけだが、それだけで効果覿てき面めんだった。何より狼の臭いに馬が怯おびえて暴れ出した。騎兵を振り落とし、あるいは乗せたまま戦場から走り去っていく馬が続出し、混乱は際さい限げんなく広がった。

　第一陣はとうとう陣じん形けいを保てなくなり、退たい却きやくを始めてしまった。




　第一陣が下がってきたので、第二陣の混乱はさらに大きくなる。

　魔女軍に第一陣が破られ敗走してきたと勘違いする兵も出る。

　そんな兵は、第一陣が破られたとなれば、すぐにも魔女軍が押し寄せてくると悪い想像をする。怯えた兵士たちは次々と持ち場を離れ、てんでばらばらに逃走を始めた。




「止まれ！　落ち着け！　魔女はここまでは来ない！　ここで態勢を立て直すのだ！」

　幕ばく僚りようたちと共に下がってくる兵士を押おし留とどめ、第二陣の部隊を前進させようとしていたリガヤだが、事じ態たいは悪化するばかりだ。

　逃げてきた兵士は口々に、

「体が重くなって動けなくなる」

「礫が飛んでくる」

「人の体ほどもある岩が飛んでくる」

「空飛ぶ魔女が雷を降らせてくる」

「人形の群れが迫せまってくる」

「先頭の魔女は金属でできている」

「あれは魔女ではなく魔法人形ではないか」

「人食い狼の大群が襲ってきて、味方が食われた」

　などと喚わめいているが、情報が断だん片ぺん的てきすぎる上に流りゆう言げんも混ざっているから、相も変わらず全体の戦せん況きようは掴つかめない。

　このままでは、押おし留とどめようとする味方の兵と、さらに後方へ逃れようとする味方の兵とのあいだで斬り合いが始まりかねない。それを危き惧ぐしたリガヤは作戦の継けい続ぞくを諦めざるを得なかった。何より彼は、これ以上、兵の犠牲を増やすわけにはいかなかった。ただでさえ動員兵力が下がっているのに、これ以上の損失を出したら、王国の軍組織が保てなくなる。軍が機能停止に陥おちいれば、王国の存そん立りつそのものが危うくなる。

「後方に控えるグィスカル将軍本ほん営えいまでいったん後退する。そこで逃げてくる兵を吸収し、態勢を立て直すのだ！」

　近くにいた幕ばく僚りようたちが大声でリガヤの命令を兵たちに触れ回った。

（助かった！）

　逃げてきた兵たちは堂々と、なんとか踏み留まろうとしていた兵たちも安あん堵どに胸を撫なで下ろし、我先にと本営を目指して走っていった。

　将軍宛てに伝でん令れいを走らせると、リガヤは彼の腹心と共にその場に留まり、逃げてくる兵にその姿を見せつけながら退たい却きやくの命令を叫び続けた。
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　リガヤの報告を伝令から受けたグィスカルは、その内容に愕がく然ぜんとした。そして、シュバイツ川の戦いで大だい損そん害がいを出したことを思い出して戦せん慄りつした。

「味方の被害は？　リガヤは無事なのか!?」

「被害の実数はそれほど大きくはないと思われます。リガヤ様は現場に留まり、兵を逃がすために指し揮きを執とっておられます！」

「そうか」

　グィスカルは安堵の息を吐はいたが、安心している場合ではないことを思い出し、

「下がってくる兵をまとめよ！」

　と幕僚たちに命じた。

　幕僚たちが慌あわただしく動き出すのを見ながら、グィスカルは舌打ちし、歯がみし、内心で罵ののしり声を上げる。

（それにしても魔女がこれほど手て強ごわいとは！　いったいどうなっているんですか。奴やつらは黒い森を守るだけで汲きゆう々きゆうとしていたのではなかったか）

　話が違うと文句を言いたくなるグィスカルだが、誰だれに言えばいいのかわからないので、それは諦めた。手堅い用よう兵へいをするリガヤでも勝てなかったのなら、魔女が勝まさっていたと思うしかない。

（勝ち戦いくさに乗って魔女は攻め寄せてくる？　今のうちに本陣も下げておくべき？　いえ、それはなりません。少なくとも逃げてくる兵たちを吸収するまでは。ここまで逃げてきたとき、本陣がいなくなっていたら、兵はそのままどこかへ四し散さんしてしまって二度と戻ってこないかもしれない）

　魔女に恐れをなして本陣まで下げようと言い出さないだけの理性は、まだグィスカルに残っていた。

　本陣で彼の副官を務つとめていた幕ばく僚りようが戻ってきた。

「将軍、伝でん令れいの言うとおり、兵の被害はそれほどでもないようです。どうされますか？」

　つまり副官は、兵をまとめたら、もう一戦するつもりかどうかを訊きいているわけだ。

「兵をまとめ、損害の確認をしなさい。態勢を立て直したら、リガヤが戻ってくるまで、この場で待機です」

「は。兵をまとめたら損害の確認をし、リガヤ様が戻るまで部隊を待機させます」

「リガヤが戻ったら」

　グィスカルは、ちらと前方を見やった。そちらからは、まだ続々と兵士が走ってくる。

　年とし嵩かさの副官はグィスカルの次の言葉を待った。

「王都まで引き返します」

（現実的な対応だな）

　グィスカルが、兵をまとめたらもう一度前進だ、などと言い出さなかったので、副官は内心で胸を撫なで下ろす。

（こういう現実的な感覚と対応がグィスカル様のいいところだ）

　意地や見み栄えで兵を動かそうとしないのは主しゆ計けい畑ばたけを歩いてきたグィスカルならではの平へい衡こう感覚だろう。愚かな自爆攻撃をしないでくれるのは副官にはありがたかった。おそらくリガヤも同様に思うはずだ。

（だが、現実的な対応を取っているだけでは、この苦く境きようを乗り切れないだろうな）

　副官にはそんな予感もする。

　とはいえ、彼に何ができるわけでもない。

　リガヤの部下である彼は、たまたま今回はグィスカルの副官役としての任にん務むを仰おおせつかっただけで、この苦境を打開できるような策を考えることなどできはしない。命令を忠ちゆう実じつに効率よく実行することはできても、自らの発想で人を引っ張っていくことはできない。だから軍人をやっているといってもいい。

　そして彼が見る限り、グィスカルも不ふ得え手てな人間だ。平和な時代なら、それなりの手しゆ腕わんで国を運営していくことはできるだろうが、こんな乱れた時代を乗り切っていくことができるのかどうか、ひじょうに心こころ許もとなかった。

（さて、どうなるのかな。まぁ、なるようにしかならないのだろうけど）

　内心に湧わく諦めにも似た感情を押し殺し、副官はグィスカルに敬けい礼れいを送った。

「は。リガヤ様の帰還を待って、王都へ引き返します」

「ともかく兵をまとめておきなさい。逃げようとする兵は斬り捨ててもかまわない」

「は。逃げようとする兵は斬ってでも押おし留とどめます！」

「よし、行け！」

　グィスカルは身を翻ひるがえす副官から視線を外し、もう一度、南方を見やった。

　ばらばらと逃げてくる兵を意外と冷静な目で見つめている自分に、グィスカルは少し驚いていた。

（とりあえずの問題は魔女側の出で方かた……ですか）

　リガヤからの伝でん令れいは、実際に姿を見せた魔女は一人か二人だと言っていた。それなのに六百もの部隊があっさりと撃げき退たいされ、こうして逃げ戻ってきた。

（なるほど、歴れき戦せんのゲオバルク将軍がしてやられたのも無理はないですね）

　グィスカルもリガヤと同じような感想を持ったが、それは実戦の場に出て初めてわかることだったのかもしれない。

（それにしても、どうして魔女は急にこれほど強くなったのでしょうか。そこがどうにもわかりません。まさか、魔女の氏し族ぞくを束たばねるほど強力な魔女王が現れたとでも？　だとすれば……）

　これ以上、魔女と戦うのは無理なのではないかと、グィスカルはそんなことをぼんやりと考えていた。
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「逃げてった！」

　木で偶く人にん形ぎよう部隊の先頭に立っていたケイが躍おどり上がった。

「きゃっほ──っ、撃退したっ！　砦とりでに近づけることすらなく、カサンドラ王国軍を撃退したよっっ！」

　ケイが飛び跳ねていると、右手の丘の上からアイスが駆け下りてきた。

　その後ろからは馬に跨またがったイクシーヌと、イクシーヌにしがみついているノノエルが続いている。

　もし敵が弓で反撃してきた場合、水の盾を張ってアイスを守る役目を負っていたノノエルだが、結局、アイスに対する反撃はなく、彼女が活躍する場面もなかった。

「お──、アイス──、お疲れ様──っ！」

「ケイちゃんこそ、お疲れ様！」

「いや──、あたし、ただ立ってただけだしね」

　ケイが苦笑を浮かべて自分の体を見下ろした。

「弓矢が刺さらないケイちゃんを見て敵兵は不ぶ気き味みに思ったのだから、不気味なケイちゃんの働きは大きかったのではないかしら」

「あれぇ？　その言い方、誉ほめられてる気がしないんだけど」

　ケイが不ふ服ふくそうに頬ほおを膨ふくらませる。そこへ上空からユウキの飛ひ空くう挺ていが下りてきた。

　着地した飛空挺から小こ柄がらなリィリィが飛び降りた。

「リィリィも、お疲れ──っ！」

　ケイが手を振ると、リィリィも手を振ふり返かえす。

「あ[image: ][image: ]、もう本当に疲れたわね。飛ひ空くう挺ていの上から魔法を使うことなんてないから、精神を集中させるのが大変よ」

「あたしだって、他人を乗せてこんなに長いあいだ飛ぶのは滅めつ多たにないんだから、疲れてるんだけど？」

「あぁ、そうだなぁ。ま、ユウキはいいじゃん」

「なんでわたしはいいのよ!?　一人のときより弓矢攻撃に気を遣わなきゃならないんだし。差別しないでよ！」

「あ[image: ][image: ]、わかったわかった。お疲れ様！」

　ケイが頭を下げると、ユウキはふんぞり返った。

「わかればいいのよ、わかれば」

　リィリィがくすくすと笑っている。そこへエリュシオーネとヴィータが合流し、やがてナーガとライバッハ、ハリガンや残りの魔女たちも集まってきた。




「どうやら撃げき退たいした……と思っていいのか？」

　とハリガンが尋ねると、ナーガは腕組みして前方を睨にらんだ。

「いいだろうな。つまり俺おれたちは、三度、カサンドラ王国軍に勝ったことになる」

「ひゃっほ──っっ」

　魔女たちは歓かん声せいを上げ、腕を突き上げたり足を踏み鳴らしたり跳とび上がったりする。

「しかし、思ったよりも呆あつ気けなかったのう」

　とヴィータが感心した顔で言うと、アイスが、そうですね、と続いた。

「少なくとも砦とりでに籠ろう城じようして戦うことになるのかなと思っていたのですけど、砦の遙はるか手前で撃退してしまうだなんて」

「まったくじゃな。ぬしはどれほど戦いくさ上じよう手ずなのじゃ」

　ナーガは、いやいや、と手を振った。

「べつに俺が戦上手だとか、そういうことじゃないんだよ。俺たちとカサンドラ王国軍の戦には、もう大きな流れができているからな。その流れに棹さおさしていればいいんだ」

「そういうものかのう」

　ヴィータはまだ納得できない様子だが、ナーガはこともなげに言った。

「たとえば、前回、前々回の戦を経験している敵兵は、おまえたちから攻撃されただけで負け戦の記憶が蘇よみがえってくる。そういう兵士はすぐに逃げ腰になる。そういう兵を多数抱えている部隊は脆もろくなる。だから、前回、前々回と同じような攻撃であっても、いや、同じような攻撃だからこそ絶ぜつ大だいな効果を発揮するんだ。実際の被害はそれほどでもないのに、浮き足立ち、踏ん張れない。そこを畳たたみかけてやれば、陣は崩れ、兵は惑乱わくらんする」

「そう説明されればなるほどと思うが、口で言うほど簡単なことではあるまい。だいいち、その流れを見極めることからして吾われらには無理な話じゃ。ぬしが戦上手であることに変わりはないと思うがの。それとも、これは戦慣れしておらぬ吾ら魔女だけの感覚か？」

　首を捻ひねりながらヴィータはライバッハを見やった。

「どうなのじゃ、ライバッハよ」

「いやぁ、俺おれもナーガ様は戦いくさ上じよう手ずだと思いますぜ。さっき触れていた流れを見るってのもそうですし、機きを見るに敏びんというか、ここぞというときの的確な指示なんかはカサンドラ王国の将軍なんかが束たばになってかかっても敵かなわないんじゃないですかね」

「ヴィータもライバッハも、俺を誉ほめても何も出ないぞ。今のところはな」

「今のところ、とは、どういう意味だ？」

　と横からハリガンが訊きいてきた。

「そのうち、きちんと論ろん功こう行こう賞しようをしなくちゃならなくなるだろうな、という意味だ。もっとも、今以上に人数が増えたらという条件付きだが」

「おう、そうか」

「ま、それはあとの話だ。いま俺たちがすべきことは」

「わかってるよ、ナーガさん！」

　ケイが、ぐっと親指を上に向けて応えた。

「祝しゆく勝しようの宴うたげを張ることだよね！」

「違うわ！」

「あれぇ？　違ったぁ？　今回は祝勝会、しないの？」

「いや、するけどな。まだ早いって言ってるんだよ。本当に敵が退たい却きやくしたのか、もうこちらを攻撃する意思をなくしたのか、祝勝の宴は、それを確認してからだ」

「あ[image: ][image: ]、そうか。そうだよね」

　ケイが照れくさそうに頭を掻かくと、にっこりと微笑ほほえんだアイスが口を挟んできた。

「ケイちゃんの頭の中は年がら年中祝勝会だから仕方がないわね」

「アイス、酷ひどっっ！」

　魔女のあいだから、どっと笑い声が上がった。エインの砦とりでを守ったという安あん堵ど感かんと高こう揚よう感かんに、誰だれの顔も輝いている。

「じゃあ、ユウキ、ご苦労だが物見を頼むわ。敵は混乱していて反撃どころじゃないとは思うが、注意して飛んでくれよ」

「言われなくてもわかってるってば。じゃ、行ってくるから」

　呪じゆ文もんを唱となえたユウキが飛ひ空くう挺ていに跳とび乗ると、彼女の周囲で風が渦うず巻まき、飛空挺はふわりと浮き上がった。

　ユウキを乗せた飛空挺は急上昇すると上空で一旦停止したが、すぐに滑かつ空くうを開始して、あっという間に皆の視界から消えていった。

「セレナ」

　魔女の中でも年若の少女が進み出てきた。

「天てん眼げんで周りの様子を確認して歩いてくれないか」

「わかりました」

「ケイとノノエル、クゥで、セレナの護ご衛えい」

「了解～」

「はいです」

「やる」

「よし、残りの者で倒れている敵兵の様子を確認して回るぞ。怪け我がをしている者がいたら、手当てをしておいてやろう。手足の骨折くらいなら、添え木をしてやればなんとかなるだろう。あとで怪我人の回収班が来るだろうからな」

「了解です」

　動き出そうとする魔女たちに、ナーガが声をかける。

「ああ、それとな、気を失っている兵は、起こしてから手当をするように。魔女が手当をしたんだということをわからせる必要がある。これは大事なことだぞ」

　魔女たちは了解の意を返して、予あらかじめ決めてあった班ごとに分かれ、倒れているカサンドラ王国軍の兵士の様子を確認するために散っていった。

「ありがとうございます、ナーガ様」

　彼の隣に控えていたライバッハが、小声で礼を言った。

「気にするな。これは、魔女の評価を覆くつがえし、魔女の評判を高めるために必要なことなんだからな。おまえの元同どう僚りように気を遣っているわけじゃねえ」

　そう言って手を振るナーガに、ライバッハは軽く頭を下げた。

「そうかもしれませんが、それでも、ありがとうございますと言わせてくださいや」

「言いたいなら止めないけどな」

　と笑ったナーガは、その場に残っているハリガンとヴィータに顔を向ける。

「カサンドラ王国が次にどんな手を打とうとするか、それが問題だ」

「改めて砦とりで攻略の兵を起こすかな？」

　とハリガンが訊きくと。

「もうその余力はないと思うがな。ただ、自国だけで無理となると他国の力を借りようとするかもしれない。その辺、どうなんだ？」

　ナーガは、ハリガン、ヴィータ、ライバッハの顔を順繰りに見やった。

「どうだろう。可能性としては低いと思うのだが」

　と応えたハリガンはライバッハに顔を向ける。

「さようじゃな。これまでの経けい緯いを思えば、カサンドラ王国が他の国に救きゆう援えんを求めるとは考え難にくいが」

　と言って、ヴィータもライバッハに視線を向けた。

　ナーガもライバッハに目を向けてきた。

　三人の視線の圧力を感じて、ライバッハは思わず頭を引く。

（この三人に見つめられると、凄すごい重じゆう圧あつ感かんだわ）

「どうなんだ、ライバッハ？」

「そ、そうですねえ。カサンドラ王国の国王としては、他国の力を借りることはできれば避けたいと思う……と思いますがね」

「そうか。だとすると少し時間は稼げたか。今のうちに建国の準備を進め、同時にカサンドラ王国の内情を探っておくとするか」

「以前に言っていた潜せん入にゆう調ちよう査さか」

　とハリガンが訊きくと、ナーガは、そうだ、と頷うなずいた。

「やはりカサンドラ王国の現状を把握しておく必要がある。そうすれば、奴やつらが次に打つ手を読み易やすくなるからな。ただ、そうだな、潜入調査隊は少し規き模ぼを大きくしたほうがいいかもしれない」

「何か考えがあるのか？」

「いちおうな。ま、それはもう少し先の話だ。その前にやらなきゃならないことがある」

「ん？　なんだ？」

「おいおい、さっきケイが言ってたじゃないか。せっかく王国軍を撃げき退たいしたんだ、祝しゆく勝しようの宴うたげをしないでどうするんだ」

「そうか。そうだな。しかし、ここのところ祝勝の宴ばかりしている気がするな」

「贅ぜい沢たくを言うな、ハリガン。それは吾われらが勝っている、勝ち続けているという証あかしなのじゃから、喜ぶべきところじゃろう？」

「それは……ヴィータの言うとおりだが、ただ、勝ち慣れていないので戸と惑まどうというか、なんというか」

「情けないのう。ぬしのところのケイを見習ったらどうじゃ」

「いや、吾があいつを見習っては吾わが一族の破は滅めつ、そう遠くない」

「酷ひどい言われようじゃのう」

「では、おぬしはエリュシオーネが何か献けん策さくしてきたら採り上げるのか？」

「検けん討とうするまでもなく却下じゃ」

　ハリガンは呆あきれた顔になる。

「どちらが酷いことを言っているんだか」

「まぁいいじゃないか。今日のところは素直に勝利を祝おうぜ」

　そうナーガが笑いかけると、二人の長おさは大きく頷いた。

「異論はないがな」

「同意じゃの」
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　やがて、ユウキやセレナの戻りを待っていたナーガたちの周りに、負傷兵の手当を終えた魔女たちが続々と集まってきた。アイスによると重傷者が何人かいて、彼らを放置しておくと、回収班が来る前に死んでしまうかもしれないらしい。

「仕方がない。荷に車ぐるまに載せて、いったん砦とりでまで連れ帰り、そこでしっかりした手当をしてやるか。解放するのは手当をしたあとだな」

「わかりました。すぐに手配をしてきます」

　アイスと入れ替わるように、セレナ、ケイ、ノノエル、クゥが戻ってきた。

「周囲には敵てき影えいはありませんでした」

「疲れているところをご苦労だったな、セレナ」

　ナーガが労ねぎらうと、セレナはふるふると首を左右に振って応えた。

「あ、いえ、大したことはありません。大丈夫です」

　ケイが、あたしもあたしも、というふうに自分を指さしている。

「そうだな、ケイとノノエルとクゥもご苦労だったな」

「なんか、おざなりだねっ」

「おざなりだと思うです」

「言葉が軽い」

　三人に責められ、ナーガは苦笑を浮かべる。

「そんなことないぞ。心の底から労っている」

「本当かなぁ」

　ケイはジト目になって頭を引いた。

「それより。敵が引ひき揚あげたのなら、いよいよケイのお待ちかね、祝しゆく勝しようの宴うたげだ」

「いや？　みんな待っているよね？　あたしだけが待っているわけじゃないよね？」

「まぁ、そういうことにしておこうか」

「ナーガさん酷ひどっ」

　ケイは仰のけ反ぞり、ノノエルやセレナがくすくすと笑った。




　やがてユウキの飛ひ空くう挺ていが戻り、敵部隊がごく少数の見張りだけを残して王都へ退たい却きやくしていったことが知れると、魔女たちのあいだからはいっそう大きな歓かん声せいが上がった。

「よぉし、これでケイがお待ちかねの祝勝の宴を始められる。みんな砦まで戻るぞ！」

「お──っっ！」

　魔女たちは盛大な勝かち鬨どきを上げたが、一人ケイだけは、

「だ～か～ら～。あたしだけが待ってるみたいに言うな[image: ][image: ]」

　と不満顔を隠さなかった。
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　念のため、見張りとしてイクシーヌとセレナ、エリュシオーネをその場に残し、ナーガたちはエインの砦とりでに引ひき揚あげた。

　もし敵部隊が再び南下してきても、セレナの天てん眼げんでいち早く察知できるというわけだ。イクシーヌは乗馬の腕が魔女の中でも一、二を争うし、エリュシオーネがいれば緊急事じ態たいが発生しても即座に砦まで戻ってこられる。そこでナーガは、セレナに二人を付けた。




　砦へ戻った魔女たちは葡ぶ萄どう酒しゆと簡単な摘つまみを用意して祝しゆく勝しよう会を催すのだった。
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　砦にある酒は少なく──まだ占せん拠きよして間もないから、それほど多くを運び込めていない──皆が強したたかに酔うことはなかった。アイスの酒量もほどほどに抑えられたので、ナーガとしては一安心だ。

　魔女たちは賑にぎやかに飲んで食べて歌って踊った。

　酔っ払うほど飲んではいないので、今回は脱いで踊る者は現れなかった。

　ナーガは居きよ住じゆう棟とうの板いた敷じきの広ひろ間まの片かた隅すみに腰を下ろし、葡萄酒を舐なめ、摘まみを口に運びながら、踊る魔女を眺ながめていた。

　彼の隣にはライバッハがいる。

　魔女たちはいつもの衣い装しよう──極限まで小さくて薄い──で踊っている。踊りに加わらずに笛や太たい鼓こを鳴らしている魔女もいるが、彼女たちも極ごく小しよう極ごく薄うすの衣装であることに変わりはない。




「相変わらず、凄すさまじい光景ですなぁ」

　とライバッハが小声で言った。

「旅の一座の踊り子よりも際きわどい衣装じゃないすか。あんなんで飛んだり跳ねたり、よくできますな」

「まぁ、あいつらにとったら、あれがふつう……いや……ん？」

　ナーガがライバッハのほうに顔を向けた。

「今なんて言った!?」

「は？　いえ、だから、際どい衣装だなあって……」

「その前」

「えっと……旅の一座の踊り子より際どい衣装？」

「それだ！」

「は？　何がそれなんですかい？」

　怪け訝げんそうな顔で問うたライバッハに答えず、ナーガは顔を戻して熱心に踊る魔女たちを見つめるのだった。

「なんじゃ、ずいぶんと熱心に見入っておるのう」

　酒しゆ盃はいを手にしたヴィータが軽い足取りで近づいてきた。その横には、やはり酒盃を手にしたハリガンがいる。

（相変わらず、並び立つと親子にしか見えないな、この二人）

　という感想は二人には絶対に悟られてはならない。

　ナーガは素そ知しらぬ顔で、

「まぁな。ちょっと思いついたことがあってな」

　と応えた。

「脱がんぞ？　いくらナーガが熱心に見つめても、吾われらはもう脱がんからな？」

「誰だれも脱げとは言ってないだろ、ハリガン」

「口では言わずとも、おぬしの目が、脱げばいいのに！　と言っておるわ」

「そんなこと言ってないわ！」

「では、何を言うておる？」

「おまえたちの衣い装しよう、旅の踊り子よりも際きわどいってライバッハに言われてな、それで思いついた」

　顔を巡めぐらせたハリガンとヴィータがぎろりと睨ねめつけたので、ライバッハはふるふると首を横に振る。

「で。何を思いついたんだ？」

　顔を戻したハリガンがナーガに訊きいた。

「情報を集めるために街に潜入する際、旅たび芸げい人にん一いち座ざを装よそおったらいいんじゃないかってな」

「おお？」

「ああ！」

　二人は目を見開いて手を打った。

　ライバッハも意表を衝つかれたという顔でナーガを見やっている。

「最初は隊たい商しようを組んで旅の商人として潜もぐり込こむのがいいかなと思ったんだが、俺おれもおまえたちも客相手に商品の売買なんか、したことないだろ」

「……ないのう」

「最近は金を使ったこともないな」

「かといって、この不ふ穏おんな時期に不穏な場所へただの旅人が集団で訪れるってのも無理があるだろ？」

「たしかに。目的もなしに来るような場所でもないしな」

「だが、遠方から来た旅芸人一座ならどうだ？　この地方のことなんか知らないんだから、一ひと旗はた揚あげに来たと言ってもおかしくはない。おまえたちが踊り子を装うのも無理がない。何しろ若くて美人揃ぞろいの上、こうして踊り子みたいな衣い装しようで踊ってるんだしな。俺おれが見る限り踊りも上う手まいし、笛や太たい鼓こ、弦げん楽がつ器きも上じよう手ずなもんじゃないか」

「さようか。若くて美人揃いか。ナーガは正直者じゃのう」

（母かか様さまが舞い上がったぞ）

（魔法で軽くなれば、舞い上がり易やすくもなるわねぇ）

　ドーラとリィリィが額を寄せて囁ささやき合っていると。

「なんぞ言いたいことがあるのかドーラ？　リィリィ？　あるのなら聞くぞ？」

「なんにもないですよ？」

「全然ないです～」

「まぁ全員が若いかどうかはさておいて」

　とハリガンが言うと、ヴィータが険しい目を向けてきたが、彼女が何か言うより早く、ケイが口を挟んできた。

「若いかどうかっていう話になると、ハリ姉ねえも微妙だもんね？」

　ユウキが、きゃははは、と手を打って笑い、ヴィータも、そうじゃのう、そうじゃのう、と大きく頷うなずいた。

「そこ、笑うな！　納得するな！」

　ハリガンが、びしぃっ、とユウキやヴィータを指さしてツッコむ。

　すると横からアイスが笑いながらしゃしゃり出てきた。

「そうよ、ケイちゃん。姉あね様さまのことを年とし増まだなんて言っちゃ駄目」

　(((うわ、アイスがいちばん酷ひどぃぃぃ)))

　周りにいた魔女が盛大に仰のけ反ぞった。

「ほほう。ケイは吾われのことをそういう目で見ておったのか」

「みみみ見てないよ？　っていうか、あたし、そんなこと全然言ってないんだけど？」

　ケイはガクブルと震えながら腰を引き、ハリガンに向かって両手を振った。

「一度、吾の髪の毛を受けてみるか？」

　ハリガンの豊かな蒼あお黒ぐろの髪の毛がぶわっと持ち上がり、大おお槌づちの形状になる。

「ハリ姉の髪槌を食らったら、内臓が壊れちゃうよ。あたし、皮膚は硬くできても内臓を硬くすることはできないんだから」

「大丈夫だ。おぬしなら耐えられる」

　槌つちの形になったハリガンの髪の毛が、彼女の頭上でぐるぐると回り出す。

「ちょぉぉお、誰だれか助けてぇ！」

「頑張ってね、ケイちゃん」

「元凶が他ひ人と事ごとの言い草っ！」

「頑張れ、ケイっ。負けるな、ケイっ」

「ユウキも応援すんな！」

　ケイは救いを求めて辺りを見回すが。

「なんで目を逸そらすの、レラ!?　ノノ!?　クゥ!?　アルルは帰ろうとすんな！」

（あ[image: ][image: ]、もう、相変わらず一度話が脱だつ線せんすると戻ってこないな、こいつら）

　仕方がないと、ナーガが立ち上がった。

「内うち輪わ揉もめはそのくらいにして、そろそろ建けん設せつ的てきな話を進めようぜ、ハリガン」

「お……おお？」

　ハリガンが我に返り、頭上で回っていた髪の毛が、はらりと垂れ下がった。

「建設的な話とは？」

「だから。カサンドラ王国の内情を探るために王都に潜入しようって話だよ。人員の選択とか、どこを通ってどこから来たことにするとか、どんな踊りを踊るのかとか、いろいろ決めなくちゃならないことが山積してるだろうが。カサンドラ王国の今後の出で方かたが俺おれたちの未来を左右するんだぞ。王都への潜入と調査はとても大事な役目だ。なんとかして敵の内情を探ってこなくちゃならない」

「う……そうだな、わかっている……よ」

「ということで、宴うたげが一段落したら、潜入する旅一座のことを話し合おう」

　ハリガンはため息を吐ついて皆を見回した。

「宴はそろそろお開きにして、その話を始めようか」

　そうですね、とアイスが頷うなずいた。

「今回は、もうお酒の残りも摘つまみの残りも少ないですし」

「じゃのう。カサンドラ王国軍がもう一度攻めてくるかどうかが気になって酒盛りどころではないからの」

（それにしてはふつうに飲んでたな）

「何か言いたいことがあるのか、ナーガ？　あるなら聞くがの？」

「いや、とくにないな」

　ヴィータと視線を合わせないまま否定すると、ナーガは一同を見回した。

「では、このまま作戦会議といくか」

　彼のその言葉で、魔女たちは床しよう几ぎを持ち出してきた。

　ナーガが壁を背にして床几に座り、魔女たちとライバッハが彼を半円形に取り囲むように陣じん取どった。
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「まずライバッハに訊きいておきたいんだが」

　とナーガが口火を切った。

「旅たび芸げい人にん一いち座ざの存在、それほど珍しくないんだな？」

「そうっすね。規き模ぼの大小はありますが、わりと頻繁に来ますよ。踊り子が踊りを見せるだけじゃなくて、軽かる業わざや曲きよ芸くげいを見せたりもしますし、中には弓や剣の腕を見せるなんてのもありますな」

「何か許可とか必要なのか？」

「よほど大がかりな興こう行ぎようを打つなら別ですけど、街角で踊るくらいなら、とくに必要ないと思いますがね」

「青あお空ぞら興こう行ぎようの場合もあるんだな？」

「むしろ、そっちのほうがふつうですわ。大だい天てん幕まくを張って客を入れるなんてのは、規き模ぼの大きな一座にしかできませんや」

　ライバッハの答えにナーガは少しだけ考える素振りを見せたが、すぐに顔を戻した。

「つまり、俺おれたちが旅の一座を組んで、ふらっと街に行って、適当な場所で見物人を集め、踊りを踊ってみせる……というのは有りなんだな？」

「大いに有りだと思いますね。皆さん美人ですから、間違いなく客も集まりますや。いや、お世せ辞じでもなんでもなく」

「そうかそうか。ライバッハ、ぬしはなかなか見所がある男じゃと思っておったが、吾われの目に狂いはなかったようじゃのう」

　ヴィータが機嫌よさそうに笑っている。

（母かか様さま、どんだけ乗せられ易やすいんだ）

　ドーラやリィリィが、げんなりとした顔になった。

「規模としては、どのくらいがいいと思う？」

　とナーガに訊きかれ、ライバッハは小さく唸うなった。

「そうですなぁ。座長をナーガ様がやるとして、踊り子が五、六人に、奏そう者しやが三、四人ってところっすかね。まぁ、踊り子と奏者は、適てき宜ぎ、交代するとして。全部で十人くらいもいれば体てい裁さいは整うんじゃないですか？　四、五人じゃあ規模が小さすぎて、わざわざ遠方から来た一座って設定に説得力がないし、逆に、あまり多すぎると変に目立っちまうかもしれやせんしね」

「なるほど、十人な。人数はそれでいいとして、次は……レラ」

「は、い？　なんです、か？」

「俺たちがどこの一座で、途中、どこを通ってきたかとかを考えてくれないか」

「……そうです、ね。ナーガさんは見た目が異い邦ほう人じんですから中央の大陸から来たことにするのがいいか、と。出身国とか経けい路ろとかは考えておきま、すが。どうやって西さい果はての半島に入ったかというのはどうします、か？」

　ナーガは以前に見せられた周辺の地図を思い出す。

「半島の入り口から入ってくるしかないんだろ。そうかあ、そうするとカサンドラ王国の王都には北から近づかないとならないのか。ちと面倒だな」

「あぁ、それなら、たぶん大丈夫でさぁ」

　というライバッハの声で、皆が一いつ斉せいに彼のほうへ顔を向けた。

「えっと、レラさん、地図ありますかね」

「持ってく、る」




　立ち上がって広ひろ間まから走り出ていったレラは、さして待つほどもなく戻ってきた。

「持ってき、た。これでいいか、な」

　大きめの布に描かれた地図をレラが床の上に広げると、全員が身を乗り出してきた。

「ここ。ここに港町レンスールがあるでしょう？」

　地図の前に進み出て腰を落としたライバッハは、地図上の一点を指で押さえた。

「西の内海を船で渡ってきてレンスールの街に着いたことにすれば、途中の街をすっ飛ばせます。どこを通ってきた？　と訊きかれても誤ご魔ま化かし易やすいですし、レンスールの街からは、シュバイツ川沿いに道が付けられてますから、そちら経けい由ゆで南からカサンドラ王国に近づけるんですわ。古い道で、最近は通る者も少ないから荒れてるとは思いますが」

　ナーガはライバッハの指の動きを目で追っていたが、彼の指がカサンドラ王国の王都で止まると、なるほど、と言って顔を上げた。

「その経けい路ろだと、この砦とりで近くを通ることになるんだな。それはそれで何かのときに便利かもしれない。よし、その設定でいくか」

「ナーガさ、ん。レンスールの街からカサンドラ王国を目指すのはいいとし、て。旅たび芸げい人にん一いち座ざともなると荷に馬ば車しやや野や営えい用の天てん幕まくくらい持っていないと不自然だと思うけどそれはどうする、の？」

「森に戻ったら用意できないか？」

　ナーガがハリガンに顔を向けると。

「天幕ならなんとかなるが、荷馬車は無理だな」

「まぁ、そうか」

「だったら、一度、レンスールの街に行ったらどうです？」

　と言うライバッハの声に、またも全員の視線が彼に集まった。

「レンスールの街で必要な物を調ちよう達たつして、旅の一座の体てい裁さいを整えてから、実際にシュバイツ川沿いを歩いてカサンドラ王国の王都を目指せばいいんじゃないですかね。それなら、万一、途中の様子を訊かれても、実際に歩いているんだから答えられますし」

「おお、それだ！」

　ナーガが手を打つと。

「あ、でも」

「何か問題があるか、レラ？」

「必要な物を調達するにはお金、が」

「あ……ああ、金か」

　ナーガはハリガンとヴィータを交互に見やった。

「えぇと、どうなんだ、ハリガン？　ヴィータ？」

　ハリガンは特大の胸を、ヴィータは平らな胸を、それぞれ思い切り突き出して言った。

「金なぞ、ないな」

「まったくないわえ」

「胸を張って威張られてもなぁ」

　ナーガは、がっくりと肩を落とす。

「あの、姉あね様さま」

「なんだ、アイス？」

「倉庫にある宝ほう飾しよく類るいや小道具を売り払ったらどうですか？　ある程度のお金になると思いますけど？」

「ああ、あれか。しかし、どの程度の価値があるのかわからんぞ。人の世界での物の価値なぞ、誰だれも知らんのだからな。売ってみたら二束三文だったという可能性もある」

「そこまで安物ではないと思いますけど。というより、ここへ持ってきてライバッハさんに見てもらえば、だいたいの価値はわかるのでは？」

「そうっすね。実際に査さ定ていはできませんが、価値のある品かどうかくらいならわかる……かもしれませんや」

「ふむ。そうだな、そうするか。ユウキ、ご苦労だが、レラと一緒に森の砦とりでまで往復して、倉庫の古こ物ぶつの中から価値のありそうな物を選んで運んできてくれんか」

「いいけど、レラを乗せて飛ばなくても、わたし一人で行ったほうが早くない？」

「おぬし一人だと、まったく無価値のガラクタを大量に持ってくる危険があるからな」

　ユウキは思い切り仰のけ反ぞった。

「ハリ姉ねえ、酷ひどっっ」

（言えてるよね）

（言えてるネ言えてるネ）

　ケイやアルルカンがうんうんと頷うなずいたので、ユウキは目を吊つり上あげて二人を睨にらみつける。二人はさっと顔を背けた。

「飛ひ空くう挺ていで運べないような物は、あとでイクシーヌ辺りが馬を走らせて運べばいいだろう。ということで、ユウキとレラ、明日の夜明けと共に森の砦まで飛んでくれ」

「はい姉あねさ、ま」

　レラは素直に頷いたが、ユウキはいかにも不満そうな顔で、

「わたし一人でも大丈夫なのに」

　などと、ぶつぶつ文句を垂れ流した。

「イクシーヌは、あとで交代要員を送って呼び戻そう」

「となると、次は踊り子を装よそおって街に潜入する者を選ばなくちゃならないな」

　とナーガが言うと、真っ先にケイが手を挙げた。

「はいはい、あたし、やるやる」

「ケイがぁ？」

「あれぇ？　ナーガさんのその疑わしそうな目つきにはどんな意味が？」

「いや、おまえが踊っても誰だれ得とくっていうか、そもそも客が集まるのかっていうか」

「酷ひどいこと言われてるっっ！」

「そうじゃな。ケイでは客が呼べんな。仕方がない、吾われが一肌脱ぐとするか」

「ヴィータさんが何を言ってるか全然わかんない！」

「はぁ？　どういう意味じゃ、ケイ？」

「い……いえ、べつに大した意味は……」

「ケイとかヴィータとかノノエルとかでは特とく殊しゆな趣味の客しか集まらんだろう。やはり、ここは吾とかアイスとかクゥ辺りが乗り出さないわけにはいかんだろう？」

　と言って、ハリガンが上体を乗り出した。

「うわぁ、その三人が来ちゃうと対抗できないぃぃ」

　ケイは悔しそうに身を捩よじる。

「というか、わたしもさらっとケイの仲間に入れられていますけどっ？」

　ノノエルが軽く仰のけ反ぞると。

「えぇ？　仲間じゃないつもりだったの、ノノ!?」

「……がっくしです」

　ノノエルは悄しよう然ぜんと肩を落とす。

　どうも触れてはいけない話題に突入してしまったようだ。放置しておくと、またも脱だつ線せんして戻ってこられなくなりそうで、ナーガは急いで話題の軌道修正を図はかった。

「じゃあ、志し願がん者しやを募つのろう。踊り子として潜せん入にゆう調ちよう査さに志願する者、手を挙げてくれ」

「「「「はいはいは──い」」」」

「ユウキ以外、全員かよ！」

「だってさぁ」

「ねえ？」

　魔女たちは互いの顔を見やって、うんうんと頷うなずき合っている。

「人間の街に行ってみたいもん」

　とケイがもう一度、手を挙げた。

「そうじゃのう。吾も久しぶりに人の街を歩いてみたいのう」

「母かか様さまは行ったことがあるんだから、今回はあたしたちに譲ゆずってよ」

　そうリィリィが言うと、ヴィータは、ふふん、と鼻で笑った。

「リィリィは辞退するそうじゃ、ナーガ」

「酷～い。あたしだって行きたいのに～」

「……みんな、そうなのかよ？」

　全員が一いつ斉せいに力強く頷いた。

　ナーガは、はぁ、とため息を吐ついて天を仰あおぐ。

「だったら。不公平にならないように籤くじ引びきで決めるしかないな」

「おっしゃ──」

　ケイが右の拳を振り上げた。

「籤くじ引びきなら自信ある！」

「ふん。ケイ如ごときに負ける吾われではないわ」

　ゆらっとハリガンが立ち上がった。負けじとヴィータも立ち上がる。

「幸運の女神に祝福された吾の引きの強さ、見せてくれるわ」

（そうだったの？）

　とリィリィが隣を見ると、ドーラが首を左右に振った。

（言ってるだけ、言ってるだけ）

「先に断っておくが、ハリガンとヴィータは共に当たり籤を引いても、どちらかは残ってもらうからな」

「なんでだ!?」

「なんじゃとっっ!?」

（こいつらは、もう）

「俺おれがいなくなるんだ、おまえたちのうちのどちらかは、この砦とりでの指し揮きを執とらなきゃならんだろうが」

「……ナーガが残るというのはどうだ？」

　と顔を顰しかめたハリガンが言うと、ヴィータが、おお！　と手を打った。

「それはいい考えじゃな！」

「いいわけあるかっ！　俺が行かないでどうするんだよ！」

「い……いや、ちょっと言ってみただけだ」

「き……気にするな」

「気にするわ！　っていうか、おまえら……遊びに行くんじゃないんだからな？　大事な潜せん入にゆう調ちよう査さなんだからな？」

「じゃ、じゃから、わかっておると。のう、ハリガン」

「お、大わかりだともよ」

　ジト目になったナーガが二人を見つめていると。

「ほ、ほれ、ナーガ、早く籤引きをせんか」

「まぁ、いいんだけどな。じゃあ、ライバッハ、籤を作ってくれ。あと、おまえの参加も既き定ていだからな」

「あっしもですかい？」

「人の社会のことを知ってるのはおまえだけなんだから、おまえが行かないと、持ち込んだ古こ物ぶつ類を売ることもできないだろ」

「ですねぇ」

「まぁ一座の護ご衛えい役だ。王都に入るときは念入りに変装をしたほうがいいだろうがな」

「……そうですな。ええ、わかりました。直接話をすることでもなければ、正体がばれるなんてこともないでしょうよ」

「あとは、役目柄、リンネとリンナも既き定ていだな」

　とナーガが言ったのには理由がある。この二人、魔法を使うと五感が格かく別べつに敏びん感かんになるのだ。つまり聴力を並外れた水準に高めれば、二人は街の通りを歩くだけで住民の噂うわさ話ばなしを拾い集めることができる。

「わぁい」

「そうですよねぇ」

　双子の姉妹は互いの手を取り、躍おどり上がって喜んだ。

「む[image: ][image: ]」

　残りの魔女が羨うらやましそうな、悔しそうな目で姉妹を見た。

「じゃ、いま籤くじを作りますんで、要らない布とかありますか？」

　ぼろ布を受け取ったライバッハは、それを適当な大きさに切り分け、何枚かに印をつけていく。

「じゃあ、踊り子兼奏そう者しやが十人……ってことでいいすかね？」

「ああ、いいぞ。リンネとリンナは別行動で噂を拾い集めてもらうから、それ以外に踊り子を十人ってことだな……いや、待てよ。荷に馬ば車しやが最低でも二台は必要だな。一台はライバッハに操あやつってもらうとして、もう一台はイクシーヌを御ぎよ者しや台だいに座らせないと」

　ナーガの言うとおり、現状、乗馬術に関してはイクシーヌが魔女たちの中では群を抜いている。

「ってことで、イクシーヌも決まりだ。残り九人を籤で選ぶってことだな」

「しまったぁ。もっと馬の練習しておくんだった！」

　とケイは頭を抱えるが、今更あとの祭りである。

「それはそうと、布の裏を覗のぞける魔法なんてものを持った人、いないでしょうね？」

　ライバッハがハリガンに尋ねると、彼女は手を振って否定の意を示した。

「ここにはおらんよ、心配するな」

「じゃ、これを適当に持っていってください」

　ライバッハが切り分けた布きれを床の上に並べると、魔女たちは次々に手を伸ばし、布きれをかっ攫さらっていった。

「当たった！」

「ぎゃぁ。外れだ！」

「やった──」

「うぎゃぁあぁ」

　歓かん声せいやら悲鳴やらが広ひろ間まに交こう錯さくした。

　で、結局、当たり籤を引いたのは。




　ケイ。

　ヴィータ。

　アイス。

　レラ。

　クゥ。

　アルルカン。

　ノノエル。

　リィリィ。

　ドーラ。




　これにイクシーヌが加わって、踊り子兼奏そう者しやが十名。

　さらに別べつ働どう隊たいとしてリンネ、リンナ姉妹。

　そして座長がナーガで用心棒がライバッハという布陣になることが決まった。





　４






「よし、潜せん入にゆう調ちよう査さ団の概要が決まったところで最終確認しておくぞ」

　というナーガの呼びかけで、魔女たちのある者はうきうきと、ある者は渋しぶ々しぶと、ある者は悄しよう然ぜんと肩を落とし、自分の床しよう几ぎに腰を下ろした。

「俺おれたちはライバッハの助言に従い、いったん港町レンスールに行く。そこで旅たび芸げい人にん一いち座ざを装よそおうための準備をした後、カサンドラ王国を目指す。レンスール経けい由ゆにしたのは、船を使って遠方からやってくる商人や旅行者、旅芸人の経由地だからだ。俺のような異い邦ほう人じんがいても目立たない。と同時に、遙はるか東から来たという出自を語ってもそれらしく聞こえるという利点がある」

　ナーガはそこで言葉を切って隣のライバッハに顔を向けた。

「で、いいんだな？」

「ええ、それで大丈夫っす」

「どこから来たか、どんな経けい路ろで辿たどり着ついたのかは、レラに考えてもらう。いいな？」

「わかりまし、た」

　と応えて、レラが軽く右手を挙げる。

「魔女と衝突しているカサンドラ王国にわざわざ？　と思われるかもしれないが、遠方から来たわけで、最近の当地の事情など知らないということで押し通す。で」

　ナーガは床の上の地図を指し示した。

「レンスールからシュバイツ川沿いに戻ってきて、途中からカサンドラ王国方面へと北上するわけだ。エインの砦とりででも一興こう行ぎよう打とうとしたが魔女に追い返された、としておくか。そんな話が兵士の耳に入れば、エインの砦が今どうなっているか訊きかれるかもしれない。訊かれれば、逆に向こうの内情を訊き返すこともできるだろう。訊かれた場合は、座長である俺が応えることにするが、いちおう、みんなレラが考えた出身国やら経由地やらを頭に入れておくこと。いいな？」

「はぁい、頑張って覚えます──」

　魔女たちは各自、手を挙げたり頷うなずいたりして威い勢せいよく応えた。

「次は演目と参加者の再確認だ。踊り子兼奏そう者しやがヴィータ、アイス、ケイ、レラ、クゥ、アルルカン、ノノエル、リィリィ、ドーラ、それからここにはいないがイクシーヌ。噂うわさを集める別べつ働どう隊たいとしてリンネとリンナ。座長が俺おれでライバッハが護ご衛えい兼雑役係だな。基本、演目は踊りになるが、どんな曲を誰だれが演奏して誰が踊るかは、みんなで打ち合わせて決めておいてくれ」

「「「了解で──す」」」

「まぁ演目はあくまで形式、どうせ集まる見物人はおまえたちの肢体しか見てないだろう。おまえたちお得意の際きわどい衣い装しようで壇だん上じように上がれば、それだけで客は満足するさ」

　ナーガがそう言うと、アイスが心外そうな顔で異い議ぎを唱となえた。

「あのう、ナーガさん、べつにわたしたち、際どい衣装を得意としているわけではありませんよ？　薄くて小さい衣装のほうが魔法を使うとき都合がいいという立派な理由があるのです。べつにこれをナーガさんに見せつけようだとか見てほしいだとか、そんなつもりはこれっぽっちもありませんからね？」

　アイスがニッコリと笑うと、ナーガは慌あわてて手を振った。

「ああ、わかってる。もちろんわかってるとも」

「本当にわかってるのかなぁ」

　とケイが疑いの眼まな差ざしを向ける。

「おまえたちがその衣装を着ている理由はおいといてだ、おまえたちのその恰かつ好こうを見れば人間の男は喜ぶのは間違いない。必ず見物人が集まる。大勢の客が集まれば、いろいろと噂うわさ話ばなしもするだろう。まずはレンスールの街で予よ行こう演えん習しゆうをしておこう。できれば、集まった見物人の話を聞いて有益な情報を拾う予行演習もな。それはリンネとリンナの役目だから、頼んだぜ」

　二人は、頑張りま──す、と声を揃そろえて手を挙げた。

　魔法で聴力を上げた二人は百ヤルド先の囁ささやき声でも聞き取れるというから、客の噂話を拾うのには打ってつけだ。

「レンスールの街に入ったら持ち込んだ古こ物ぶつやら宝ほう飾しよく品ひんやらを売って金に換えないといけないわけだが、それはライバッハに任せる。他に交渉のできる奴やつなんかいないからな」

「了解でさぁ。なるべく高く売れるように交渉します」

「とはいえ、倉庫から現物を持ってきてみないと、本当に高く売れる物かどうかはわからないがな」

　ハリガンは肩をすくめてそう言った。

「最悪、売れた範囲で準備を調ととのえるしかないだろうな」

　と応えてから、ナーガはもう一度、居い並ならぶ魔女たちを見回した。

「ここまでで何か質問は？」

　とくに誰だれからも質問は出なかった。

「ああ、言い忘れていたが、レンスールの街への移動中は、いつもの衣い装しようじゃなくて人と同じような恰かつ好こうをしてもらわないと駄目だからな」

「人間の服、重くて厚くて暑いからあまり好きじゃないのヨ」

　と獣けもの耳みみのような髪の毛をひくひくと動かしてアルルカンがぼやく。

「仕方がないだろう。最初からそんな衣装を着ていたら魔女だと疑われるから、我が慢まんしてもらうしかない。なぁ、ライバッハ？」

　ライバッハは、魔女たちを横目で見ながら小さく頷うなずいた。

「そうですな。いつもそんな恰好をしている人の女性はいやしません」

「きっちりと服を着込まなくても、上に何か羽織るだけでもいいから。エリュシオーネの着てる羽織り物マンテラみたいな奴やつとか。あと、髪を染めるとか、顔に顔がん料りようを塗るとか、人の中に紛れる細工もしてもらうからな」

「それも面倒だネ」

「というより、アルルカン、おまえの瞳は大丈夫なのか？　右と左で色が違うようだが」

「あ～、魔力を消せば色は薄れるのでなんとかなるのヨ」

　と言われてもナーガにはよくわからない。彼が首を捻ひねっていると横からハリガンが助け船を出してきた。

「アルルの魔法は特とく殊しゆでな、獣と話すため、ふだんから魔力を身に纏まとっているのだ。吾われらのように魔法を使うために呪じゆ文もんを唱となえたりはせん。常時、魔法を発動していると理解してもらえばわかり易やすいだろう。で、魔力を発動しているときは瞳の色が右と左で違ったりするわけだ」

「なるほど。じゃあ、魔力を消したときは獣と話ができなくなるのか？」

「そういうことだ」

　少し考える素振りを見せたナーガだが、すぐに顔を上げた。

「……踊り子として人前に立つときに獣と話すこともないだろうから、大丈夫か」

「大丈夫だヨ。たぶんネ」

「適当だな」

　気軽な様子のアルルカンを睨にらんだナーガだが、すぐに視線を和やわらげ、ところで、とハリガンやヴィータに顔を向けた。

「この時季、何日も雨に降られるってことはないか？」

「この季節なら、あまり心配しなくてもいいと思うがな」

　ハリガンがそう応えると、小首を傾かしげたヴィータが訊きいてきた。

「道中の心配か？」

「道中の心配もある。道がぬかるんで馬車が立たち往おう生じようなんてことになったら目も当てられないからな。それ以外に、街で踊るときも問題が生じる。何日も雨が降り続くようだと、踊りの興こう行ぎようを打てなくなるだろ」

「そうか。じゃが、ハリガンも言ったように、この時季なら何日も降り続くことはないと思うの。それに、せいぜい小こ糠ぬか雨あめ程度の降りじゃろうから、風さえ強くなければ、踊るくらいならできようぞ。むしろ衣い装しようが雨に濡ぬれて透けたりすれば艶つやっぽさがさらに増すから、客も喜ぶのではないか？」

「おお、そうか、なるほど。それはいいかもしれねえな！」

　ナーガが思わず手を打つと、すかさずヴィータからツッコミが飛んできた。

「ぬしが喜ぶな！」

　間かん髪はつを容いれずに他の魔女からも。

「「「あなたが喜ぶな！」」」

「べ、べつに喜んじゃいねえだろ」

　などと言い訳を繰り広げるナーガを呆あきれた顔で見つめながら、ライバッハは改めて感心した。

（おっかない魔女たち相手に、ああまで自然に振る舞えるってのが凄すげえな。やっぱり異界の人だからか、それとも本物の龍りゆう王おうの遣いだからか。それに、様々な状況を予測して予あらかじめ対策を立てるとか、抜け目ないというか用よう意い周しゆう到とうというか。ともかく只ただ者ものじゃねえわ）

　ライバッハは、ナーガに仕つかえるという自分の選択が誤っていなかったと改めて思った。

「じゃあ、早速、今夜から準備に取りかかるとしよう。カサンドラ王国の出で方かた次第という面もあるが、とりあえず出発予定は三日後としておくか」

　というナーガの言葉で打合せはお開きとなる。

　それから二日間、潜せん入にゆう調ちよう査さ要員になった魔女たちは慌あわただしく準備をしつつ、踊りの練習にも余よ念ねんがなかった。
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　その後、ユウキによる偵てい察さつで、カサンドラ王国軍が再び砦とりで奪だつ回かい部隊を送ってくる様子のないことが確かめられた。砦の周辺には十人単位の部隊が幾つかいたが、それらも一定の距離以内に近づいてこようとしないから、単なる物もの見み部ぶ隊たいだろうと思われる。

　攻められる心配は当面ないと判断したナーガは、予定どおり、旅たび芸げい人にん一いち座ざを装よそおってカサンドラ王国に潜もぐり込こむための作戦を開始することにした。

　まずはレンスールの街まで行き、旅の一座としての体てい裁さいを整え、客を呼んで踊る予よ行こう演えん習しゆうをする。その後、シュバイツ川沿いを歩き、カサンドラ王国方面へと続く街かい道どうまで戻り、王都へ向かって北上することになる。




　密ひそかにエインの砦を抜け出したナーガ一行は目立たぬよう山中を突破してシュバイツ川左岸まで出て、そこから川伝いにレンスールの街を目指すのだった。
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　一方、その頃、西さい果はての半島入り口にある城じよう郭かく都市、グランビスタ──。




　旧教会の大だい聖せい堂どうの一室で、辺へん境きよう管かん区くを束たばねるアイユーブ枢すう機き卿きようは、諜ちよう報ほう活動をしている旧教会の手の者から報告を受けているところだった。

　旧教会で諜報活動に携たずさわる者は「民の声を拾う者」という意味で「民みん拾しゆう者しや」などと呼ばれることが多い。

　その民拾者から報告を受けたアイユーブは、不機嫌そうな顔で眉を顰ひそめた。

「カサンドラ王国軍がまた負けた？」

「はい。エインの砦とりでを奪だつ回かいするため出撃した部隊は、ものの見事に魔女に撃げき退たいされ、王都まで逃げ戻りました」

　アイユーブは吐はき捨てるような口調で言う。

「まったく口ほどにもない。たかだか三十や四十の魔女を相手に敗戦に次ぐ敗戦とは」

（やはりあの国に期待するのは大間違い。八はち八はち旅団を呼び寄せ、諸国の軍も集めておいたのは大正解だ）

　大司教であり枢機卿でもあるアイユーブは魔女の討とう滅めつに殊ことの外ほか熱心だった。

　どれほど熱が入っているかは、自ら志願してこの辺境地域に赴任してきたという一事を以もつてしてもよくわかる。そんなアイユーブにとって、黒い森に巣くう魔女どもは、一いつ刻こくも早く追い払わなくてはならない存在だ。

　魔女は神の子である人の敵であり、神の王国の破壊者である。この地域に魔女の存在は許さない。いや、この世界のどこにも魔女の存在を許さない。それがアイユーブの信念だった。だから彼の論理では、魔女に負けるような国は神の恩おん寵ちようを受ける資格がない。

（もはやあの国にはなんの期待もできない。多少なりとも魔女の戦力を削けずってくれれば、それでよしとしなくては）

「で？」

　跪ひざまずいて頭こうべを垂れたまま報告する男の頭頂部に視線を落としたアイユーブが訊きいた。

「カサンドラ王国軍は、どうしています？　まさか魔女と戦って壊滅してしまったのではないでしょう？」

「いえ、人的な被害の程度はそれほど大きくないようです」

「ならば、新たな部隊を編へん制せいして、もう一度、出撃してもらわねば」

「それが……」

「ん？　どうかしましたか？」

「どうもカサンドラ王国軍、籠ろう城じようの準備をしているように見受けられるのです」

　アイユーブの顔に怪け訝げんそうな色が浮かぶ。

「籠ろう城じよう？　魔女が攻め寄せてきたと？」

「いえ、魔女はエインの砦とりでから動いてはおりません」

「なのに、カサンドラ王国軍は籠城しようとしている？」

「そのように見受けられました」

（どういうつもりだ、カサンドラ王国の連中）

　舌打ちしたい気分を抑え、アイユーブは民みん拾しゆう者しやの男に重ねて訊きいた。

「魔女を相手に籠城戦を？　人的被害はなかったのでは？　王国軍はそれほど弱体化しているのですか？」

「たしかにカサンドラ王国軍、弱体化しておりますが、今回の動きは魔女相手に籠城しようというものとは少し違うように思えます。王都の南側への備えは、それほど厚くなっていないのです」

（……どういうことだ？）

　アイユーブは怪け訝げんそうな顔になり、報告の意味を考える。

（ならば、奴やつらは誰だれを相手に籠城しようとしている？　魔女以外の敵がどこにいると……まさか！）

　アイユーブは、その可能性に気がついて唖あ然ぜんとした。

「まさか。まさか連中は、我々が集めた魔女討とう伐ばつ軍ぐんに対して籠城しようとしているのではないでしょうね？」

　アイユーブの問いかけとも独り言とも取れる言葉に、民拾者は否いなとも応とも答えない。これ以上を言えば、推測に推測を重ねることになる。それは彼の仕事ではない。

「確たることは言えませんが、カサンドラ王国が籠城の準備を進めているのは確実です。どこの何者を相手に想定しているのかはわかりかねます。ですが魔女を相手にしているにしては、前述のとおり、不ふ審しんな点がございます」

　と事実を述べるに止とどめ、そこから先、推測と結論はアイユーブに任せることにした。

　アイユーブの顔が、あくまで穏やかな神の僕しもべの顔から、敵を滅絶させる神の戦士が見せる憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうへ変化した。彼は、カサンドラ王国が籠城の姿勢を見せている蓋がい然ぜん性せいの高い理由をそれしか思いつかなかった。

「魔女でなければ、想定する相手は魔女討伐軍しかいまい。いったい何を考えているのだ、あの国王は……いや」

（そういえば、カサンドラ王国では国王が病で倒れ、甥おいのグィスカルに権力を委い譲じようしたという報告が上がってきていたな。つまり、これはグィスカルのやったことか？　しかし、国王であろうとグィスカルであろうと、やっているのが支し離り滅めつ裂れつなのは同じだ。どうして魔女相手に戦わず、魔女討伐軍を相手に籠城しようとする？）

　正当な持ち主である自分が王位に即つくことを切せつ願がんしてきたグィスカル新将軍にとって、何よりも王国が大事──ときには神の意志よりも──ということだが、神の熱心な信しん奉ぽう者しやであるアイユーブには、グィスカルの即そく物ぶつ的てきな思考、価か値ち観かんは理解の外だった。

　アイユーブは元の穏やかな顔に戻り、穏やかな声で民みん拾しゆう者しやの男に呼びかけた。

「引き続きカサンドラ王国の動きを調しらべてください。神の御み心こころのために」

「神の御心のために」

　民拾者は低てい頭とうした後、静かにゆっくりと立ち上がり、もう一度、深々と頭を下げた後、身を翻ひるがえした。

　その後ろ姿が部屋の出入り口から外に消えるのを見送ると、アイユーブは隣りん室しつに控えている司し祭さいを呼ぶ。

「なんでございましょう、アイユーブ様」

「早さつ急きゆうに相談したいことができました。すぐに八はち八はち旅団長、ジュエルジュード殿を連れてきてください」

　若い司祭は一礼すると、足早に部屋を退出していった。
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「お呼びですかな、アイユーブ殿」

　見上げるような巨漢が、のっそりとアイユーブの執しつ務む室しつに入ってきた。

　兜かぶとこそ被っていないが、金属製の鎧よろいや籠こ手て、ごつい長靴で全身を固め、もはや臨りん戦せん態たい勢せいといった趣おもむきだ。

「ご苦労様です。出撃の準備のほうは如何いかがですかな？」

　アイユーブはまずは当たり障りのない様子伺いから入る。

「あまり上う手まくありませんな」

　答えるジュエルジュードは顰しかめっ面だ。

「各国の寄せ集め部隊ですから、どうしても準備に時間がかかります。共同作戦を執とるとなれば、それなりの訓練もしなくてはなりません。伝でん令れいの走らせ方、進退の合図、陣の構かまえ方、魔女の攻撃法。少なくともそれらを共通認識としておかなくては、いざというときに混乱を来きたしますので」

　そこで言葉を切ったジュエルジュードは、珍しく小さなため息を吐ついた。

「まったく面倒で困る。吾われら八八旅団だけで作戦行動を始めたほうが、何倍も早く何倍も楽なのですがな」

　アイユーブは冷静な顔で、むしろ冷れい徹てつな顔で静かに頷うなずいた。

「それはわかっています。ですが、これは見せしめなのです。神の意志に逆らう魔女どもは徹てつ底てい的てきに討とう滅めつされなくてはならない存在だということを、そして事実、徹底的に、完かん膚ぷなきまでに討滅されたのだということを世せ間けんに、世界に知らしめる必要があります。それにはこの地域の国々の参加が必要なのです」

「まぁ、仰おつしやることはわかりますがね。で、わたしを呼んだのは出撃準備の進しん捗ちよく状況を確認するためですかな？」

「いえ、それは毎日、報告を受けていますので、わざわざあなたに来ていただくものではありません」

（だったら、このくそ忙しいときになんだ？）

　と思わないでもないジュエルジュードだが、用もないのにアイユーブが自分を呼ぶわけがない。出撃準備に忙ぼう殺さつされている自分を呼び寄せたということは、それなりに重要な話があるのだろうと思い直し、彼は話の続きを待った。

「カサンドラ王国が少しおかしな動きを見せておりましてね」

「おかしな動き？」

　アイユーブの言葉の意味がわからず首を捻ひねるジュエルジュードに対して、枢すう機き卿きようは手短に早口で状況説明を行った。




　説明を聞き終えたジュエルジュードは、やはりもう一度、首を捻った。

「カサンドラ王国が籠ろう城じようの動きを？　しかも魔女相手でなく？　意味がわかりませんが」

「わたしにもわかりませんよ」

　と応えて、アイユーブは小さく肩をすくめてみせた。

「ですが」

　アイユーブは執務机の上に広げた地図に視線を向け、そちらに手を伸ばした。

「現状ではカサンドラ王国の周辺に戦力というものは二つしか存在していません。一つは言うまでもなく魔女ですが」

　アイユーブの人差し指の指先がエインの砦とりで付近をとんとんと叩たたく。

「まさか！」

　ジュエルジュードが目を見開いてアイユーブの顔を見た。

「ええ、そうです。魔女と、その魔女を討つために集まった魔女討とう伐ばつ軍ぐんの二つしか」

「え。いや……ちょ、ちょっと待ってください」

　ジュエルジュードは太くてごつい右手の指で自分のこめかみを揉もんだ。

「カサンドラ王国軍が吾われらに対して籠城しようとしていると仰おつしやるのですか!?　どうして奴やつらがそんな真ま似ねをする必要があるのです!?」

　アイユーブはわざとらしく首を左右に振った。

「わかりません。さっぱりわかりません」

「……魔女に対しての籠城ではないという推定の根拠は？」

「南側、つまりエインの砦や黒い森のある方向ですが、そちらに対する備えよりも、北に対する備えを厚くしているようなのです」

「北に……。その報告、どの程度の信しん憑ぴよう性せいがありますかな？」

「教会の民みん拾しゆう者しやを使っておりますのでね」

（教会の民拾者、か。ならば出で鱈たら目めや見間違いということはあるまい）

　旧教会お抱えの戦闘集団、「旅団」の旅団長であるが故に、ジュエルジュードも民拾者を使ったことは何度もある。彼らの仕事ぶりに信頼の置けることはよく知っている。

（ということは、カサンドラ王国の連中、本当に我々を相手に籠ろう城じようするつもりなのか？　どうしてそうなるんだ？）

　現世の利益が最優先されるグィスカルの即そく物ぶつ的てきな思考や価か値ち観かん、動機付けは、アイユーブ同様、神の戦士であるジュエルジュードにも想像の範囲外だった。

「……ふぅむ」

　ジュエルジュードは低く呻うめくように言った。

「理由はともかく、連中が我ら相手に籠城する気でいるのなら……魔女の討とう滅めつに差さし障さわりが出ますな。砦とりでに向かったあと、後方でちょろちょろと動かれては、集まった部隊に動どう揺ようが出るやもしれません。それ以前に、兵ひよう糧ろうの問題があります。カサンドラ王国が兵糧の供きよう出しゆつを拒こばむのなら、ここから運ばないとなりませんが、我々だけならともかく、三千五百もの大部隊を養うだけの兵糧を運ぶとなると大変な労力が必要になります。どうするおつもりです？」

　アイユーブは鋭い目つきでジュエルジュードを見やった。

「まずは使者を送って、奴やつらの真意を問い質ただしますが」

　ジュエルジュードは目に皮肉の色を湛たたえて訊きいた。

「正直に答えますかな？」

（というより、正直に答えるはずがない）

　教会の戦士であるジュエルジュードは外交的駆け引きなど必要としてはいないが、世俗権力者は往々にして使うことがある。王侯貴族の誤ご魔ま化かしや糊こ塗と、言い逃れに振り回されたことが何度もあるから、彼は権力者の不ふ誠せい実じつさを身を以もつて知っている。

　しかし、アイユーブには彼の皮肉は通じなかったようだ。枢すう機き卿きようは難しい顔になって、重々しい口調で応じた。

「なんとも言えませんね。ですが、返答次第では、こちらも強きよう硬こう手段を考えなくてはならないでしょう」

　ジュエルジュードはまたもや大きく目を見開いて相手の顔に視線を向けた。

「アイユーブ殿、まさか!?」

「魔女を攻める気もなく、どころか魔女を攻めようとする我々の邪魔をするのであれば、それはもはや魔女の味方です。即すなわち、神の敵だ」

　アイユーブは瞳に妖あやしい光を湛えてジュエルジュードを見つめ返す。

「神の敵は討滅されねばなりません。魔女であろうが、人であろうが。そうではありませんか、ジュエルジュード殿？」

「ええ、それは……」

　と曖あい昧まいに頷うなずいたものの、ジュエルジュードは正直、困惑を隠せない。

　たしかに今まで神の敵と戦ってきた。相手は魔女のこともあったが、人が相手の場合のほうが多かった。だから、カサンドラ王国が神の意志に反する道を選ぶのであれば、それを除外することに躊躇ためらいはない。

（だが、どうして今なのだ）

　そこがジュエルジュードには不ふ可か解かいだった。

　魔女に対する大がかりな攻撃が跳ね返され、あまつさえ砦とりでを一つ、奪われた。

　その砦の奪だつ回かいに失敗した。

　魔女は意外なほどの手て強ごわさを見せている。

　加えて、魔女は多くの捕ほ虜りよを解放した。

　見せしめに殺して晒さらすこともなく、鷹おう揚ように、寛かん大だいに、気前よく解放した。

　対魔女戦争は、これまでとは違った様よう相そうを呈ていしてきている。

　ジュエルジュードは、それを実感して、なおさら困惑する。

（そして、カサンドラ王国軍が魔女相手ではない籠ろう城じようの準備を始めただと？　俺おれが率ひきいる八はち八はち旅団が来たこの時機に、どうしてそんな血ち迷まよった真ま似ねをする？　ただの偶然か。それとも人を超ちよう越えつする何者かの意思が介かい在ざいしているのか）

　人を超越する何者か、といえば、すぐに神の存在が連想されるが、ジュエルジュードはその可能性を即座に否定した。

（ときに神も我らに試練を与え給たまうが、このような気まぐれは起こさない。ならばこれは何者かの悪意、策さく謀ぼうの発はつ露ろであり顕けん現げんか。では、その何者とは何者なのだ？　誰だれか、カサンドラ王国の国王や将軍を唆そそのかした人物がいるのだろうか）

　心に浮かんだその疑問も、ジュエルジュードは自ら否定した。

（そんな者がいるはずがない。いたら、アイユーブが気づかないはずがない。カサンドラ王国軍の対応、この男も戸と惑まどっていたようだしな。仮に魔女が唆そそのかしたところで、カサンドラ王国が魔女の言うことを聞くはずもなし。であれば……わからない。どうして魔女がここに来て、これほど積極的な反攻の姿勢を見せているのかもわからない。この二つに何か関連があるのだろうか）

　考え込むジュエルジュードの思考を、アイユーブの言葉が遮さえぎった。

「やっていただけますね、ジュエルジュード殿？」

　ジュエルジュードはゆっくりと顔を上げ、迫力のある声で訊きいた。

「やる、というのは、我らの進軍をカサンドラ王国が阻はばむようなら、強制的にそれを排はい除じよする……という理解でよろしいのですかな？」

「そういう理解でお願いします。抵抗するようであれば、王都を陥おとしてしまってもかまいませんよ。カサンドラ王国の所領の一部を分け与えてもいいと言えば、討とう伐ばつ軍ぐんに兵を出した国々もやる気が出るでしょう」

「それは……そうかもしれませんが」

（さすがにそこまでやってしまっていいのだろうか）

　そんな疑念がジュエルジュードの胸に燻くすぶっているが、今はとにかく出撃準備を急ぐしかないと開き直った。

「カサンドラ王国の出で方かたがどうあれ、出撃の準備は急がせます。ですが、もう少し確かく度どの高い情報がほしいですな。カサンドラ王国だけでなく、魔女の動向も把握しておきたい」

　ジュエルジュードの言葉に、アイユーブは重々しく頷うなずいた。

「わたしの手元で使える諜ちよう報ほう要員のすべてを投入して探らせましょう」

「カサンドラ王国の王都を攻めることまで視野に入れるなら、攻こう城じよう兵へい器きを用意しなくてはなりません。また余計な時間がかかる……」

　ジュエルジュードは渋い表情でそう言ったが、アイユーブはそれほど気にはしていないようだ。

「時間を気にする必要はないでしょう。時間が経てば魔女に援軍が来るわけでも、カサンドラ王国に援軍が来るわけでもありませんからね。最大の問題は兵ひよう糧ろうの運搬と確保ですが、当とう座ざは、ここ、グランビスタの蓄えでなんとかなるでしょう」

（こいつの指摘は正しい。だが、討とう伐ばつ軍ぐんから脱落する国が出る虞おそれはあるぞ）

　と思ったが、今さらそれを言ったところでアイユーブは歯し牙がにもかけないだろう。

（それよりも。どうして今、カサンドラ王国が？　どうして今、魔女が？　単なる偶然が重なっただけなのか、それともこれは必然なのか……）

　無視しようと思えば無視できるほど小さな疑念であり違和感だが、しかし、その小さな疑念、違和感が無性にジュエルジュードを苛いら立だたせた。見えざる何者かの意思が、新たな扉を開こうとしているかのような危き惧ぐすら覚える。

　だが、彼はそれを無理やり頭から追い払った。

（考えていても始まらぬ。神の敵である魔女は討とう滅めつされねばならないのだ。そしてそれを為すのは神の戦士たる我ら旅団の務つとめ。何者かの意思、策さく謀ぼうなどというものがあるなら、我らはそれを粉ふん砕さいするのみ！）

　ジュエルジュードは神の戦士の顔に戻り、腹に響く野太い声を上げた。

「では、出撃の準備を急がせます」

「よろしくお願いしますよ」




　ジュエルジュードは部屋を揺るがすような足音を響かせ、アイユーブ枢すう機き卿きようの執しつ務む室しつをあとにした。
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　レンスールはシュバイツ川の河口に開けた港町で、三方を城じよう壁へきに囲まれているが、残りの一方は川に面していて、そこが港になっていた。シュバイツ川の河口は広く、すぐ先は西の内海だから、港には引っ切りなしに外洋船が出入りしている。

　ナーガたちは港の埠ふ頭とうに立って出入りする大型船を見ていた。

　旅たび芸げい人にん一いち座ざの座長がナーガ。雑用兼用心棒がライバッハ。踊り子が、ヴィータ、アイス、ケイ、レラ、クゥ、アルルカン、ノノエル、イクシーヌ、リィリィ、ドーラ。噂うわさを集める別べつ働どう隊たいとしてリンネとリンナ。

　総勢十四人の集団で、そのうち十二人が女子なので華やいだ雰囲気ではある。

　もっとも、今はあまり目立ちたくないから、魔女たちは全員が体を隠す服や羽織り物マンテラを身に纏まとっていた。




　埠頭に横付けされた大型帆船から大量の荷物が下ろされ、船が空からになると、逆に埠頭に積まれていた荷箱が船内に運ばれていく。

　水か主こたちの怒ど声せいや喚かん声せいが辺りに響き。

　積み荷を満まん載さいした馬車が埠頭を行き交い。

　船の入港や出港を報しらせる鐘が鳴り。

　陸揚あげされた魚を狙って海鳥が集まり。

　生なま温ぬるい海風が磯いその香りを運んできて。

　その活気ある港の光景に、ナーガの五感が刺激された。

「どこかで見たような、感じたような、そんな気がする光景だな」

　その呟つぶやきを耳みみ聡ざとく聞きつけたレラが双そう眸ぼうを輝かせて訊きいてきた。

「どこかでというのはナーガさんのいた世界でということです、か？」

　ナーガの世界のことが知りたくて仕方がないという知的欲求を全開にしたレラの様子に、ナーガは苦笑を禁じ得ない。

「まぁ、そうなんだろうな。どこか懐かしい感じがするから、俺おれも以前、こういう港町を見たことがあるんだろう」

「何か思い出しました、か？」

「いや、それがなぁ。漠ばく然ぜんとした懐かしさとか既き視し感かんとかはあるんだが、具体的なこととなると、さっぱりだな」

　伸び上がるようにナーガに迫せまったレラだが、少し残念そうな顔で肩を落とす。

「ははは、おまえがガッカリしなくてもいいんだぜ、レラ。俺自身、たいして気にしちゃいないんだからな」

「べつにあなたのことを気にしているのではなくあなたがいた世界のことを早く知りたいだけです、が」

「あ、そう」

　肩をすくめたナーガは、いかにも異国人ふうのゆったりとした衣い装しように身を包んでいる。自分が着ていた衣装ではなく、ハリガンたちに贈られた衣装でもなく、今回の調査のために用意された中央世界ふうの衣装だった。彼の周りにいる魔女たちも、いつもの露ろ出しゆつの多い衣装ではなく、ナーガ同様、中央世界ふうの衣装に身を包んでいた。そして多くの者が髪を染めたり顔や肌に染せん料りようを塗ったりして変装をしている。

　ライバッハは髪を染めるだけでなく、短く刈っていて、頭ず巾きん付きの羽織り物を羽織り、遮しや光こう帯たいをかけている。もし顔見知りに遭そう遇ぐうしたとしても見破られる虞おそれがないだろうという念の入れ様だ。ライバッハがこれ見よがしに剣を所持しているのは、彼が一座の用心棒を兼ねているという設定だからだ。

　ナーガも髪型を変えていて、肌身離さず持っている刀ではなく、この世界でよく見られる剣を携たずさえていた。砦とりでを陥おとしたときに守備兵に顔を晒さらしていたから、念には念を入れたわけだ。このレンスールの街でエインの砦の守備兵だった者に遭遇する可能性はほとんどないが、カサンドラ王国まで行けば出で遭あう可能性はあるから、その予よ行こう演えん習しゆうという意味合いもある。

「さてと。まずは古こ物ぶつ商に行き、持ってきた小道具や宝ほう飾しよく類るいを売って、馬車やら天てん幕まくやら楽器やらを買い込むか。頼んだぞ、ライバ……じゃなくて、ルーデンス」

「へい、ナガネ座長。なるべく高く売れるように頑張りますわ」

　二人は互いの偽名を呼び合った。ライバッハは過去に彼と会ったことのある者がいるかもしれないし、ナーガの呼び名は「龍りゆう王おう」という意味があるので人目を……いや、この場合は人の耳を引くと言うべきか。潜せん入にゆう調ちよう査さのあいだは偽名を使うことに決めていた。

　魔女たちは人間に名を知られているわけではないので、本名で通すことにしていた。
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　持ってきた小道具や宝飾類は予想以上に高く売れた。すでに一ひと財ざい産さんを成したと言ってもよかった。ライバッハの交渉も上う手まかったのだが、売り物自体に価値があったのだ。

　ナーガが手にした金貨の詰まった袋──銀貨ではなく金貨というのが、売価が高額だったことを示している──を見やって、ヴィータが感心した顔になる。

「ふぅむ、あんなガラクタの類たぐいが、これほど高く売れるとはのう。吾われらも一度、倉庫の中を調しらべてみる必要があるのではないか、ドーラ？」

「ですね、母かか様さま」

「もっとも、高値で売り払ったとしても、金など使い道がないのじゃがな」

「そう言われるとそうですね。倉庫の調査、止やめておきますか？」

「いや、やっておけ。実際に売らんでも、何がどれほどの価値があるかを知っておくのは無駄にはならん。戻ったら倉庫の大掃除をして、めぼしい物を引っ張り出しておけ」

　自分が？　という意を込めてドーラが自らを指さすと。

「貴様とエリューでな」

「うわぁ……」

　倉庫の中に山と積まれた、値打ちがあるのかないのかよくわからない雑ざつ多たな品々を思い浮かべ、ドーラは引ひき攣つった笑みを浮かべた。

「あれを一つ一つ調しらべるのか。考えただけで気が遠くなりそう」

「べつに二人だけでやれとは言うておらん。ぬしらが中心となって、他の娘むすめらに手伝わせればよいのじゃ」

「そういうことでしたら、ええ」

　胸を撫なで下ろすドーラとは対照的に、リィリィが嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「よし。次は買い物だな。その前に、今夜の宿を確保しておくか」

　というナーガの一声で一行は商あきないの店舗が並ぶ通りを離れ、宿屋が建ち並ぶ一角へ向かって、ぞろぞろと移動していった。
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　小道具類が予想以上に高く売れたので、ナーガたちは比較的高級な宿屋を探し、そこに泊まることにした。人数が多いので大部屋を一つと小部屋を二つ確保して部屋に上がる。ナーガとライバッハ、ヴィータとドーラにリィリィという組み合わせで小部屋に入り、ハインドラ一族の魔女たちが大部屋に荷物を運び入れる。

　部屋に落ち着く間まもなく、ナーガは必要な物を買いに行くと言った。

「俺おれとライバッハと、念のためレラにも行ってもらおうと思うが」

　街まち中なかでもし呪じゆ符ふが剥はがれたら、あるいは効果切れになったら、ナーガは会話ができなくなってしまう。そんな事じ態たいを避けるため、レラについてきてもらおうというのである。

「他に誰だれかついてきたい者はいるか？」

　と隣の小部屋に声をかけると、そこで寛くつろいでいた三人は一いつ斉せいに立ち上がった。

「もちろん、行くわえ」

　とヴィータが言うと、ドーラとリィリィも、うんうんと頷うなずく。

「来たって、別に面白いことなどないと思うが？」

「人の街を歩くこと自体が面白いわ。最近は森を出る機会など、とんとなかったからの。娘らは人の街に入ることが初めてじゃ」

「そうか。社会見学ってことか。まぁ、俺もそうなんだがな。見る物聞く物、どれもみな興味深い」

　それからナーガが大部屋に声をかけると、こちらでも皆が行く気満々で立ち上がった。

「留守番は要らないのか？」

　と首を捻ひねるナーガに向かって、アイスが笑いかけた。

「大した荷物はありませんから。貴重品や替えたお金は持っていきますし」

「念のため、我が留守番を用意しておくネ」

「ん？　アルルカンが残るのか？」

　とナーガに訊きかれたアルルカンは、ちっちっちっ、と右の人差し指を左右に振った。

「そうではないヨ。ちょっとその辺の野良に見張りを頼んでおくのヨ」

「野良？　ああ、野良犬か？」

「そう、港町だけあって、ここには野良の犬が多くいるヨ。何匹か呼んで頼んでおけば、人の出入りを見張ってくれるネ。怪しい奴やつがウチらの荷物を持っていこうとしたら、吠ほえてくれるネ」

「平気なのか？」

「あとで餌をあげれば問題ないのヨ」

「じゃあ、それはアルルカンに任せるか」

（しかし、動物と意思の疎そ通つうができるとは、大した魔法だな。いや、こいつだけじゃないけどな、大した魔法を持っているのは）

　むしろ魔女たちは、全員が全員、大した魔法を持っている。なのに、人の軍相手に負け続けてきたというのがナーガには信じられない。

（まぁ、こいつらには戦術とか戦略とかいう発想がなかったから無理もないか）

　宿屋を出たところで、アルルカンは人には聞こえない指笛を吹いて数頭の野良犬を呼び寄せた。

　彼女は集まった犬に向かってしきりに何かを言い聞かせていたが、ナーガには何を言っているのかわからない。アイスやレラに訊いても首を捻っていたから、アルルカンと動物との対話は他の魔女にも理解できていないようだった。

「はい、これで大丈夫だヨ。あとで市いち場ばに寄ってお肉を買ってくれば問題ないネ」

　アルルカンがそう言うと、ナーガが応えるより早く、ヴィータが高たか々だかと右手を挙げた。

「よし、では行くとするかえ！」

「張り切ってやがるな、ヴィータの奴」

「あ～、久しぶりの街なのではしゃいでいるのです。大目に見てやってください」

　とドーラがそっと耳打ちしてきたので、ナーガは苦笑しつつ、気にするなと軽く右手を振った。そうして一行はナーガとライバッハを先頭に、もう一度、商あきないの店が軒を並べる一角へ戻っていった。
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　調ちよう達たつしたのは荷に馬ば車しやが二台と馬車を引く馬、各人が乗る馬、包丁などの調理器具と鍋や釜などの煮に炊たきの道具、そして食器類。予備の衣服や踊りに使う笛や太たい鼓こなどもなんとか調ちよう達たつした。野や営えい用の天てん幕まくも購入した。

　荷物をまとめて荷に馬ば車しやに積み込むと、馬に乗れる者は馬に跨またがり、馬に乗れない（乗りたくない）者は、荷物と一緒に荷馬車に乗る。

　ヴィータは、狭くてかなわんな、と文句を言っていたが、彼女より遙はるかに大柄なドーラが文句も言わずに荷物と荷物の隙すき間まに身を押し込んでいるから、彼女としてもそれ以上の我わが儘ままは言えなかった。

　ハインドラ一族の魔女はナーガの影響で多少なりとも乗馬の訓練はしていたので、アルルカン、リンネ、リンナ以外は馬に跨がった。もっとも、アイス、ケイ、クゥ、ノノエルたちは皆、おっかなびっくりのへっぴり腰だったのだが。

「いや、ちょっと待て、アルルカン」

　馬車に乗り込もうとするアルルカンをナーガが呼び止める。

「何かネ？」

「おまえ、動物と話ができるんじゃなかったか？」

「話というのとはちょっと違うけどもネ、まぁ、意思の疎そ通つうはできるヨ」

「だったら、どうして馬に乗らない？」

「くっくっくっ」

　アルルカンは人を小馬鹿にしたような笑いを浮かべて胸を張った。

「愚かだナ、ナーガさんハ。意思の疎通ができるのと、実際に馬に乗れるのとでは別問題なんだヨ！」

「なんで怒ってるんだよ？　というか、意味がわからないんだが」

「我が速く走れと馬に頼むと、馬から振り落とされるのヨ」

「はあ？」

「我を落とさないように慎重に進めと頼むと、馬はゆっくり歩くしかないのヨ」

「……」

「だから我は、皆に迷惑をかけないように、馬に乗るのを遠えん慮りよしているのだネ！」

「…………」

「あ[image: ][image: ][image: ]、つまり」

　荷馬車の御ぎよ者しや台だいに乗ったイクシーヌが声をかけてきた。

「アルルの乗馬術が下へ手たくそってことなので、それ以上は追つい及きゆうしないであげて」

　アルルカンは獣の耳のような髪型をぴくぴくと動かしながら、憤ふん然ぜんとした顔をイクシーヌに向けた。

「何を言うかネ、イクシーは。下手ではないのヨ？　下手ではなく、馬の挙動が我の乗馬技術の斜め上を行くことがあるというだけでナ？」

「ああ、わかった。そういうことにしておこう、アルルカン。俺おれが悪かった」

「そこでナーガさんに謝られると、もの凄すごく惨みじめな気分になるのだがネ」

　獣けもの耳みみふうのアルルカンの髪が、しんなりと萎しおれた。

「基本、馬に任せていれば歩いてくれるし、走ってくれるんだがな。下へ手たに緊張してると、その緊張が馬に伝わって却かえって言うことを聞かなくなるが」

　乗馬がお手の物のナーガはそんなことを言うが、やはり馬に慣れていない者にとっては彼が言うほど簡単ではない。

「こういうのは慣れだからな。少し経験を積めば操あやつれるようになるさ」

　ライバッハも馬の扱いには慣れたものだから、彼が二台の荷に馬ば車しやの一方の御ぎよ者しや役やくとなり、もう一台は魔女の中でも熱心に乗馬を習っていたイクシーヌが受け持った。

　先頭をナーガが騎きじ乗ようする馬が進み、そのあとに魔女たち──表向きは踊り子であり芸人だ──の乗る馬が続き、その後方からイクシーヌとライバッハが操る荷馬車が二台、ついてくる。そうして宿屋まで戻ってきた一行は、宿の裏うら手てにある馬ば房ぼうへ馬を入れ、馬に水と飼かい葉ばを与えた。その間にアルルカンは、宿の見張りを頼んでいた犬を集めて買ってきた肉を与えていた。
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　馬を切り離した荷馬車を前に、ナーガは思し案あん気げな顔になる。

「さて、細かな物は部屋に運ぶとして、大きな物は馬車に積んでおくしかないな。ライバッハ、ご苦労だが見張り番を頼む」

「わかりました。なに、俺おれは地面の上でだって寝られますんで、気にしないでいいすよ」

「もう一台のほうは……」

　ナーガが思し案あん顔がおになると、戻ってきたアルルカンが手を挙げた。

「あ、見張りは必要ないのヨ。また野良たちに頼んでおいたからネ。みんな餌をもらってやる気満々だから安心して任せて平気なのヨ」

「そうか。なら、任せるか」

　アルルカンが指笛を吹くと──相変わらず音は聞こえなかったが──わらわらと犬たちが集まってきた。

「馬房のほうに近づけるなよ。馬が怯おびえて騒ぎ出すと困る」

「承知しているネ」

　アルルカンは犬たちの前にしゃがみ込んで、しきりに何かを語りかけているが、レラの呪じゆ符ふを以もつてしても彼女が何を伝えようとしているかはわからない。

（いま俺が言ったことを伝えているんだろうがな。大したもんだ）

「では、わたしたちは夕食の支し度たくをしましょうか」

　とアイスが仲間の魔女に呼びかけた。

　少し値の張る宿屋を取ったが、この時代はよほどの高級宿でもない限り自じ炊すいが基本だ。そのために食材を市いち場ばで買ってきたのだ。

「ドーラ、ぬしらも手伝え」

「承知してます、母かか様さま」

「ナーガさんとヴィータさんは、お部屋で休んでいてください」

「そうかえ？　すまんのう」

「お気になさらずに」

　と笑顔で応えたアイスは、内心でこっそり付け加える。

（お年寄りを労いたわるのは若者としては当然の行いです）

「じゃあ、部屋で一いつ服ぷくさせてもらうわ」

「はい、遠えん慮りよなさらずに」




　部屋に戻ったナーガは、寝しん台だいの上に身を横たえて天井を見上げた。

（やれやれ、次から次へと思わぬ展開だな。いちばん思わぬ展開なのが、こんな異世界へ来ちまったってことなんだが）

　ここに来てからのことを思い出し、これからのことを思案しているうちに、ナーガはうとうとしてしまった。

　自分を呼ぶ声で目を覚ますと、部屋の入り口にアイスの顔が覗のぞいた。

「わたしたちの部屋に食事の用意をしましたので、どうぞ」

　ナーガはむくりと身を起こし、アイスに向かって手を挙げた。

「いま行く」
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　ナーガは、パンという食べ物に、まだ慣れていない。

（俺おれが食べていたのは、もっとこう、ふっくらとして食感が柔らかくて甘みのある物だったはずだが……なんだっけなぁ。べつにこれが不ま味ずいっていうわけじゃないが）

　千ち切ぎったパンを口に放り込み、咀そ嚼しやくしながら、ナーガはそんなことを考える。

（パンは別にして、あとのは美う味まいな）

　野菜の酢漬け。野菜と鴨かも肉にくの煮込み。燻くん製せいにした豚肉。海で捕とれたばかりの魚の焼き物などがずらりと卓上に並んだ食事は、味、量とも充分に満足のいくものだった。

（これに米の飯があれば言うことは……）

「そうだよ、米だ！」

　炊きたてご飯の美お味いしさを思い出したナーガが思わず声に出して叫んだので、魔女たちは吃驚びつくりした顔をナーガに向けた。

「いや……この世界には米なんかなさそうだな」

　ナーガは悄しよう然ぜんと肩を落とす。

「なんですか、こめ、とは」

　とアイスが訊きいてきた。

「俺おれのいたところじゃ、それが主食なんだよ。米の飯に加えておかずを食うんだ。それをいま思い出した」

「こめ……こめのめし……。それはどんな食べ物な、の？」

　目を輝かし上体を乗り出しているレラに、ナーガは苦笑してしまう。

「なんていうかな、つまり稲って作物があって、それを刈り取って、脱だつ穀こくして、精せい米まいして、水で研いで、炊いて、炊きあがったら蒸らして食うんだ」

　レラは不ふ思し議ぎそうな顔で首を捻ひねっている。他の魔女もライバッハもレラ同様、怪け訝げんそうな顔だった。

「実物を見ないと、口で説明されてもわからないよな。俺も説明のしようがない」

　苦笑したままナーガは頭を掻かく。

「でも具体的なことを一つ思い出せたのだからそのうちもっと別のことも思い出せるのではな、い？」

　とレラが言った。

「だといいがな。ま、思い出したらおまえにはちゃんと報告するから心配するな」

「期待してい、る」

「まぁ今は米のことはいい。それより早く食べてしまおう。明日の打ち合わせをしておかなきゃならない」

「そうですね。みんな、さっさと食事を済ませて、後片付けよ」

　というアイスの呼びかけで、魔女たちはそれまで咲かせていた無む駄だば話なしを止やめて食事を済ませ、後片付けのために立ち上がった。
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　後片付けを終えた魔女たちが大部屋に戻ってくると、ナーガを中心にして打ち合わせが始まった。

「明日は予定どおり、どこかで予よ行こう演えん習しゆうをしてみよう。せっかく踊り子の衣い装しようも用意したんだしな」

　てんでばらばらの衣装では旅の一座の踊り子っぽく見えないだろうし、魔女の衣装その物を踊り子の衣装とするには少し無理がある。なのでアイスたち踊り子役の魔女は、踊りのための衣装を用意して持参したのだった。

　客を集めるための衣装であるから、いつもの衣装と同様の、限りなく露ろ出しゆつが多くて限りなく薄手の衣装だ。とはいえ魔法を使うことも戦うことも考慮しなくていいので、いつもよりひらひらとした装飾が多く、舞い踊ったときに見物人の目を引く意い匠しようと作りである。

「場所はどうするのじゃ？」

　とヴィータが訊きいてきた。

「港に近い場所で踊れば、水か主こたちが集まってくるんじゃないか？」

「そうじゃな。ただ、連中は忙しそうじゃった。午前中は街まち中なかで踊ったほうがいいのではないか？　朝市に来た客などを引っ張り込めるじゃろう？」

　というヴィータの指摘に、なるほど、とナーガが頷うなずく。

「そうかもな。じゃあ、まずは街中で踊ってみるか。そのときに、リンネとリンナに適当に歩いてもらって、集まってきた見物客の噂うわさ話ばなしを拾ってもらいたい」

「「はい、わかりました」」

「ところでナーガよ。先ほど、ちょっと街を歩いたときに感じたんじゃがな、どうも街が少しばかりざわついているような気がしたのじゃ」

「ざわついている？　活気があるのとは違うのか？」

　ヴィータは少し難しい顔になって考えた。

「……少し違う気がするの」

「具体的には？」

「いや、具体的に気になることがあったわけではないのじゃがな。ただ、何かざわついているというか、浮ついているというか、そんな印象を受けただけでの。とはいえ、吾われも人の街に来たことなどずいぶんと久しぶりじゃから、ただの気のせいかもしれんがの」

（ヴィータがそう言うのなら、何かしら原因があるのかもしれないな）

「そうか。もしヴィータの勘が正しいとすれば、どこかで何か新しい動きがあったのかもしれない。その辺はリンネとリンナが何か拾ってくれるだろうさ。ところで、俺おれにも気になったことがあるんだ。港に縄で縛られた若い男女がいたな。あれは犯罪者か何かか？」

　ヴィータは、違うわ、と吐はき捨てるように応えてきた。

「あれは奴ど隷れいじゃな」

「奴隷……」

「人買いに買われた者じゃよ。どこぞの奴ど隷れい市いちに出されて競きよ売うばいにかけられるのじゃろう」

「人まで売り買いしているのか」

「べつに珍しい光景ではないぞ？　人の世界ではふつうにあることよ」

　ナーガは腕組みして口をへの字に結んだ。

「そうか。そういうことがよくあるのか、この世界では」

「ぬしのいた世界には、なかったのか？」

「いや……どうだっただろうな。少なくとも、あんなに露ろ骨こつな人の売り買いはされていなかったように思うんだが」

「ほう。では、ぬしのいた世界は、ここよりは多少まともだったのかもしれんな」

　そんなやりとりをヴィータとかわすナーガのことを、レラが興きよう味み津しん々しんといった顔で見つめている。

「そうだな。俺がこの世界を統一したら、とりあえず人の売り買いは禁止しよう」

（こ……此こ奴やつ、しれっと言いおる。此奴の頭の中では、この世界の統一がすでに既き定てい路線というわけか？　ほんに何者じゃ、此奴は）

　ヴィータはしげしげとナーガの顔を見つめる。

「ん？　どうかしたか？」

「いや……どうもせんがの」

（この男の正気を疑いたくなる大たい言げん壮そう語ご……とも聞こえるが、本気なんじゃろうのう。そして、この男にはもしかしたら実現できるのではないかと思わせる何かがある。でなくては、吾われもこの男に賭けてみようなどとは思わんがな）

「ふん、楽しみにしておるわ」

「じゃ、話を戻すがな。踊る場所は明日の早朝に少し街まち中なかを歩いて決めよう。ってことで、今夜はなるべく早く寝ることだな。ところで」

　ナーガがアルルカンに顔を向けた。

「あの犬たちに夜通しで見張りを任せてしまっていいのか？」

「問題はないと思うがネ。いちおう念のため、あとで我が覗のぞきに行くヨ」

「そうか。だったら、俺おれも一緒に行くわ」

「ナーガさんがわざわざ来る必要もないのヨ？」

「いちおう、俺は座長だからな、荷に馬ば車しやの様子を見に行くのは当然だ。宿の人間の手前もあるし、他の客の目もある。座長の仕事はしておくさ」

　ふうん、と言ってアルルカンは小首を傾かしげた。少し不ふ思し議ぎそうな表情だ。

「そうかネ？　ナーガさんが来ると言うなら断らないがネ」

「じゃあ、わたしは馬の様子を見に行く」

　とイクシーヌが手を挙げた。

「そうだな。馬はイクシーヌに頼もう」

　ナーガはそう言って顔を戻し、一同を見回した。

「みんなは適当に休んでくれ」

　するとアイスが訊きいてきた。

「ナーガさんこそ、お疲れではありませんか？」

「このくらい、どうってことはない」

「でも、黒い森を全力で走ったときは、ナーガさん、真っ先に音ねを上げましたし」

　うっっ、と呻うめいてナーガは頭を引く。

「あのときは、この世界に来て間まがなかったからな」

「ええぇ？」

　とケイが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ナーガさんの体力がないのは、こっちの世界に慣れたとか慣れないとかの問題じゃないんじゃないの？」

「ケイの言うとおりだな！　だから俺は馬を使っているんだよ！」

「開き直った！」

　魔女たちのあいだから、くすくすと笑いが漏もれる。

　やれやれと首を横に振ったナーガは、気を取り直して魔女たちに呼びかける。

「とりあえず今夜はそんなところか。じゃあ、明日、夜が明けたら行動開始だ」




　打ち合わせを終えたナーガは、アルルカン、イクシーヌを伴って建物の外に出た。
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　ナーガ、イクシーヌ、アルルカンが宿の建物の裏うら手てにある馬ば房ぼうのほうへ歩いていくが、他に人もいないようなので、イクシーヌもアルルカンもいつもの衣い装しように戻っていた。露ろ出しゆつが多い魔女の衣装になると、夜であってもイクシーヌの肌に描かれた文もん様ようが目立つ。

（そういえばイクシーヌの魔法は肌の文様を操あやつるとかなんとか言ってたが、どういうことだろうな？）

　とナーガが思っていると、イクシーヌが声をかけてきた。

「ナーガさん」

「なんだ？」

「ナーガさんは、どうして見ず知らずのわたしたちのために、こんなに一生懸命になってくれるの？」

「見ず知らずじゃないだろ、もう」

「う[image: ][image: ]ん、じゃあ言い直す。見ず知らずだったわたしたちのために、どうしてあんなに一生懸命になってくれたの？」

「一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義を受けたからだ」

「一宿一飯の恩義とじゃ、釣り合いが取れない気がするんだよね。どう考えてもナーガさんが背負ったもののほうが重い。っていうか、重すぎる気がするし」

　ナーガはイクシーヌの問いかけに応えず、空を見上げた。すでに夜の帳とばりが下り、辺りは闇に閉ざされている。魔女は夜目が利くので松たい明まつなど必要ないが、イクシーヌはナーガのために手にした松明で足下を照らしてやっている。空は晴れていて頭上には幾千もの星々が瞬またたいていた。それらはナーガの微かすかな記憶の中にある星々より、ずっと明るく、ずっと数が多いような気がした。

「改めて訊きかれると……どうしてだろうな。俺おれがそこまでおまえたちに肩入れする理由は俺にもよくわからない。ただ、ユウキやライバッハの話を聞いて思ったんだが」

　ナーガは夜空を見上げたまま、淡々と言葉を継ついだ。

「俺がこの世界をまとめれば、ユウキやライバッハの家族のように、不運で非ひ業ごうな死を迎える者が減るんじゃないか……ってな。そういう者が少なくなれば、残されて悲しむ者も少なくなるだろう？　だから俺は、平和な世界を築いてそういう者を少なくしたいんだよ。それが俺の責務だと感じた……のかもな」

「うへぇ」

　イクシーヌが目を見開いてナーガの横顔を見やった。

　アルルカンは、二人の話を聞いているのかいないのか、少し先でしゃがみ込んで、近づいてきた犬の頭を撫なでている。

「なんか壮そう大だいな話になってきた。わたしにはついていけないな」

「そうか？　べつに壮大というほどのものじゃないだろ」

「いやぁどうだろ。わたしたちとは視点が違うというか、視野が違うというか、視し認にん距きよ離りが違うというか」

　ナーガは、ふっ、と笑って顔を戻した。

「まぁいいじゃないか。俺おれが好きでやっているんだ。もっとも俺につき合わせたおかげで、おまえたちにも重たいものを背負わせちまったわけだが」

「ああ、それは気にしないで。わたしたちは気にしてないから。たしかに荷物は重くなったけど、これまでとは違う場所に行けるかもっていう楽しみのほうが大きい……のかな。なんだろう、ナーガさんについていけば、今まで見たことのない景色、世界を見ることができるかも、みたいな？」

「見たことのない世界なぁ」

　ナーガは少し意い地じ悪わるそうな笑みを浮かべて言った。

「もしかすると、そこは地獄かもしれないぞ？」

「あのまま人に追い詰められて滅ぼされるなら、それも地獄だしね」

　イクシーヌは、ナーガに対抗するような爽さわやかな笑顔を向けてきた。

「どうせ地獄なら、新しい地獄を見たほうが楽しそうじゃない？」

「おまえ、面白いことを言うな」

「そうかな？　そうでもないと思うけど。ハリガン姉ねえも、アイスも他のみんなも、似たり寄ったりじゃない？　でなきゃ、ナーガさんと一緒に人と戦おうだなんて思わないって」

「そんなものか？」

「そんなもの、そんなもの。だからナーガさんこそ気にしなくていいの。この先の戦いで、もしわたしたちの誰だれかが死んだとしても、責任を負わなくていいんだからね」

　ナーガは意外そうな顔になってイクシーヌを見つめた。

「おまえ、いい奴やつだな、イクシーヌ」

「えぁああぁ？　そ、そう？　まぁよく言われるけどね」

　イクシーヌは照れくさそうに笑って頭を掻かいた。

「お？　そうなのか」

「言ってるのは主にわたしだけどね」

「自称かよ！」

「いやぁ、他に言ってくれる人がいないから自分で言うしかなくて」

　てへへ、とイクシーヌが照れ笑いを浮かべた。

「じゃあ、俺がもう一度、言ってやるよ。おまえはいい奴だ、イクシーヌ」

「うへへへへ」

　イクシーヌは目め尻じりを下げ、顔を赤くして、嬉うれしそうに笑った。

「おおい、何やってるかネ？　早く行くのヨ」

（ちぇっ、アルルの奴やつめ。せっかくナーガさんといい感じだったのに）

　イクシーヌは内心で舌打ちすると、

「いま行くよー」

　と手を挙げた。

「じゃ、行きますか、ナーガさん」

「ああ。ところでイクシーヌ、おまえの肌の文もん様ようだが、操あやつるって、どういうことだ？」

「あ、そうか。まだナーガさんにわたしの魔法を見せてなかったか」

　イクシーヌは体の向きを変えてナーガに正対すると、肌の文様を指さした。

「早い話が、クゥの革かわ帯おびと同じなんだよね。ほら、こんなふうに動かすの」

　イクシーヌが右腕を真まっ直すぐ伸ばした。

「御み魂たま見たまえ、視みた舞え美み珠たま。障さわりなく、触さわり為なし、騒ぐ無し。質ただし、糾ただし、正ただし」

　ぞわり、とイクシーヌの腕の文様が蠢うごめいた。

　文様は腕の先へと集まり、彼女の腕から文様が消えた。

「行け」

　イクシーヌが腕を振ると、掌てのひらに集まっていた文様が、まるで意思を持った生き物のように地に落ち、そしてナーガの足に絡みついた。












「うわっ!?」

　ナーガは慌あわてて足を振るが、文もん様ようはナーガの筒つつ袴ばかまに張りついたままだ。どころか、少しずつ上ってくる。

「なっなんじゃ、これは!?」

「はい、戻っていいよ」

　というイクシーヌのかけ声に文様はするすると下がっていき、筒袴から離れ、地を這い、イクシーヌの足に絡みつき、今度はイクシーヌの足を這い上っていく。イクシーヌが右腕を太ふと腿ももにつけると、上っていた文様は彼女の腕に移動して、元通りの位置に納まった。

「まぁ、こんなふうに操あやつるわけ。これを絡めて相手の動きを阻そ止ししたりするの。首に巻きついて首を絞めることもできるんだよ」

「そ、そうか。凄すごいんだな」

「一対一ならかなり強いんだけどね。でも、人との戦いくさだと、あまり役に立たないかな」

「そんなことはないんじゃないか？」

「うおい！　二人とも何やっているのかネ!?」

「あぁ、悪い悪い、いま行くから」

　アルルカンに向かって手を振り、イクシーヌが駆け出した。

（やっぱ、こいつら、みんな凄いわ。適材を適所に配してやれば、恐ろしく強い軍ができると思うがな。ただ、それにしても数が足りない。なんとか兵を……人の兵を増やす必要があるな）

　そんなことを思いながら、ナーガはイクシーヌを追いかけて小走りに走った。




　馬車にも荷物にも馬にも異い状じようのないことを見届けると、引き続き見張りを犬たちに任せ、三人は宿の部屋に戻っていった。
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　翌早朝──。




　魔女たちとナーガは急いで支し度たくをして手早く朝食を済ませ、慌ただしく出発の準備を開始する。とはいえ、やるのは青あお空ぞら興こう行ぎようだから大がかりな準備は必要ない。全員が踊り子の衣い装しように着替え、笛や太たい鼓こ、弦げん楽がつ器きなどを用意するくらいで、大して時間はかからない。

　衣装の着替えが済むのを部屋で待っていたナーガとライバッハを、アイスが呼びに来た。

（うお？　アイスのこの恰かつ好こうは！）

　部屋を出たナーガは、そこにいたアイスの出いで立たちに目を丸くする。

　大きく盛り上がった胸を隠すのは申し訳程度の小さな布きれ。腕や腰のひらひらとした装飾。股こ間かんは隠す気があるのかないのかよくわからない細い紐ひものような下帯。露あらわになった肌に染せん料りようで派は手でな文もん様ようを描き。顔には顔がん料りようを塗り。髪には派手な髪飾りを付け。腕には宝石を象ぞう眼がんした銀色に輝く腕うで輪わ。踊り子というに相応ふさわしい露ろ出しゆつであり、派手さであり、色っぽさであった。

「あの……どうかしましたか？」

　とアイスに訊きかれ、まじまじと彼女に見入っていたナーガは我に返った。

「いや……なんというか……凄すさまじいまでに踊り子だな」

「はい？　意味がわかりません」

　首を捻ひねっているアイスに、ナーガが笑いかけた。

「要するに、おまえは恐ろしいまでに色っぽいな、という話だよ」

「えぇぇぇ、そそそ、そうです、か？」

「なあ、ライバッハ？」

「そ、そうですな。これなら金が取れます。というか、本物の踊り子より色っぺ～」

「もう、ライバッハさんたら！」

　照れたアイスに肩を思い切り叩たたかれ、ライバッハは悲鳴を上げてその場に倒れた。

「みんな待ってますので、早く部屋のほうに来てくださいね」

　と言い残し、アイスは廊下を走り去っていった。

（後ろ姿だけ見てると全裸みたいだな。いや、前から見てもほぼ全裸なんだが）

　アイスの揺れるお尻の双そう丘きゆうを見ながら、ナーガはそんなことを思う。

「あ痛たたた」

　肩を押さえ、呻うめきながらライバッハが立ち上がる。

「アイスさんの馬鹿力は本気で危ない。手加減というものを覚えてくれないと下へ手たすりゃ骨折しますぜ」

「さて、じゃ、行くか。他の魔女たちがどんな恰かつ好こうになってるのか興味あるしな」

「あまり露ろ骨こつなことすると殺されますよ？」

　とライバッハが忠告する。

「そうだな。さり気なく観察するか」

「いえ、さり気なく観察って」

　魔女たちのいる大部屋へ歩いていくナーガの背後で、ライバッハは情けない顔になって呟つぶやいた。

「……気持ちは判わかりますけどね」
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　ナーガとライバッハが大部屋に足を踏み入れると、そこは楽園だった。そして天てん女によが群れていた。そして天女は皆、裸同然の恰好だった。

　アイス同様、極薄極小の衣い装しようを身に纏まとい、派は手でな装飾を付け、染せん料りようで肌に文もん様ようを描き、顔に顔がん料りようを塗り、髪を染め、腕うで輪わや足あし輪わを着けている。胸むね覆おおいは着けずに、乳ち房ぶさに染料を塗りたくって頂点を隠している者もいた。ナーガもライバッハも「さり気なく」という気配りなど綺き麗れいさっぱり忘れ、目を見開き、魔女たちの艶つやっぽい出いで立たちに見入っていた。そんな二人のところに、胸と腰に紐ひも（のような衣装）だけを着けたケイが近寄ってきた。

「どう？　似合う？　色っぽい？」

　などとケイはしなを作る。

　ナーガは彼女の全身に視線を走らせた。

（惜しいな。というか、残念だな。とくに胸の辺りが残念だ）

　しかし、そんな正直な感想は言えないので、当たり障りのない答えを返した。

「あ[image: ][image: ]、そうだな、色っぽいな」

「ナーガさんの言葉に、なんか熱意が感じられないんだけどっ!?」

「いや、そんなことはないぞ。アイスやレラやクゥやノノエルやイクシーヌの色っぽさに、俺おれはもうくらくらと目眩めまいがしてる」

「そして自分だけ除のけ者にされてるっっ！」

「ケイちゃん、気を落とさないでね」

「アイスからは上から目線で慰められたっ！」

　がっくりとケイが肩を落とした。

「まぁまぁ」

「大丈夫だよ、ケイ」

　リンネとリンナが慰めると、ケイはジト目になって頭を引いた。

「リンネとリンナは踊り子役じゃないからいいよね～。くびれの少ない子供っぽい体型を晒さらさなくてもいいんだからさ」

「「ケイは貧ひん弱じやくな胸を晒して、ついでに恥も晒せっ！」」

　双子は綺麗に揃そろった声でツッコんだ。

　あははは、と笑うナーガの下もとへヴィータがやって来た。完全につるぺたの体型だから、際きわどい衣装を着けていてもあまり艶っぽさはないが、代わりに何やら特とく殊しゆで妖あやしい雰囲気になっている。付き従うドーラが大柄で巨乳だから、親娘おやこみたいな図式になっている。

「ナーガよ、どうじゃ、吾われらの衣装は？」

「さっきライバッハとも話したんだが、おまえら、本物の踊り子より色っぽいぞ」

「そうじゃろう、そうじゃろう」

（まぁごく一部は除いて、だが）

「ん？　何か言いたいことでもあるのかや？」

「いや、何もないな。じゃ、そろそろ興こう行ぎようを打ちに出かけるか」

「そうじゃな。ほれ、ドーラ、リィリィ、行くぞ」

「はい、母かか様さま」

「みんなも支し度たくはいいかな？」

「いいよ、アイス」

「すぐに出られる」

「よし。じゃあ、ナガネ一座の初興こう行ぎように出かけるぞ」

「「「「は──い！」」」」
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　宿屋裏うら手ての馬ば房ぼう近くに止めておいた馬車に馬を繋ぎ、ナーガが御ぎよ者しや台だいに跳とび乗ると、リンネとリンナが彼に声をかけてきた。

「わたしたちは街を歩いてきまぁす」

「二人とも、頼んだぞ」

　双子はそっと宿屋から離れていった。

「じゃあ、俺おれが御者を」

　と言ってライバッハがナーガの隣に座り、馬の手た綱づなを取る。

「みんな、元気よく歩いてね」

　荷に馬ば車しやの横に立ったアイスが一同を見回して言った。

「わかってる──」

「頑張、る」

「やる」

「やりますです」

　などと各おの々おのは返事をし、手を挙げ、了解の意を示した。

「よし、やってくれ、ライバッハ」

　ナーガの指示でライバッハが手綱を軽く振って馬を歩ませると、荷馬車の車輪がガタゴトと音を立てて回り始めた。




　進み出した馬車の前後左右を、半裸の──というより、ほぼ全裸と言うべきか──踊り子たちが練ねり歩あるいていく。

「は──い、ナガネ一座でございます──」

「これから興行しま──す」

「お時間のある方、ぜひ、見に来てくださいね──」

「踊るよ──。踊りまくっちゃうよ──」

「よ、よろしくお願いしま、す」

　踊り子たちは宣伝員でもあるのだ。道行く人に声をかけ、一座が興行を打つことを告知して呼び込みをする。みな美人で、しかも極薄極小の衣い装しようと呼ぶのも憚はばかられるような際きわどい衣装しか身に着けていないから、道行く人たちの注目度は抜群だ。すぐに何人かの見物客が一行のあとを追いかけてきた。アイスはそれらの熱心な客に声をかけ、興こう行ぎようするのに都合のよさそうな場所を聞き出し、それをナーガに告げた。

「そうか。なら、そこへ行ってみるか」

　と応えたナーガは、見物客のところへ戻っていくアイスの後ろ姿──ほぼ丸出しのお尻の双そう丘きゆうとか──を見ながら感心する。

（あいつは面倒見はいいし、人当たりもいいし、本当によき姉あね貴き分ぶんって感じだな。人ともふつうに会話ができるみたいだし、こういうときも頼りになるわ。酒が入ると恐こわいけどな。しかし）

　ユウキのように人の男を徹てつ底てい的てきに毛嫌いする魔女もいれば、アイスのように平気で人と接する魔女もいる。たいていの魔女は人との接触が苦手のようだが、それはたんに経験がないから、という側面も影響しているのだろう。

（俺おれやライバッハみたいなのといつも顔を合わせて話をしていれば、あいつらも、やがて人に慣れていくだろう。実際、ハリガンのところの魔女はだいぶ慣れてきているからな。この先、人との接触はもっと増えていくんだ、魔女のほうにそれほどの問題はない。問題があるとすれば……人のほうだな）

　ライバッハは割とすんなり魔女の存在を受うけ容いれたが、それは彼がそれほど信しん仰こうに厚くない男だったためで、彼のような者は少数派だ。多くの人間は信仰に凝こり固かたまっていると想像される。そんな者は容よう易いに魔女の存在を認めようとしないだろうし、魔女との共存を受け容れようとしないだろう。

（そちらは一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないな。やはり最初は、無理やりに認めさせるしかないか。まぁ、それはまだ先の話だけどな）

　まずは目の前の難なん事じ──カサンドラ王国との戦い──を乗り越えなくてはならないが、現状、乗り越えるめどは立っていない。ふつうなら目の前の難事に全勢力を傾注しようとして先のことなど考える余裕がなくなるところだが、ナーガは目の前の難事を見み据すえつつ、その先を考えることができる男だった。

　戦術眼と戦略眼が共に優れている、と言い換えてもいい。

　ナーガにとって次の一手とは、十数手先に現れるであろう局面を実現させるための着ちやく手しゆなのだ。

　そしてナーガにとって十数手先に実現したい局面とは、魔女の国の創立だ。

（そのためにはカサンドラ王国をなんとかしないとならない。なんとかする方法を見つけないとならない。それはべつに、戦いくさに勝って討うち滅ほろぼすという選択肢でなくてもいいんだ。さて、どこかで突破口を見つけないとな）

　馬車に揺られながら、ナーガはそんなことを考えていた。




　彼はまだアイユーブが魔女討とう伐ばつ軍ぐんを集めていることを知らない。しかし、それもやがてナーガの知るところとなる。
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　アイスに先導される形で街まち中なかの広場までやってくると、ナーガは馬車を止めさせた。

　馬車から降りて周りを確認すると、まずまず見物人も集まっているようなので、ナーガはアイスに声をかけた。

「よし、一発目の興こう行ぎようはここで打つか。準備を始めよう」

　といっても、やることは楽器を並べる程度で、あとは踊り子が空き地に並べば、それで準備完了だ。

　楽器組はレラ、ノノエル、リィリィ、ヴィータ、アルルカン、踊り子組がアイス、クゥ、イクシーヌ、ケイ、ドーラという組み分けになった。昨夜ゆうべのうちに魔女たちが話し合いで決めておいたのだ。

「残念だな。レラの踊りも見たかったのに」

　笛を手にしたレラにナーガが声をかけると、彼女は小さく顔を歪ゆがめた。

「あの組に入って踊るのはちょっと遠えん慮りよしたかったからよかっ、た」

　レラに言われ、改めてナーガは空き地の中央に陣じん取どった踊り子組の面々を見やった。

　アイス、クゥ、イクシーヌ、ケイ、ドーラ。

　それからナーガは、お囃はや子し組に目を転じる。

　レラ、ノノエル、リィリィ、ヴィータ、アルルカン。

「なるほど。見事に大きい組と貧しい組に分かれたものだな。ただしケイは除く」

　とナーガは呟つぶやいた。

　何が、とは言わない。言わないが、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「あちらに入りたくないというレラの気持ち、なんとなくわかったわ」

　ナーガがそう言うと、レラは肩を落として力なく頷うなずいた。

（踊る気満々だったヴィータがお囃子組に回ったのも、それが理由か？）

　するとヴィータが、ぎょろりとナーガを睨ねめつけてきた。

「何を考えておるのか知らんが、そういう理由からではないぞ？　断だんじて違うぞ？」

（語るに落ちてるだろ！）

　思わずツッコみそうになったナーガだが、かろうじて声に出すのは思おもい留とどまった。

（しかし、ケイの奴やつは相変わらず勇気があるな。勇気っていうか、もはや蛮ばん勇ゆうだな）

　剥むき出だしになった巨大な双そう丘きゆうがあちこちで揺れている中、一人だけ揺れていないケイは、しかし、あっけらかんと胸を張って堂々と立っている。

（まぁ、本人が気にしてないならいいんだけどな）

　空き地に並んだ踊り子組の中心にいるアイスが手を挙げた。

「は──い、お願いしま──す」

　彼女の呼びかけでお囃子組が楽器を手に取り、口に当て、音色を奏かなで出す。それを合図に踊り子組が優ゆう雅がに体を動かし始めた。

　見物客のあいだからちらほらと拍手が湧わき、囃はやす声が飛ぶ。

　最初はゆったりと踊っていた踊り子たちだが、曲きよく調ちようが早くなるにつれ、踊りも激しさを増していく。

　踊り子組はみな巨乳（ケイは除く）。

　しかも、申し訳程度の小さな衣い装しようしか着けていない。

　踊りが激しくなれば、当然、上半身の動きも激しくなる。

　すると揺れる（ケイは除く）。

　大きく揺れる（ケイは除く）。

　恐ろしいまでに揺れる（ケイは除く）。

　小さな胸むね覆おおい──覆いというほど覆っていないが──が弾はじけ飛とびそうだ。

　下半身の動きも激しくなるから、紐ひも同然の衣装がずり落ちそうだ。

　見物人の視線が踊り子の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを追いかけていく。

　中には、弾け飛べ！　ずり落ちろ！　と念を送る者がいたに違いない。

　というか、ナーガが送っていた。

（ええい、くそ、どうしてあれで外れない？　ずり落ちない？　糊のりで貼り付けてるんじゃないだろうな？　まさか魔法で!?）

　そんなナーガの思いは、おおよそ見物客と共通していた。

　見物人の全員が、今や見開いた目を血走らせながら、半裸以上全裸未満の踊り子たちの激しい踊りに見入っていた。むしろ魅入られていた。会場は熱気に包まれ、その熱気に突き動かされるように、立ち上がって声せい援えんやら手て拍びよう子しを送る者も現れた。

　途中で何度か曲調が変わり、踊り子たちの動きも変化を見せる。ゆったりとした調しらべだったり、律りつ動どう的てきで躍やく動どう的てきだったり、異い国こく風ふう変へん拍びよう子しだったり。踊り子たちは、どんな曲調になっても見事に踊りきった。

（いやいや、大したもんじゃねえか。素人しろうと芸とは思えない見事な出で来きだ。さすがに、祝宴の度に酒を飲み裸で踊ってるだけのことはあるな）

　などとナーガは的外れな感心をする。

　拍手と囃し声、歓かん声せいと手拍子が引っ切りなしに飛び交い、会場の熱気は最高潮に達しようとしていた。さらに曲調が激しさを増し、踊り子の動きも目が追いついていかないほど速く激しく──衣装が外れないのが本当に不ふ思し議ぎだ──なっていった。

　そして唐突に演奏が終わり、同時に踊り子たちの動きも止まった。

　そのままの体勢で固まっていた踊り子たちだが、やがて徐おもむろに体勢を崩し、見物客に向かって深々と一礼した。

　我に返った見物人のあいだから割れるような拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸わき起おこる。ナーガも、思わず拍手を送っていた。

　肌に玉の汗を浮かべた踊り子たちが、笑顔で手を振ったりお辞じ儀ぎをしたりと、見物人に愛あい嬌きようを振りまいた。

（うぅん、見事なもんだ。これならどこへ出したってちゃんと金を取れる水準だぞ）

　感心しているナーガの脇わき腹ばらを、誰だれかがつんつん、と突っついた。ナーガが顔を向けると、レラが自分を見上げていた。

「何を見ている、の」

「え？　いやいや、何も見ていないけどな」

（嘘うそばっか、り）

　レラがジト目でナーガを見やった。

「それより。おまえは最後まで踊らなかったんだな」

「それは……」

　レラは挨あい拶さつをしているアイス以下の踊り子組にちらっと視線を向け、すぐに外した。

「やっぱりあそこに入る勇気がな、い」

「ケイは入っているけどな」

「あの娘こには羞しゆう恥ち心しんというものがな、い」

　その意見には大いに賛成だと思うナーガだった。

（何しろ泳ぐ前に全裸で準備体操してやがったしな）

「まぁケイはともかく。俺おれとしては、おまえも踊ってくれれば嬉うれしかったんだが」

　と言って、ナーガはレラの全身に視線を走らせた。お囃はや子し組のレラも、衣い装しようは半裸以上全裸未満という踊り子組と同じ物だった。たしかに露ろ出しゆつは多いが、いつもの衣い装しようと比べて極端に多いというわけでもない。それでも、こうしてナーガに改めて見つめられると気恥ずかしさが先に立つ。

「あ……えぇと」

　レラは顔が赤くなるのを感じ、自然と俯うつむいてしまった。

「次は頑張……る」

「楽しみにしてるぜ」

　レラは全身が火ほ照てるような感覚を覚え、顔を上げられなかった。




　籠かごを手にした踊り子たちが見物人の前を行ったり来たりすると、客からは盛んに銅どう銭せんが飛んできた。拍手が鳴なり止やまない中、地面に落ちた銅銭を踊り子たちが拾い集めているが、中に一人、要領の悪い魔女がいる。

（クゥか。何やってるんだ、あいつ……って、また籠を引っ繰り返して銅銭ぶちまけた！　あいつ、あんなに鈍のろ間まじゃなかったろうに）

　仕方がない手伝ってやるか、とナーガがクゥに近寄っていく。

「おい、大変そうだな」

　屈かがんだ体勢で地面に落ちた銅銭に手を伸ばしていたクゥが顔を上げた。

「あ、ナーガさん……えぇと難しい」












「は？　何がだ？」

（相変わらず一言しか言わないから、おまえこそ真意を読み取るのが難しいわ）

　と思いつつナーガも膝を曲げ、散らばっている銅銭どうせんに手を伸ばした。

「銅銭を集めるのが難しいのか？」

　ふるふると首を左右に振ったクゥは、少し哀かなしそうな顔になって応えた。

（うっっ。首を振ると、その下まで揺れやがる。こうして間近で見せられると、こいつのこれもけっこうな凶器だな。踊り子の衣装いしようが凶悪だから、なおさら威力が増すわ）

　目を逸そらせるかどうか一瞬迷ったナーガだが、結局、そのままガン見した。

「重い籠かごを手で持つのが」

「ああぁ？　なんだって？」

　ナーガは慌あわててクゥの盛り上がった胸の双そう丘きゆうと、双丘が作り出す深い谷間から目を逸らせた。

「い、いや、重いったって、たかが銅銭だろ？」

「いつもは革かわ帯おびで持つから」

「ああ！　そういうことか」

　つまりクゥは、ふだんは魔法で操あやつる革帯を使っているから、自分の手で何かを持つ機会があまりないと言いたいのだろう。

「食事のお皿より重い物を持ったことない」

「どこのお姫様だよ、おまえ」

「冗談」

「あ、そう」

「でも重い物を手で持つのは難しい」

「これが重い物……なぁ」

「革かわ帯おびなら簡単。こんな籠かご、十個でも二十個でも持てる」

　銅どう銭せんの入った籠を膝の上に載せた体勢で地面の銅銭を拾っているクゥを見やって、ナーガは首を捻ひねる。

（こいつらの感覚は、いま一つわからねえな）

「踊るのも難しかった」

「そうか？　なかなか上う手まく踊ってたと思うがな」

「踊りがじゃなくて衣い装しようが」

（またわからねえぞ。どういう意味だ？）

　とナーガが怪け訝げんそうな目を向けると、彼の疑問を察したのか、クゥが言葉を継ついだ。

「いつもは革帯を体に巻いているので、それがないと体勢の均きん衡こうを取るのが難しい」

「そういうものなのか？」

　クゥは、こくりと頷うなずいた。

「帯を巻いているのは魔力を纏まとっていること。だから帯がないと丸裸のような心こころ許もとなさ。だからこの衣装は恥ずかしい」

「そんなものかねぇ。俺おれの感覚からすると、どちらも大差ないような気がするがなぁ」

「ぜんぜん違う。帯一本でも巻いていると安心」

（帯一本巻けば安心って……じゃあ、これからは帯一本の恰かつ好こうでもいいぜ、クゥ？）

　という提案は心の中に留とどめておく。

「どうやらみんな拾い終わったみたいだぞ。少し急ぐか」

　ナーガは手の動きを早めて銅銭をかき集め、クゥの持つ籠に放り込んでいく。

「ありが……とう」

「気にするな。ほれ、もう行くぜ？」

「まだ少し残っている」

「少しくらい気にするな。そもそも俺たちは踊りを見せて小銭を集めるために来たんじゃないからな。あくまで情報収集が目的だ」

　小さく頷いたクゥは、籠を抱えて、ふらふらと立ち上がった。

（危なっかしいな。本当に革帯がないと安定しないんだな）

　感心するやら呆あきれるやらのナーガだった。




　三さん々さん五ご々ご見物人が帰っていき、ナーガたちが帰かえり支じ度たくをしていると、全身を覆おおい隠すような服を着たリンナとリンネの姿が見えた。
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「何か面白い話は拾えたか？」

　とナーガは小声で訊きいた。

　二人はまだ空き地の向こう側にいるから、ふつうなら聞こえないはずだ。けれど魔法で聴力を高めている二人には、ナーガの言葉がはっきり届いていた。二人は周囲に気を配りながらそれとなく歩み寄ってきて、ナーガの横を通り過ぎざまに応えてきた。

「魔女絡みで何か大きな戦いくさが始まりそうだという噂うわさで持ちきりでした」

（魔女絡みの大きな戦!?）

「それは……」

　と言いかけて、ナーガはここが街まち中なかの広場であることを思い出す。

（まだ残っている見物人もちらほらといるから、ここじゃ話を聞けないな。いったん宿へ戻るか）

　ナーガはいかにも座長らしい態度で踊り子たちを集め、小声で告げた。

「リンネとリンナが何か拾ってきたようだから、とりあえず宿へ戻る」

　踊り子たちは急いで楽器類を片付け、集めた銅どう銭せんと一緒に荷に馬ば車しやへ押し込み、その場を引き払って宿屋へと戻っていった。
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　アイスたちが寝泊まりする大部屋に全員が集合すると、ナーガは、

「じゃあ、聞かせてくれ」

　と言って二人を促した。

　リンネとリンナは、

「見物人のあいだだけじゃなく、港のほうへ行って船乗りの噂うわさ話ばなしも聞いたんですけど」

　という前置きをしてから、集めた噂話を全員の前で披ひ露ろうした。




「なるほど、それは……」

　二人の話を聞き終えたナーガは、腕組みをすると難しい顔で考え込んだ。

　他の魔女たちも、いま聞いた話を頭の中で反はん芻すうしているようだ。

「グランビスタ近きん郊こうに大だい軍ぐん勢ぜいが集結している……か」

「その数、三千、四千というのは、ただ事ではありませんね」

　そう言うアイスは眉み間けんに皺しわを寄せている。

「問題は、なんのための軍勢かということじゃが、噂どおり、吾われらを討つために集まっている……と思ってよいのじゃな、ナーガよ？」

「そうだな。それで間違いないだろう」

「ふむ。ではそれを踏まえて吾らはどう動けばよいのじゃ？」

「……急いだほうがよさそうだな」

「急ぐとは？」

「カサンドラ王国の王都へ行くのをだ。魔女討とう伐ばつのための大軍勢にカサンドラ王国がどう関わっているのかいないのか。それを確かめる必要がある」

　ナーガがそう言うと、レラが、うん？　と首を傾かしげた。

「その大軍勢が南下してきて当然カサンドラ王国軍もそこに合流するというのがふつうだと思います、が。カサンドラ王国が関わらない可能性などあります、か？」

（さすがにレラ、細かいところによく気がつくぜ）

「あるな。というのも。その大軍勢のことが予あらかじめ伝えられていれば、カサンドラ王国軍が千やそこらで砦とりでに攻めてくるのはおかしい」

「なるほ、ど」

　実際は少し違っていて、カサンドラ王国には討伐軍のことは伝えられていた。同時に、アイユーブ枢すう機き卿きように尻を叩たたかれたカサンドラ王国としては単独で砦を攻めるしかなかったのだが。とはいえナーガの分析はカサンドラ王国と討伐軍の微妙な関係を衝ついてはいた。

「カサンドラ王国が籠ろう城じようしようとしているってのもおかしい。たしかに、おまえたち魔女の戦力を過大評価して怯おびえたのかもしれないが、しかし、そんな大部隊が援軍として来るなら籠ろう城じようする必要なんかない」

「えっと……大部隊がやって来るのでカサンドラ王国はその兵ひよう糧ろうを集めてい、る。それを見た旅人や商人が籠城戦の準備だと勘違いした……のではな、い？」

（目の付け所がいいだけじゃなく、しっかりとした考察力も持っているな、レラは）

　ナーガは大きく頷うなずいた。

「その可能性も否定できない。兵糧の調ちよう達たつは地元勢の責任という側面はたしかにある……という理解でいいのか、ライバッハ？」

「ええ、基本的にはそれで間違っちゃいませんや。ただ教会絡みとなると、兵糧なんかは連中が持ち込んできて参加部隊に配ることもあるんですよ。神の思おぼし召めしってだけじゃ、兵の腹は膨ふくれないんで」

　ヴィータが身を乗り出してきた。

「カサンドラ王国の動向もそうじゃが、吾われにはもっと気にかかることがあるのじゃがな、ナーガ」

　ナーガがヴィータに視線を向けると、思おもいの外ほか、彼女は渋い表情をしていた。

「どうした、そんな暗い顔して。何が気になるっていうんだ？」

「いま聞いた噂うわさの中に、グランビスタに集結した軍勢に教会側の精せい鋭えい部隊が混じっている……というものがあったじゃろう？」

「たしかにあったな。それは諸国の軍ではなく、教会独自の軍ということなんだろう？　それがどうかしたか？」

「どうかしたも、こうかしたもないわ。その教会の軍というのは『神の軍団』『神の旅団』などと呼ばれる部隊での、異端や敵対勢力、そして魔女の討とう伐ばつのための戦闘に特化した軍勢なのじゃ。其そ奴やつらが乗り出してきているとなると、手て強ごわいぞ」

　眉み間けんに皺しわを寄せてヴィータがそう答えると、ナーガは、ちっ、と吐はき捨てた。

「まるで僧そう兵へいみたいだな」

「ソーヘイ？　ソーヘイとはなんじゃ？」

「あ？　俺おれ、何か言ったか？」

「は？　いま言ったじゃろうが。自覚しておらんのか？」

「い、いや、すまん、よく覚えてねえ」

　ナーガが困った顔で頭を掻かいていると、アイスが助け船を出してくれた。

「ナーガさん、ときどき変なことを口走りますよね。変なことというか、たぶん、以前にいた世界のことなのでしょうけど」

「ふむ、なるほど。今は思い出せん昔の記憶やら体験やらが何かを言わせるのか」

「ってことだから、あまり気にするな！」

　あっけらかんとナーガがそう言うと、ヴィータは疑わしそうな顔になった。

「ぬしはもう少し気にしたほうがよいのではないか？」

「いや、気にしてもしなくても、思い出せないものは思い出せないので、もう諦めた」

「諦めがいいのう」

「俺おれ個人のことより、今はおまえたち魔女のことだろ」

「仰おおせのとおりじゃな」

「で、どうしますか、ナーガさん？　リンネとリンナの拾ってきた噂うわさ話ばなしを踏まえて、わたしたち、予定を変更する必要がありますか？」

　とアイスに訊きかれ、ナーガは低く唸うなった。

「さっきも言ったが、急ぐ必要があるな。とりあえず予よ行こう演えん習しゆうは済ませたし、明日の早朝、夜が明けて城門が開いたら、ここを出てカサンドラ王国に向かうとしよう。どうせ途中にエインの砦とりでがある。そこに立ち寄ってハリガンとも話をしておきたい。向こうは向こうで何か新しい情報を得ているかもしれないからな」

　ヴィータは、にやりと笑った。

「で、吾われらは砦を占せん拠きよしている魔女によって追い払われるわけじゃな」

「ああ。魔女に追い払われたので、急いでカサンドラ王国まで来たという設定だ」

「不足している物の買い足しとか演目のおさらいとか、できませんね」

　とアイスが言うと。

「それは仕方がない。兵は拙せつ速そくを尊ぶ……だからな」

「ほう。そういう諺ことわざがあるのか？」

「あぁ、あったと思うんだがな。たしか……孫そん子し？」

「知らんわ。吾に訊くな」

　ヴィータにツッコまれ、ナーガは頭を掻かく。

（俺の知識……というか記憶、どうも断だん片ぺん的てきなんだよな。全体像が上う手まく作れねえ。それは仕方ないんだが。今回のことも、まだ上手く全体像が結べない。欠けてる断片をカサンドラ王国で補えるといいんだが。そうすればこの戦いくさの全体像が見えてくる。全体像が見えてくれば、打開策も見えてくるはずだ）

　気を取り直したナーガは、居い並ならぶ魔女たちとライバッハに向かって言った。

「今日のところは明日からの移動に備えて英えい気きを養っておくことにしよう。残念だが、街の散さん策さくとか買い出しとかは中止だ」
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　そして翌日の早朝──。




　まだ夜が明けぬ前に起き出した一同は、支し度たくを調ととのえ、城門に向かう。

　城門が開くと同時にレンスールの街を出た一同は、シュバイツ川沿いの小こ径みちを馬と馬車で進んでいく。最近は通る者も少なくなって道は荒れ気味だが、馬車が通れるだけの道幅がかろうじて確保されており、一行は先を急いだ。




　途中、野や営えいをした一行は、翌日の午後、かつての戦場まで戻ってきた。

　この付近で、ハインドラ一族とナーガはカサンドラ王国軍と戦ったのだ。

　この戦場にこそいなかったが、ライバッハも当事者として戦いくさに参加していたから、彼には彼なりの感かん慨がいがある。

　ライバッハは荒こう涼りようとした辺りの風景を見渡して自分の身の上を振り返る。

（最初は輜し重ちよう部隊への異動なんて降こう格かくもいいところだと思ったが、あのまま中隊を率ひきいて戦に臨んでいたら、俺おれはここで討ち死にしていたかもしれないんだよな。それを避けられたんだから、いま振り返れば、むしろ幸いだったと言えるかもな。そして大敗の責任を取ってゲオバルク将軍が退任。代わりに将軍位に就ついたグィスカルによって、俺は中隊長に復帰し、シュバイツ川の見張りを命じられた）

　それからライバッハは、そっと視線をナーガや魔女たちに向けた。

（そのときも、なんてツイていないんだと自分の境きよう遇ぐうを呪ったものだが、結果として俺は魔女やナーガさんと出会い、ここにいる。なんだか不ふ思し議ぎだな。不運だと思うことの先に必ず不運が待ち受けているわけじゃなく、幸運だと思うことの先に必ず幸運が待っているわけでもない。人生って、そういうことの連続なんだろうな）

　荷に馬ば車しやの御ぎよ者しや台だいから遠ざかる川の流れを見つめていたライバッハは、少しだけ感かん傷しよう的てきな気分になっていた。
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　シュバイツ川を離れたナーガたちは、エインの砦とりでへ向かう道を北上する。

　日が暮れる頃に見回りに出ていた居残り組魔女のうちの二人と遭そう遇ぐうし、夜の帳とばりが下りた頃、一行はエインの砦へと戻ってきた。

　すぐにナーガはハリガンを呼んで話し合いを始めるのだった。
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「……というのが、リンナとリンネがレンスールの街で拾った噂うわさ話ばなしなんだが。こちらにも何か情報は入っていないか？」

「カサンドラ王国が籠ろう城じようの準備を始めているという噂、本当かもしれんぞ」

　ナーガの説明を聞き終えたハリガンは、開口一番、そう言ってきた。

「何か補強材料があったんだな？」

「そうだ。ユウキを飛ばせてカサンドラ王国の王都近辺を偵てい察さつをさせているのだが、奴やつら、兵ひよう糧ろうを集めているだけではなく、城じよう壁へきの補強や周辺の砦の強化に着ちや手くしゆしているようなのだ。連中、いったい何をしようとしているのかわからなかったのだが、今の話を聞いて合が点てんがいったわ」

「なるほど。兵ひよう糧ろうを集めるだけじゃなく、城じよう壁へきの補強や砦とりでの強化までしているとなると、これは籠ろう城じよう戦の準備と見て間違いないな」

「じゃが、ナーガよ。まさか吾われら相手に籠城しようというのでもあるまい？　となると、連中が相手にしようとしているのは……」

　というヴィータの指摘に、ナーガは重々しく頷うなずいた。

「グランビスタに集まっている部隊を相手に……ってことになるんだろうな」

「たしかに得られた材料はそれを示し唆さしておろう。だが、一体全体、何をどうしたらそうなるのじゃ？」

　と言ってヴィータが首を捻ひねるのも、もっともだった。

「俺おれにもわからん。これはいよいよカサンドラ王国へ潜もぐり込こむ必要があるな」

「そうなると」

　ハリガンは期待に満ちた目でナーガとヴィータを見やった。

「吾も行かなくてはならんのではないのかな？」

「じゃから。ぬしはここの指し揮きを執とらなくてはならんじゃろうに」

「そうだぞ、ハリガン。ここを任せられるのはおまえしかいないんだ。おまえまでここを離れたら、誰だれが指揮を執るんだ!?」

「く。ア、アイスが……」

「たしかにアイスはよくできた魔女だ。けど、砦の指揮を執るにはまだ経験不足だろ」

「そうですね。わたし如ごときでは、まったく経験が足りません」

　同席しているアイスがにこやかな顔でそう言うと、ハリガンは彼女を睨にらみつけた。

「こいつめ、都合がいいときばかり経験不足を言い立ておって」

　すぐに顔を戻したハリガンは、割と真剣な表情で訴える。

「だが、吾も久しぶりに人の街を見てみたいのだがな？　貴様らばかり狡ずるいぞ」

「本音が漏もれたのう」

「うるさいわ。ヴィータはもうレンスールの街に行ったのだから、吾と代われ」

「そうは言ってものう。ここにいる魔女は、ぬしの娘むすめらのほうが多いからのう。多くの兵を率ひきいている者が部隊の指揮を執るのが常道というものじゃろう？」

「な、なら、ナーガがここに残れ」

「おいおい、無む茶ちや言うなよ、ハリガン」

「そうじゃぞ。そもそもナーガがおらんでは、情報収集の任が遂すい行こうできんじゃろうに」

「……わかっておる。言ってみただけだ」

　ハリガンは吐はき捨てるようにそう言った。

「堪こらえてくれ、ハリガン。それに、街ならそのうち好きなだけ行けるようになる」

「どういうことだ、ナーガ？」

「俺たちが街を治めるからだよ。そうしたら、好きなときに好きなところへ行ける」

「う……そ、そうか、な」

「そのためにも情報の収集は不可欠だ。情報の量と確かく度どが戦局を左右することだってある。いや、必ず左右する。だから俺おれたちは次の戦いくさに勝つためにも、しっかりと情報収集をする必要がある。けど、今この砦とりでを失ったら元も子もない。だからおまえに頼んでいる」

　ナーガの真しん摯しな物言いと真剣な表情に接したハリガンは、小さくため息を吐つき、仕方がないな、と呟つぶやいた。

「まぁ言ってみただけだ。気にするな。吾われは吾の役目をこなすよ。だから、おまえたちはおまえたちの役目をしっかりとこなしてこい」

　ナーガは少し表情を緩め、

「ああ、わかっているとも」

　と応えた。

「手て土産みやげの一つくらい買ってきてやるぞ？　何しろ持っていった小道具や宝ほう飾しよく類るいは、思おもいの外ほか、高い値で売れたからのう。何がよい？　櫛くしか？　それとも手鏡か？　両方買ってやってもよいが？」

「よいがって、ヴィータ、おまえ、それは元々、吾らハインドラ一族が持っていた道具を売った金だろうが！」

「んん……そう言われるとそうじゃったのう」

「まったく、油断も隙すきもない奴やつだな」

「そう怒るな。では、吾らのほうの土産は自重しておくとするか」

「自分たちの分も買う気満々だったのか！」

　とツッコんだハリガンは、アイスのほうへ顔を向けた。

「アイス、手に入れた金は、おまえがしっかりと管理しておけよ？」

「あ、ええ、そうですね、了解です、姉あね様さま」

「あまり長居をするのも不ま味ずい。この砦は見張られているかもしれないしな。すぐに出発するか」

「そうだな。距離は離れているが、物もの見み部ぶ隊たいもいるようだしな」

「なので、俺たちが砦を出たら、おまえたちは石でも投げつけろ」

「そこまでせんともいいのではないか？」

「だから、念のためだよ。別にやっても損はないんだから、やっておけばいい」

「なら、そうするか」

　とハリガンが頷うなずくと、ヴィータが釘を刺してきた。

「本気で投げるなよ？」

「言われんでも……いや、ヴィータ、おまえには本気で投げつけたい気分だが」

「どこまで拗すねておるのじゃ、貴様は」

「半分冗談だ、気にするな」

「半分かえ。気にするわ！」

「よし、ほら、行くぞ、ヴィータ、アイス、レラ」

　ナーガに促され、三人は立ち上がった。
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　砦とりでを訪れた旅たび芸げい人にん一いち座ざは魔女たちにけんもほろろに追い返された……ということにして、エインの砦を出たナーガ一行は街かい道どうを北上していく。

　そして、カサンドラ王国の王都にほど近い砦まで来たところで、警備の兵によって止められた。
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「どこから来てどこへ行く？」

　と尋きいてきた兵に対して、ナーガは如じよ才さいのない態度で答えた。

　しかし、相手には彼の答えはたどたどしく聞こえているはずだ。

「レンスールの街、来ました。お国の王都へ行き、一ひと旗はた揚あげよう思います」

　居い並ならんだ芸人たちに目を向けた兵のある者は目を細め、ある者は目め尻じりを下げる。カサンドラ王国の王都が近いということで、みな踊り子用の衣い装しように着替えていたからだ。つまり極端に布地面積が少なく、極限まで布地が薄いという衣装に。

「あっし座長、あいつら一座の踊り子。よかったら兵隊さんのため、一踊りさせます」




　ナーガは事前にレラに、体に貼った意い志し疎そ通つうのための呪じゆ符ふの効能を下げられるかどうかを訊きいた。言葉が上う手まく伝わらないほうが異国から来た男という印象になるだろうと思ったからだ。レラができると言ったので呪符の効果を落としてもらった。そのため、こうして相手にはたどたどしい言葉遣いとなって聞こえているわけだ。




「そうか。それもいいかもな」

　にやつく兵を、他の兵が突っついた。

「おい、今はそれどころじゃないだろ。隊長にどやされるぞ!?」

「う。そ、そうだったな」

　咳せき払ばらいをした兵は、ナーガに向き直った。

「せっかくここまで来たのに可哀かわい想そうだが、王都に行っても一旗は揚げられないと思うぞ」

「え？　どういうこと、です？」

「戦いくさが近いからな。街の住民も踊りを見るどころではないだろう」

「えぇえ？」

　大げさに驚いたナーガは、まさか、と声を落とし、兵士に顔を近づけ、

「魔女を相手に戦いくさ、始まるですか？　レンスールの街、その噂うわさで持ちきりでした」

　と鎌をかけてみる

「いや、そうではない」

　ナーガは怪け訝げんそうな表情を作って首を捻ひねってみせた。

「なら、いったいどこと戦になるですか？」

　応える兵士も声を潜ひそめる。

「我が国を侵しん略りやくしようとする勢力とだ。だから王都へ行くのはかまわないが、そこで興こう行ぎようができるかどうかは保証できん」

　ナーガは、がっくりと肩を落として悄しよ気げ返かえった。もちろん演技だ。意外と演技派なナーガである。しかし、内心では大いに喜んでいた。

（これでカサンドラ王国軍が魔女討とう伐ばつ軍ぐんに合流しないことが確かめられたな！）

「まぁ、そう気を落とすな。敵がいつ攻めてくるかはわからない。もしかしたら何日かは興行を打てるかもしれん」

「なら、急いで行かないとならないです。いいですか？」

「そうだな」

　とその兵が頷うなずくと、横合いから声がかかった。

「ちょっと待て」

　旅たび芸げい人にん一いち座ざのことを聞きつけた部隊長が、数人の部下を引き連れてやって来た。

「あ、隊長」

　応対をしていた兵士が隊長に敬けい礼れいを送った。

「レンスールの街から来たということは、シュバイツ川を遡さかのぼって、途中からこちらへ向かう道に入ったのだな？」

「はい、そうです」

「途中にあった砦とりではどうした？　何事もなく通過したのか？」

「興行しよう思って立ち寄ったですが、砦に居座っていた魔女、に追い返されます」

　ナーガがそう応えると、隊長たちの顔色が変わった。

「おい貴様、詳しい話を聞かせろ！」

「ですが、あっしら早く王都行かないと、興行、打てなくなるのです」

「ちょっと話を聞くだけだ。手間は取らせん」

「あ、はぁ、まぁ、それなら」

「砦の魔女どもは何をしていた？」

　そう訊きかれるのは想定の範囲内だから、ナーガは予あらかじめ用意しておいた答えを返す。

「あっし見た範囲です、城じよう壁へきの補強や望ぼう楼ろうの整備をしていたです。でも詳しいことわからないです。奥まで入ったことではないのですし」

「そうか。で、魔女どもは何人くらい砦にいた？」

「えぇと……」

　ナーガは考える振りをする。

「応対に出てきたの、五、六人でしたか。城じよう壁へきの工事してるのいました。だけど、さっき言ったよう、奥まで通されたことないので、全部で何人いたか、ちょっとわかることないのですが……」

「男はいたか？」

「さて、あっし、見なかったです」

　と答えながらナーガは笑いそうになるのを必死で抑えた。相手の言う「男」とは、自分のことなのだから。

「そうか」

　隊長は傍かたわらの部下と何事か、ひそひそと言葉を交わしていたが。

「よし、おまえらを王都まで送り届けてやろう」

　隊長の申し出は、ナーガにとっても意外なものだった。

「あっしら、兵隊さんに送ってもらう、心強い。でも、いいですか？」

「代わりに王都でお偉いさんに会って、今の話をしてもらいたい」

「ああ、そういうことです」

（なるほど。魔女の情報を俺おれたちから直じかに尋ききたいと。まぁ聞いた話を伝でん令れいで伝えるよりは確実だな。魔女が占せん拠きよしたエインの砦とりでを実際にこの目で見てきたとなれば、こいつらからすれば貴重な目撃者だ）

「わかりましたです」

　とナーガは頭を下げ、しめしめと内心で舌を出した。

「すぐに警護の兵を用意する。少し待っててくれ」

「はい、待っていますです」

（予想外にすんなりカサンドラ王国の王都に入ることができそうな雲行きだな。こいつは幸さい先さきがいいや）




　こうしてナガネ率ひきいる旅たび芸げい人にん一いち座ざは、カサンドラ王国兵に先導され、一路、王都を目指すこととなった。
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　カサンドラ王国の王都は西さい果はての半島では比較的規き模ぼの大きな城じよう郭かく都市だった。

　高さ二ヤルド以上ある分厚い城じよう壁へきで囲まれた都市には、ざっと二千人ほどの市民が暮らしている。

　この「二千」という数は、納税台帳に名前が載っている「市民」だけを数えたものだ。元々、納税の義務がない王侯貴族や、従僕、奴ど隷れいなどは数に入っていないし、余よ所そから街に流れ着いた渡り者なども数に入っていない。そのほかにも、一定期間だけ滞在する旅の商人などがいる。それらの実態を把握している者はいないため、実際に城下で暮らしている人間の総数は誰だれも知らない。が、おおよそ四、五千ほどと見ればいいだろうか。




　市民のうちの多くは農民で、彼かれ等らは朝早くに城の近きん郊こうにある自分の耕こう地ちまで出かけていって畑仕事をし、日暮れ前に街に戻ってくることが多い。農民は、収しゆう穫かく期きになると耕こう作さく地ちに泊まり込む場合もある。収穫前の作物を人間に盗まれたり動物に食い荒らされるのを防ぐためだ。この時代、この世界では城の外に治安はないも同然だった。だから農民は自ら武装し、集団で寝泊まりして、作物を泥どろ棒ぼうや獣から守るのである。

　彼等が造る集落は、木もく柵さくを備え、ちょっとした砦とりでのような物だった。少し規模の大きな集落だと空から堀ぼりを巡めぐらせる物すらある。それら規模の大きな環かん濠ごう集落の中には、いざというときに兵士が詰め、実際に砦としての役目を果たす物もあった。

　そして今、カサンドラ王国にとって「いざというとき」が来たらしい。街の近郊にある規模の大きな集落の幾つかに兵士が入り、武器や兵ひよう糧ろうの運び込みを行っていた。街かい道どう沿ぞいにもその手の集落があるから、ナーガもそんな光景を目にすることになる。

　馬に乗ったナーガは、やはり騎きじ乗ようしている兵の馬に自分の馬を寄せ、小声で呼びかけた。

「あの、兵隊さん」

　馬上の兵士が顔を巡らせる。

「今の砦、兵士が大勢いました。あれ、戦いくさの準備ですか？」

「あれは、本当は砦じゃないけどな」

「はい？」

「遠くから来たおまえらには砦に見えるか」

　と言って、その兵士は前述した事情を説明してくれた。

（はぁん、なるほどな。農民の集落を砦として使うのか。たしかに砦を造る手間や費用は節約できるが、けど、それじゃあ防御力は期待できないんじゃないか？）

　とナーガは思う。

（とはいえ、城と街が一体だというこの世界の有あり様ようからして、俺おれにはよくわからないんだがな。俺のいた世界だと、城は城、街は街だったはずだ。少なくとも「城は城」のほうが防御力は高い……はずだが）

　ナーガが魔女から聞いた話では、異民族との戦争になると、負けたほうは皆殺しになる場合が珍しくないらしい。だから農民も商人も工人も、みな街に住んでいるのだと。戦争にならなくとも、野外には盗賊やら獰どう猛もうな獣やらが闊かつ歩ぽしている。だから、みな街の中に住居を構かまえるのだと。

　そういう、この世界の理ことわりが、まだピンとこないナーガだった。

（もっとも、魔女なんていう存在がいちばんピンとこないんだがな。一緒に暮らしてきたから、今じゃ、ふつうに受うけ容いれちまっているが）

　もしかするとナーガは、いちばんふつうでない者の存在を真っ先に受け容れてしまったのかもしれない。そんな自分の境きよう遇ぐうが少し可お笑かしく、置かれた立場の皮肉さが少し面白く、ナーガは思わず薄い笑みを浮かべてしまった。

「兵隊さん」

　ナーガは笑みを消して兵士に呼びかけた。

「市民、街に籠こもることは、市民、武器を取って戦うことですか？」

「戦いくさの推すい移い次し第だいだが、そうなることもあるだろうな。市民も、いざというときに備えて、武器の扱いは訓練しているからな」

「兵士の募集、しているのでした？」

「しているよ」

　と応えた兵士は、少し苦い顔になる。

「ただ、状況が状況なだけに、おいそれとは人数が集まらんようだが……いや、なんでもない。気にしないでくれ」

「しかしツイていないです」

　とナーガは天を仰あおいで見せた。

「興こう行ぎようが打てないと、ここまで来た旅の費用、取り戻すことできないです。一座、大赤字なります」

　と言って、ナーガがため息を吐つくと、兵士の顔に同情の色が浮かんだ。

「座長ともなると大変だな」

　それから兵士は声を落として訊きいてきた。

「だけど、あれだけ若くて綺き麗れいな娘こを揃そろえてるんだ、いろいろと役得もあるんだろう？　というか、あれだけの娘が揃っているなら、夜の仕事をさせればそれだけで一ひと財ざい産さんできるんじゃないのか？」

「いえ、それはないです。あたしたち、あくまで芸人。そちらに流れること、芸人の矜きよう持じが許さないですね」

「ふうん、そんなものなのか」

　という兵士の顔に残念そうな色が浮かんでいるから、ナーガの一座が夜の興行を打てば、真っ先に客として訪れる気だったのかもしれない。

（まぁ、たしかにあいつら、みんな美人なんだよな。というか、そんな中に一人紛れ込んだ俺おれって、もしかして凄すごく幸運だったりするのか？　いや、どうなんだ？　逆に命の危険を感じたことが何度もあるぞ）

　などと、ナーガがどうでもいいことを考えていると、やがて前方の小高い丘の上に街の威い容ようが見えてきた。

（なるほど。こうして近くで見ると、港町とは違って、たしかに巨大な城じよう塞さいだという迫力があるな）

　とナーガは感心し、頭の中で素早く計算する。

（えぇと、守備兵が二千くらいいるんだっけか？　で、市民が二千？　そのうちの五百が守備兵として防御戦に加わるとして、合計で二千五百。となると、あれを陥おとすには一万以上の兵が要るって計算になる。なるほど、カサンドラ王国が籠ろう城じようしようって気になるのもわからないでもない。が）

　防御力は高い代わりに大きな欠点があることがナーガにはすぐにわかった。

（籠城する人数が多すぎるんだ。大勢が籠こもれば大量の兵ひよう糧ろうを消耗する。市民に数えられない者もたくさんいるって話だしな。五千、六千もの人間が籠もれば、どれだけの兵糧が必要になるかって話だ。長期間の籠城が可能になるほど大量の兵糧が蓄ちく積せきされているのかどうか。そしていちばん大事なのは後ご詰づめが来るのかどうか……だが）

　籠城は、野や戦せんでの勝利が難しいと思った側が採る、あくまで受け身の戦法だ。

　カサンドラ王国に援軍を送るような勢力がこの地にあるのかどうか、そこがナーガにはよくわからないが、今までの話を聞く限り、カサンドラ王国に援軍の当てがあるとも思えなかった。

（ふうむ、これは何かに使える……かな）

　ナーガが思案を巡めぐらせているあいだに王都までの距離は縮み、やがて一行は巨大な正門前に到着した。
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　空から堀ぼりに架かった橋を渡り、正門前で馬を下りる。

　地上から見上げると、街を囲む城じよう壁へきの高さが実感できた。

（高いな。そして煉れん瓦が造りか。それとも版はん築ちくで造った土つち壁かべを煉瓦で覆おおったのか。いずれにせよ頑丈そうだ。そもそも、こんな堅けん牢ろうな城壁を備えた城なんて、俺のいた世界にあったっけかな？）

　記憶を喪なくしているナーガのこと、あるともないとも断言はできないのだが、体感的には今まで経験したことがない防ぼう護ご壁へきだという気がした。

「ちょっとここで待っていてくれ。上に話を通してくる」

　送ってきてくれた部隊の隊長が城門警護の兵士に話をしにいくのを見送ったナーガは、改めて城じよう壁へきを見上げた。

（これを攻略するにはどうしたらいいかな）

　ナーガがそんな考えを巡めぐらせていると、魔女たち──表向きはあくまで踊り子だが──も馬から下りて、ナーガの周りに集まってきた。そして、ナーガ同様、分厚く堅けん牢ろうな城壁を見上げた。

　城壁の上には通路があって人が歩ける造りになっているらしい。

（城壁の最上部に高低があるのは、弓矢を射るためか）

　じっと城壁を見上げるナーガに、アイスが声をかけてきた。

「高いですね。これだけ高くて堅けん固ごで厚みあると、わたしも一撃や二撃では破壊できそうにないです」

（破壊するつもりなのかっっ!?）

　ナーガが驚いた顔を向けると、アイスがにっこりと微笑ほほえんだ。

「十発くらい殴れば、部分的には壊せるかもしれません」

（まさに人間破は城じよう槌ついだな、こいつ）

　怖おぞ気けを震うナーガだった。

「これだけ高くて厚いと、吾われが放り投げても、そう簡単には乗り越えられんかのう」

　とヴィータもそんなことを言う。

（こいつらも攻略する方法を考えてやがるのか。頼もしい奴やつらだな）

　ナーガは思わず、くっくっくっと笑ってしまう。

「なんじゃ、楽しそうじゃの？」

　と訊きいてきたヴィータに、ナーガが声を潜ひそめて注意する。

「言葉遣い、言葉遣い」

「お、そうじゃったな」

　ヴィータは、うへん、と咳せき払ばらいをした後、改めてナーガを見上げて言った。

「機嫌がよさそうですね、座長？」

「……もの凄すごい違和感、ある」

　ぼそりとナーガが呟つぶやくと、ヴィータが彼の脹ふくら脛はぎを蹴り上げた。

「痛い！　誰だれかに見られたらどうする！」

「ふん、誰も見とらんのは確認したわ」

　ヴィータの口調も態度も元に戻ってしまっている。

「で。何を笑っておったのじゃ？」

　囁ささやくような声で訊くヴィータに、ナーガは笑いながら応えた。

「俺おれ、おまえたち、着くなり、この街の攻略法を考えている。それ、おかしくて」

「なんじゃ、ぬしもか。まぁ、こういう状況になると、つい考えてしまうのう。じゃが、ぬしのその話し方のほうが違和感あるわ」

　城壁を見上げていたヴィータが視線をナーガに戻してそう言うと、アイスも頷うなずいた。

「ですね。ちょっと気持ち悪いです」

「酷ひどいこと、言う。これ、呪じゆ符ふの調整のせい、仕方がない」

「もう少しなんとかならなかったのか、レラよ」

「え？　でも……異い邦ほう人じんっぽい喋しやべり方かただと思いますけどヴィータさ、ん」

「いや、キモいだけじゃな」

「ヴィータ、おまえ、最低」

「で？　何かよさそうな方法は思いついたのかえ？」

「それなりの兵数あれば、それなりの攻略法もある。ただ、俺おれたち人数いない。ふつうの方法では、攻略難しい」

　ヴィータが、ふん、と鼻を鳴らした。

「ふつうの結論じゃな」

「じっくり考えると何か出てくる。それより。隊長戻ってきた」

　というナーガの言葉で、ヴィータはいつもの傲ごう然ぜんとした態度を改めた。

（そうして殊しゆ勝しような顔と態度だと、本当に可愛かわいい子供みたいなんだがな）

　と思ったことはヴィータには絶対に知られてはならない。




「おい、座長」

　戻ってきた隊長に呼ばれ、ナーガは小走りに彼の下もとへ寄っていった。

「リガヤ様が会いたいと言われている」

「リガヤ様は、どなたですか？」

「我が軍の総指し揮き官かん、グィスカル将軍の副官を務つとめておられるお方だ」

（それはまた、ずいぶんと上の者がいきなり登場したものだな）

　少し驚いたナーガは、その驚きを大げさに表現してみる。

「そ、そんな偉い方にお目にかからないとならないですか!?　緊張します」

　隊長は苦笑を浮かべて言った。

「あまり気にしなくてもいい。砦とりでの魔女について訊きかれたことに答えてくれればいいんだ。ちゃんと褒ほう美びは取らせる」

「ありがとうでございます」

　ナーガは恭うやうやしく頭を下げつつ、こんなことを思った。

（俺って意外と演技派だな。というか、こういうの、けっこう面白いな）

　頭を上げたナーガは振り返って踊り子たちに声をかけた。

「みんな──、中、入るよ──」

　踊り子たちはわらわらと自分の馬のところまで駆け戻り、手た綱づなを引いて再び座長の周りに集まってきた。

「よし、ついてきてくれ」

　隊長に先導された旅たび芸げい人にん一いち座ざは、大手門を通り抜け、城内へと足を踏み入れた。
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　大手門の先で道はコの字形に曲がっていた。そこを過ぎると城内を貫く大通りが南北に走っているのが見えた。コの字形に曲がっている箇所には予備の門があって、いざというときには通路を遮しや断だんできるようになっており、コの字形に屈くつ曲きよくした内部城じよう壁へきの角には櫓やぐらが建っていた。

（なるほど。仮に大手門を破られた場合でも、ここで敵の突入を阻はばみ、櫓や城壁の上から迎げい撃げきする仕組みか）

　ナーガは即座にそう見抜いた。

　たしかに、大手門を破ったとしても突入部隊は二重、三重になった防御門に足止めされることになる。そこを上から狙い撃ちするという寸法だ。狭い通路にひしめき合っている敵兵には逃げる場所も隠れる場所もないわけで、多大な犠牲を出すことだろう。

　一方、守備側は高みからの攻撃だし、基本、敵に身を晒さらさずともいいので、大きな被害を出す危険はさほど高くない。弓矢による攻撃だけでなく、上から煮えたぎった油を撒まくとか丸太を落とすとかすれば、敵の被害は甚大になる。

（ふうむ。これは参考になりそうだな）

　記憶を喪なくしているから具体的にどこをどう参考にするのかと言われると困るのだが、ナーガは本能的に自分の城ならどうするかというようなことを漠ばく然ぜんと考えていた。




　屈曲した箇所を抜けて幅広の大通りに出た一行は、そのまま大通りを内ない城じようへ向かって進んでいく。

　街の規き模ぼに比して大通りを行き交う人の数が少ないような気がするのは、戦争の薫かおりを嗅かぎ取とった商人たちが街を出てしまったからだろうか。戦いくさが始まるといううわさが立てば訪れる商人も減る。入ってくる者が少なくなり、出ていく者が多くなれば、当然、城内にいる商人は数を減らすことになる。

（旅人も減るだろうし、宿屋など、商売あがったりだろうな。ってことは、俺おれたちのように外から街を訪れた者は歓かん迎げいされるかもしれないってことだが、宿に泊まって何日も興こう行ぎようを打つような余裕はなさそうだな）

　常設の店舗は通常どおりの営業をしているようだが、表の通りにも店の中にも、あまり客の姿は見当たらなかった。

　区画と区画のあいだの大きな四よつ辻つじには防御壁が用意されていた。いざというときは、あれを閉じて敵兵の進行を阻むのだ。そんな場所には、やはり櫓が建っていて、行く手を遮さえぎられた敵兵を攻撃できるようになっていた。

　あまり露ろ骨こつに見ていると怪しまれるだろうから、さりげなく、けれどしっかりと、ナーガは城内の防ぼう御ぎよ施し設せつの様子を観察した。




　やがて一行は内ない城じようの城門前までたどり着いた。

　隊長は内城の門を警護する兵に声をかけ、さらに奥へと進んでいく。

（こいつは幸運だな。街まち中なかの様子だけでなく、内城の中まで見られるとは）

　内城の通路は、それまでの道のように真まっ直すぐではなかった。迷路のように複雑に曲がりくねり、ところどころに行き止まりがある。行き止まりでない通路には防御門があって、いざというときに通路を遮しや断だんできるようになっている。

　防御側の櫓やぐらがあちこちに建っているのはこれまでと同様だ。通路は狭く、壁が間ま際ぎわまで迫せまっているので見通しは利かない。いくらナーガでも、これでは内城の縄張りを把握するのは難しい。それでも、歩数や曲がった角の数などを数えながら歩いた。

　魔女たちは物珍しそうに辺りを見回しているが、ナーガのように縄張りを調しらべようとする者はおらず、みな暢のん気きそうな足取りで歩いている。

　ほどなくして目的の建物へと着いたらしく、先導する隊長が足を止めて振り返った。

　そこに建っているのは三階建ての立派な石造りの建物で、警備の兵士も多い。兵の士気は高く、装備もよい物であるのをナーガは見て取った。

（つまり、ここにはお偉いさんがいると。しかし、石造りの建物か。今までそういうのはあまり見たことがないような気がする。石造り。石造りか。たしかに木造よりは頑丈だな。その代わり、造るのが大変そうだが）

　石造りの建物を間近で見たナーガは、またもや漠ばく然ぜんとだが、これは何かに使えそうだという印象を持った。
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　ナーガが代表して下か問もんを受けることになり、案内の兵士に連れられて建物の奥へと進んでいった。残りの者は控え室で待機だ。

「大丈夫でしょうか、ナーガさん。いきなり正体が露ろ見けんして取り押さえられる……なんてことはないでしょうか？」

　少し不安そうな顔で、アイスはヴィータに囁ささやきかけた。

（珍しいこともあるものじゃな。アイスがこんなふうに他人の心配をするとは）

　ヴィータも、聞こえるか聞こえないかといった声で応える。

「そこは心配せんでもいいじゃろ。そもそも正体が露見する理由がないわ」

「ですが、ナーガさん、砦とりでを奪ったあと、兵士の前に素顔を晒さらしましたから。ナーガさんの顔を覚えていた兵士が、あっ、貴様はこのあいだの！　などという展開にならないとも限らないわけで」

　そんなアイスの物言いに、ヴィータは思わず苦笑してしまう。

「気の回しすぎじゃな、アイス。奴やつは顔がん料りようで肌の色を細工しておるし、髪型も変えておる。話し方も全然違う。気がつく奴やつがいるとは思えんよ」

「だと、いいのですけど」

「万が一、ナーガの正体が露ろ見けんしたら、それは吾われらの正体も露見するということじゃから、その場合は大暴れするしかないのう。暴れて、ナーガを救い出し、街から脱出する。もっとも、そうなった場合は、こちらにも何人か犠牲者が出るやもしれんがの」

　アイスはごくりと唾を呑のみ込こみ、硬い表情で頷うなずいた。

「ま、そうならんように、ナーガの演技力に期待しておこうではないかえ。というより、彼あ奴やつなら確実にほしい情報を訊きき出して、素そ知しらぬ顔で戻ってくるわい。だいいち、そこのライバッハの正体がバレておらんのじゃから、ナーガの正体がバレるはずがないわ」

　名前を呼ばれたライバッハが大きく頷いた。

「ナーガ様なら大丈夫ですよ。必ず上う手まくやり果おおせますって」

「ですよね」

　強ばっていたアイスの顔がようやく綻ほころんだ。

「しかしアイスよ、まるで恋人を兵士に連れていかれたおなごのようじゃのう。それほどナーガの身の上が心配か？」

「え？　いええええ、何を仰おつしやっているのでしょう、ヴィータさんは。べべべ、べつにそういうことではなく、ナーガさんはわたしたちの、言わば指導者なのですから、心配するのは当たり前ではありませんか」












　アイスはそう言い張ったが、顔からも態度からも狼ろう狽ばいしているのがヴィータには丸わかりである。

（はっはっはっ、初うぶな奴やつめ）

「ほうほう、そうかや」

　ヴィータが生なま温ぬるい笑みを向けると、アイスはよりいっそう顔を赤らめ手を振り回す。

「そうです。そうに決まっています！」

「そうなのかや、レラ？」

「え？　あの……そうです、ね。わたしたちハインドラ一族にとってナーガさんの存在は今となってはとても大きいの、です」

　レラが慎重に言葉を選んでそう応えると、ケイやノノエル、クゥにイクシーヌ、リンネとリンナ、アルルカンが一いつ斉せいに頷うなずいたが、どの顔にも心配そうな気持ちが色濃く浮かんでいるのが見て取れた。

　それを見てヴィータは、くくくっ、と嗚咽おえつするように笑う。

（此こ奴やつら、ナーガに魅入られてしまったようじゃのう。まぁ吾われもその部類やもしれんが。人と魔女とが共に暮らせる世界なんぞというものが本当に実現できるのかどうか知らんが、少なくとも彼あ奴やつは夢を見させてくれた。夢を見てるあいだは幸せな気分に浸れるじゃろう。吾も吾の娘むすめも、ハリガンのところの娘もな。じゃから吾もナーガについていくことにした。おそらくハリガンも同じ気持ちなのじゃろうな。面白くも不ふ思し議ぎな男じゃ）





　５






　ナーガが案内されたのは兵士の詰め所、むしろ取とり調しらべ室しつと言ったほうが相応ふさわしい、じつに簡素な造りの部屋だった。

（まぁ、そうだろうな。どこの馬の骨とも知れない俺おれを客間に通すはずがない）

　狭い部屋の片かた隅すみに机と椅子があって、その前に床しよう几ぎが置かれている。椅子には軍ぐん務む服ふくに身を包んだ目つきの鋭い男が座っていて、歩み寄るナーガたちに一いち瞥べつをくれてきた。机の左右には警護の兵が直立不動の姿勢で立っている。

（なかなかできそうだな）

　警護の兵にちらっと視線を走らせたナーガは、そう感じた。

（さて、気を引き締めてかかるか）

　ナーガが気を引き締めようと思ったのは、正体がばれないように気をつけるという意味ではない。ナーガは最初から正体がばれることなどないと思っている。

　相手から上う手まく情報を引き出して、いま何が起きているのか、これから何が起ころうとしているのかを探らなければならない。その成果が自分と魔女たちの未来を左右するかもしれない。だから、気を引き締めて事に当たろうと思ったのである。




　案内役の兵士に従って男の前に進み出て足を止めると、男は椅子から立ち上がることもなく、そこへ座るようにと合図してきた。恭うやうやしく低てい頭とうしてからナーガは床しよう几ぎに腰を下ろす。

　男からは、ぴりぴりとした緊張感を感じる。

（俺おれを警けい戒かいしていやがるのか？　いや、そうじゃないな。もっと、こう、差し迫せまった大きな脅きよう威いがある感じか？　やはり戦いくさが近いという話は本当だったのか。しかし、こういう雰囲気が充満してると、俺まで反応してしまうが……そのほうがいいのか。何しろ俺は、街のお偉いさんの前に引き出された旅たび芸げい人にん一いち座ざの座長なんだから、緊張したり興奮したりするのが当然だな）

　などとナーガが考えていると、男は改めて品しな定さだめをするような視線を向けてきた。

「遠えん路ろ遙はる々ばる、ご苦労である。わたしは国王代理にしてグィスカル将軍殿の副官を務つとめているリガヤという者だ」

（国王代理……代理か。この国に何かあったのかな？）

　と疑問に思ったナーガだが、素そ知しらぬ顔で低頭した。

「あなたが座長ですな」

　言葉遣いは丁寧だが、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという印象だ。

「はい、あたし、座長のナガネ、申します」

「途中、エインの砦とりでへ立ち寄ったそうだが」

　リガヤは前置きも何もなしに肝心なところを訊きいてきた。

「はい。どうせ通りがかりです。この街へ来る前、一日か二日、砦詰めの兵隊さんに出し物を披ひ露ろうしよう思ったですが……」

「レンスールの街からはシュバイツ川沿いに来たのだな？」

「そうです」

「魔女たちの妨害には遭わなかったか？」

「いいえ、とくに。他に歩いている人いません。えらく寂しい思いしたです。あたしら、海を渡ってきたですから、当地の事情、よくわかりません」

　ナーガは視線を落として頭を掻かいた。もちろん演技だが、多少は申し訳なさそうに見えるだろう。

「いや、べつに咎とがめ立てているわけではない。が、そうか。シュバイツ川を歩いてきても、魔女に出で遭あわなかったか」

「はい」

「で、エインの砦には魔女がいたんだな」

「はい、いました。少しぎょっとしました。でも、酷ひどいことされることなく、追い返されただけで、あとで、胸、撫なで下ろしました」

「繰り返しになるが、もう一度、訊く。砦に何人くらいの魔女がいたか、わかるか？」

「応対に出た魔女、四、五人でした。でも入り口のところで追い返されたですから、中に何人いたかまでわかりません。すみません」

　きっとこの辺りは、すでに報告を受けているのだろう。リガヤは腹を立てるでもなく、がっかりするでもなく、淡々と言葉を継ついできた。

「そうか。ところで、応対に出た魔女の人にん相そう風ふう体ていを覚えているか？」

　そこは訊きかれるかもしれないと予想していたので、ナーガは思い出すふうを装よそおった。

「えぇと……蒼あお黒ぐろの長い髪の大柄な魔女、みなに指示出していました。あいつ、魔女の長おさかと思いました」

「そいつは、こんな奴やつか？」

　リガヤが合図をすると、警備の兵の一人が人相書きをナーガに見せた。そこには凶悪そうに笑う魔女の顔が描かれていたが、たしかにハリガンの雰囲気が出てはいた。

（あいつ、この人相書きを見たら、描いた奴をぶっ殺す！　って喚わめきそうだな）

「あ[image: ][image: ]、たしかに、そう、こんな奴だった、ような」

「なるほど。やはりハリガン一派か」

　リガヤがそう言うところを見ると、ハリガンは人間のあいだでも有名な魔女のようだ。

（まぁ、そうなんだろうな。今まで人間の攻勢の矢や面おもてに立って、そして攻勢を撥ね返してきたのは、ハリガン一党だって話だしな）

　ナーガは、大きな木で偶く人にん形ぎようを操あやつって、崖がけを登ってきたカサンドラ王国軍の兵士を蹴散らしたハリガンの戦いぶりを思い出す。

（前線で戦えば、敵の兵士に姿を見られることもあるわな）

「で、砦とりでの魔女どもは、何かの準備をしていなかったか？」

　というリガヤの声に、ナーガの思考は現実に引き戻される。

「いえ、とくに何かの準備をしてる感じ、ありません。城じよう壁へきの補強工事、してましたけど、かなりのんびりした雰囲気です。工具を放り出して酒を飲んでる奴、いました」

　リガヤは腕組みをして、ふぅむ、と低く唸うなった。

「魔女どもが、すぐにこちらの脅きよう威いとなることはなさそう……か。となると……」

　リガヤが考え込んでしまったので、ナーガはおとなしく彼の次の言葉を待つ。

　しばらく沈ちん思し黙もつ考こうを続けたリガヤだが、やがて顔を上げ、ナーガに訊いてきた。

「他に何か気がついたことはあったか？　なんでもいいんだが」

「気がついたこと……。そうですね、魔女は全員いい女です。着ている物、とても小さな布きれ。うちの一座に勧誘したい思いました……あ、すまないです」

　それまで表情を変えなかったリガヤだが、ナーガの言葉には苦笑を禁じ得ない。

「まぁ、おぬしの立場だとそう思うのも無理はないが……そうか」

　リガヤは何かに思い至ったようで、また考え込んでしまった。

（ふうん。頭ごなしに怒鳴られるわけではないのか。魔女を駆く逐ちくしようとしている奴らだから、もっと魔女のことを毛嫌いしているのかと思っていたが）

「おぬしらの一座、芸人は全員が女だそうだな。砦に寄ったとき、魔女の相手をしたのはおぬし一人か？」

「いいえ、一座の踊り子、一緒でした」

「なるほど。相手が女ばかりだったから、魔女も手出しをしなかった……という可能性もあるな」

（なに？　そうか、こいつらのほうからだと、そういう考え方もできるのか。それは気がつかなかったな）

「で、おぬしら、このあとはどうするつもりだ？」

　とリガヤはいきなり話題を変えてきた。

「できれば街まち中なかで興こう行ぎようを打ちたいです。できないと、ここまで来た意味がないです。できないと、大赤字です」

「そうか。可哀かわい想そうだが、それは難しいな」

「難しい、ですか」

　ナーガはがっくりと肩を落としてみせた。

「このあと、戦いくさが始まるかもしれん。この街を巡めぐってだ。兵も住民も、戦の準備に大わらわだから、踊りを見ている場合ではない。こちらとしても準備の邪魔になるような要素は排はい除じよしなくてはならんからな。おぬしらが興行を打とうとしても、許可するわけにはいかんのだ」

（やはり、かなり切せつ羽ぱ詰つまっているようだな）

　と思いつつ、ナーガはうなだれたまま力の入らない様子で応えた。

「ごもっともです。あたしら、レンスールの街に戻るしかないですね」

「来た道を引き返すのだな？」

「そうするしかないです。魔女のいる砦とりで、通るのちょっと恐こわいです。でも、来たとき何もされなかったです。戻るときも大丈夫……と思うしかないです」

　リガヤは真剣な面持ちで、じっとナーガに視線を注いでいる。

（なんだ？　まさか俺おれの正体を疑ったわけでもあるまいに。何を考えている）

「帰りがけにもう一度、砦に寄ってくれれば少し駄だ賃ちんを出せるのだがな」

「え？　はい？　ど、どういうことです？」

　演技半分ではあるが、リガヤの真意がわからないので、ナーガは本気で戸と惑まどった。

「魔女のところを訪れるような者は地元にはいないから、おそらく魔女の砦を訪れたのはおまえたちが最初で最後だ。となると、魔女はおまえたちの顔を覚えているに違いない。そうだな？」

「そうなります……ですか」

「だから我らの遣いとして、もう一度、エインの砦に寄る気はないかと言っている」

「な……なんですと!?」

　さすがのナーガも、リガヤの申し出の内容に驚きよう愕がくした。

「我らが使者を派は遣けんしても、魔女どもが話を聞くとは思えない。最悪、問もん答どう無む用ようで殺されるかもしれない」

（そんなことはないと思うが……こいつらにすれば、そう考えるのも無理はない。何せ、以前、教会の刺し客かくに命を狙われたこともあるとハリガンは言ってたものな。使者を装よそおった刺客だと魔女が考える……とこいつらは考えるわけだ。そりゃ自じ業ごう自じ得とくってもんだろ）

　そんな思いをおくびにも出さず、ナーガは相手の次の言葉を待つ。

「だから、おまえたちに使者を頼みたいのだ。行ってくれれば、報酬は出す。もっとも、ここまで来た旅費を補うだけの金額は無理だが」

「ですが……立ち寄ったとき、追い返されました。もう一度行く、でも、また追い返されるだけ思います」

「べつにおぬしに話をしてくれとは言わない。こちらが用意する文書を渡してくれれば、それでいい」

「あ……はい、それなら……可能かもしれないです」

　とナーガは首を捻ひねるが、実際は頭を忙せわしなく回転させている。

（何を伝えさせようというんだ、こいつら。まさか……確かめる必要があるな）

「どうせ通り道です。寄って渡すだけ、いいなら、引き受けさせていただくです」

「そうか。では手て筈はずを調ととのえさせる。おぬしも控えの間で待っていてくれ」

「わかりましたです」

　ナーガは何度も頭を下げながら部屋から退出していった。

　彼の姿が消えると、すぐにリガヤは背後に控えていた部下の一人を呼んだ。

「というわけだ。すぐに魔女どもに渡す文書を作成しろ」

「しかし、よろしいのですか、リガヤ様。あのような漂ひよう泊はくの者たちに持たせても？」

「かまわないよ。旅の芸人が魔女に捕まろうが殺されようが、我らには痛くも痒くもないのだからな」

「ですが、奴やつらがそのままトンズラする虞おそれもあると思います」

「もちろん、渡すのは持ち逃げされても惜しくない程度の端はした金がねだ。それで上う手まくいくなら儲もうけもの……だろう」

　リガヤはゆっくりと椅子から立ち上がった。

「魔女のほうはあくまで行きがけの駄だ賃ちん。それより、今の我らにとって直接の脅きよう威いは南下してくる魔女討とう伐ばつ軍ぐんだ。奴らが、それこそ行きがけの駄賃とばかりに我が王国を襲わないとも限らないのだからな。そのために準備を急がなくてはならない」

「は。了解であります。すぐに文書を作らせます」
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　控え室に戻ったナーガが事の次第を一同に話すと、皆、意外な成り行きに口をあんぐりと開けた。

「きゃつら、何を考えておる？」

　と吐はき捨てるような口調でヴィータが言った。

「想像すること、可能。停戦協定とか、その類たぐいの申し出ではないかと想像する」

　ヴィータは疑わしそうな顔になる。

「本気か？」

「俺おれ、本気でそう考える」

「あぁいや、そうではなく。カサンドラ王国の連中は本気なのか、という意味じゃが」

「それは実際に何をどう伝えてくるか次第」

「でもさ、考えてみると可お笑かしいよね」

　と言って、イクシーヌはくすくすと笑う。

「文ふみを預けるわたしたちが、文書を渡そうとしている魔女なのにさぁ」

　ナーガは手を上下に動かして、イクシーヌを注意した。

「もっと声を落とす、イクシーヌ。誰だれか聞き耳立てているかもしれない」

「あ、すみませぇん」

　イクシーヌは慌あわてて自分の口を手で押さえた。

「たしかにイクシーヌの感想には同意する」

　ヴィータが、ぎょろりとした目をナーガに向ける。

「つまりナーガは文書を届けるのじゃな？」

「届ける。届けて中身確認する。どう対応するかハリガンと相談する。今度は正式の使者、砦とりでに留とどまっても怪しまれることない」

「たしかに、奴やつらが何を言うてくるのか興味があるの。喜んで届けるとするか」

　というヴィータの言葉で結論が出た。




　そうして待つこと、四し半はん時どきあまり。

　リガヤが部下を引き連れて控えの間まに現れた。

「それが魔女どもに届けてもらう文書だ」

　リガヤの部下が蝋ろうで封ふう緘かんした文書をナーガに手渡した。

「おまえたちは渡すだけでいい」

「承知いたしたのです」

　ナーガはリガヤに向かって深々と頭を下げつつ、こんなことを思った。

（どうも意外な展開になってきたな。だが、これは使える。いや、これを使わなくてどうするって好こう機きが到とう来らいしたってことだろ）
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　ナーガたちの旅たび芸げい人にん一いち座ざは、途中の砦まで警護の兵に守られて進んだ。

　砦に着くと警護兵はこう言ってきた。

「ここから先、自分たちの存在はむしろ邪魔になるだろうから、我々はここまでだ」

　兵士の腰が引けているのは見え見えだが、ナーガたちにしても、兵士についてこられるのは避けたいから、

「ここで充分です。ありがとうございましたです」

　と頭を下げておく。

　そうして砦とりでをあとにしたナーガたちは街かい道どうを南下し、エインの砦に戻ってきた。

　見張りがいるかもしれないので、念のために外からの訪問者という態度で、現れた魔女二人──「天てん眼げん」を駆使して砦周辺を哨しよう戒かいしていたセレナと、もう一人、ナッシサス──に声をかけた。

　すでにナーガたちの接近を察知したセレナがナッシサスを連れてここまで出向いてきたのだが、よそよそしいナーガの態度ですぐにピンときたようだ。外部の者を招き入れるという体ていで一同を砦の中に連れていった。
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「なんと、そんなことが!?」

　砦の住居棟の一室でナーガたちと向き合ったハリガンは、一通り説明を受けると、驚きに目を見開いた。

「ってことで、預かったこの文書に何が書いてあるか知りたくて魔女の長おさに届けに来たってわけだ」

　レラに呪じゆ符ふの効きを戻してもらったから、魔女たちにはナーガの喋しやべりはいつものように聞こえている。

「そうか。では、早速、開封するか」

　ナーガから文書を受け取ると、ハリガンは無造作にそれを開封した。

　中から文章が書かれた紙を取り出したハリガンは、素早く文面に目を通す。

「ふむ。ナーガの予想どおりだな。しばらく敵対行動を中止しないか、ということが回りくどい表現で、なおかつ上から目線で書かれておる」

「やっぱりそうか」

「しかし、物言いは偉そうだが、カサンドラ王国が吾われらにこんなことを言ってくるとは、奴やつらもそうとうに切せつ羽ぱ詰つまっているようだな」

　と言うハリガンは複雑そうな表情だ。

　そうだな、とナーガは頷うなずいた。

「俺おれたちにさんざん負けた挙げ句、砦まで奪われたあとだ。三千、四千の大軍に自国領を脅おびやかされるとなれば、弱り目に祟たたり目め。藁わらをも掴つかみたくなるのも無理はないな」

「吾らは藁か」

　とハリガンは不機嫌そうな顔になったが、ヴィータは愉快そうに笑った。

「はっはは、どちらかと言うと藁わらよりも毒饅まん頭じゆうじゃろうな」

「笑い事か！」

「おお。ヴィータ、上う手まい喩たとえをするな」

「ナーガも！　誉ほめてる場合か！」

「そうカリカリするなって、ハリガン」

「しかしナーガよ、これまでさんざん吾われらを苦しめておいて、いざ自分たちが苦く境きように陥おちいるや掌てのひらを返すように不戦を提案してくるなど、不ふ誠せい実じつ極まりないだろうが。カサンドラ王国など攻め滅ぼされてしまえばよいのだ」

「連中が不誠実だというハリガンの指摘には賛同するがな、こういう展開になったんだ、それを利用しない手はない」

「利用？　どう利用すると言うのだ？」

「恩を売る好こう機きだろ？」

「恩？　奴やつらの申し出を受けて恩を売ると？　そんなことをしてどうなる？　カサンドラ王国軍と他国の軍が戦って消耗してくれたほうが吾らにとっては有利ではないか」

「短期的にはそうかもしれないが、長期的には俺おれたちの有利にはならんぞ」

　というナーガの言葉に、ハリガンは眉を顰ひそめ、不ふ審しんそうな表情になる。

「そう……なのか？」

「攻めてくる軍勢に関しては断だん片ぺん的てきな情報しかないので断定はできないが、リガヤという副官は教会が主導していると言っていた。もしカサンドラ王国が敗れて滅ぶようなことにでもなれば、俺たちは教会主導のその軍勢の圧力をもろに受けることになる。というより、奴らはカサンドラ王国軍に勝った勢いのまま進撃してくるだろう。そんな事じ態たいになれば」

　ナーガは小さく肩をすくめてみせた。

「せっかく奪ったこの砦とりでを放ほう棄きするしかない。また森まで逆戻りだ。森を守れるかどうかすらわからない」

「しかし……吾らが不戦に応じたところで、カサンドラ王国軍が味方になるわけではない。奴らが討とう伐ばつ軍ぐんと戦ってくれるわけでもない」

「そこは、やりよう次第だな」

「ど……どういう意味だ？」

「戦わなくとも、仲良くはなれない状況を作っておけば、こちらの利益になる」

「な……なに？」

「どういうことじゃ、ナーガ？」

　ハリガンもヴィータも他の魔女も、怪け訝げんそうな顔をナーガに向けてきた。

「つまりだ、カサンドラ王国と魔女討伐軍が睨にらみ合あってくれれば、討伐軍の作戦に制約ができるだろう？　全軍でこちらに攻め寄せることができなくなる。カサンドラ王国の向こう背はいを見極めるまでは迂う闊かつに動けない。当然、砦攻めの軍事行動は遅れる。稼いだその時間で迎げい撃げきの準備を進め、万全な態勢で迎え撃とうと、そういう狙いだ」

　ハリガンは、なるほど、と頷うなずいたが。

「しかし、カサンドラ王国が討とう伐ばつ軍ぐんと手打ちをしてしまわない保証はないだろう？」

「そう、保証はない。どころか、苦く境きように追い込まれたカサンドラ王国が、早々に手打ちをしてしまう可能性はある」

「だったら、それを頼りに策を考えてはいかんのではないのか？」

「だから他た力りき本ほん願がんじゃなく、自力でその状況を作り出し、そして長引かせる」

「いや……意味がわからんのだが」

　ハリガンが情けない顔をヴィータに向けると、彼女も弱々しく首を左右に振った。

「吾われにもわからんのう。もそっと具体的に、わかり易やすく説明してくれんか、ナーガ」

「それはな、こういうことだ」

　ナーガは己の腹の内を明かし、そのための作戦を説明した。




「……ってことで、俺おれたちがカサンドラ王国軍を装よそおって討伐軍部隊にちょっかいを出せば、両者はのっぴきならない関係に陥おちいるだろ？　討伐軍にすれば、カサンドラ王国軍に攻撃されたんだし、一方、カサンドラ王国からすると、討伐軍がありもしないことを言い立てて難癖つけてきたとなるんだからな。もう手打ちなんか、できないだろ」

　魔女たちは全員が呆あきれ果はてたという顔で力なく首を横に振った。

「ぬしは本当に人が悪いのう」

　とヴィータが呆れた顔で言うと、ハリガンは大きく頷いた。

「まったくだな。悪あく逆ぎやく非ひ道どうなどと言われる吾ら魔女も、ナーガの前に出れば、純じゆん真しん無む垢くな赤子同然ではないか？」

「ナーガさんて、かなり悪あく辣らつだよね」

　と、今度はケイが続いた。

「いやいや、悪辣じゃないだろ？」

「そうですね。かなり悪辣というのは言い過ぎかな、ケイちゃん」

「アイスはよくわかってるな」

「限りなく悪逆無道と言ったほうが」

「悪くなってるよ！」

「いったいどうやったら、そんな非道なことを思いつけるのかのう」

「やはり人柄のせいなのか」

「ヴィータもハリガンも、酷ひどいこと言うな」

「酷くはないじゃろう。事実そのとおりじゃと思うがな」

「いや、このくらいの策はふつうなんだよ」

　ハリガンはジト目になって頭を引いた。

「本当か？」

「たぶんな」

「適当だな」

「ナーガがどれほど悪あく辣らつかはさておき、じゃな」

「おくなよ」

「それで本当に上う手まくいくのか、ということが肝心じゃろう。成せい算さんはあるのかや？」

「……死中に活を求めれば道は拓ひらけるものだぜ、ヴィータ」

「ないのか！」

「ないわけじゃないが、まぁ出たとこ勝負ではあるな。今までだってそうだったろ。二千を相手にして戦おうとしたとき、おまえたちは必ず勝てると思ったか？」

　というナーガの指摘にハリガンが応えた。

「むう。そうだな。やってもみぬうちに、どうせ無理だと達たつ観かんしてしまうのが、吾われら魔女の悪い癖なのかもしれんな」

「そうだぜ、ハリガン。やってみればいいんだ。それで駄目ならやり方を変えればいい。それでも駄目なら」

「駄目なら？」

「逃げればいい。逃げて、また一からやり直せばいいのさ」

　そう言ってナーガは、くかかか、と笑った。

（そんな考え方もあるのか。まったくこいつときたら）

「おぬしの感覚、常人には……いや、魔女にもとうてい理解できん。馬鹿もそこまで突き抜けると、もはや天才と変わらんのかもしれんな」

　と言って、ハリガンは失笑にも似た乾いた笑いを漏もらす。

「ナーガ様の場合、天才と言うより、どちらかってえと天災じゃねえですかね。とくに、敵にとっては」

　ライバッハがそう言うと、居合わせた魔女は思わず顔を綻ほころばせ、笑い声を上げた。

　敵にとっては天災とも呼べる恐ろしい存在。裏返せば、それは味方にとっては頼もしい存在だということ。事実、攻め寄せたカサンドラ王国軍は吹き荒れる暴風のようなナーガの威力に一いつ蹴しゆうされたではないか。そのことを思い出した魔女たちは、未来への希望が閉ざされたわけではないと自分に言い聞かせた。

「ってことで、カサンドラ王国と討とう伐ばつ軍ぐんが手打ちをしなければ俺おれたちが準備を進める時間が稼げるわけだよ、ヴィータ」

「うむ……そうじゃな」

「なんだ？　まだ何か懸け念ねんがあるのか？」

「これに関しては、まぁ納得したがの。もう一つ、別の懸念があるんじゃよ」

　ナーガは目を細めて先を促した。

「もう一つ？　それはなんだ？」

「ぬしがカサンドラ王国で仕入れた情報の中に、教会直属の部隊が討伐軍にいるという話があったじゃろ。つまり、レンスールの街で仕入れた噂うわさ話ばなしが裏付けられたわけじゃ。奴やつらは手て強ごわいぞ？」

　ナーガは真剣な面持ちでヴィータのほうへ身を乗り出した。

「それほどか」

「うむ。吾われも噂うわさしか知らんから確たることは言えんがの、教会直属の戦闘部隊は、ふつう旅団と呼ばれておって、その兵士はみな白銀しろがねの鎧よろいを着ておるらしい。白銀は魔法への耐たい性せいが高い金属じゃから、吾らの魔法、いつもより効きが鈍るやもしれんのだ」

「どの程度鈍るものだ？」

「それこそ、やってみなくてはわからん。一人二人ならともかく、全員が白銀の鎧という部隊と闘ったことなど、ないでのう」

「そうか……出たとこ勝負か」

　ナーガは難しい顔で低く唸うなったが、

「他にも気になることはある」

　というヴィータの言葉に顔を上げた。

「旅団には幾つかあってな。吾が聞いただけでも七つ、八つはあったと思う。じゃから、今回ここに来るのがどの旅団なのか気になっての」

「ヴィータの話は、旅団によって戦闘力に差がある……という理解でいいのか？」

（相変わらず理解が早いのう）

「そうじゃ」

「ヴィータが気にしているのは、どの旅団だ？」

「とくに強力だという噂があるのは三つくらいじゃが、とりわけ『八はち八はち旅団』と称されておる部隊が厄介らしいのう」

　ヴィータは、これも伝え聞いた話じゃがの、と断って、八八旅団の名前の由来になった籠ろう城じよう戦の話を披ひ露ろうした。

「ほほう。それは凄すさまじい戦いくさぶりだな」

　ナーガは感心した顔で唸った。

「じゃから、もし攻めてくるのが八八旅団だと苦戦は免まぬがれんじゃろうなと思うての」

「教会の部隊が、その八八旅団なのかどうかを確かめておく必要があるな」

「調しらべておくって、どうやってじゃ？」

「一人、二人、兵を攫さらって訊きくか？」

「過激じゃのう」

「おまえに過激と言われると、なんか違和感あるな」

「どういう意味じゃ!?」

「いや、大した意味はないから気にするな」

「リンネとリンナに、兵の話を盗み聞きさせればわかるのではないか？」

　とハリガンが提案してきた。

「……そうだな、そのほうが穏おん便びんか。兵を攫うと警けい戒かいされる虞おそれもあるしな。あとで奇き襲しゆうをかけることを考えると、警けい戒かいされていないほうがいい。とはいえ、リンネとリンナを忍び込ませるのには討とう伐ばつ軍ぐんの部隊配置を探る必要がある。その辺は、例によってユウキやセレナに頼むしかないな」

「仕方がないわね。まぁ、やってやるけど？」

（どうしてユウキの奴やつ、あんなに高たか飛び車しやなんだろうなぁ）

　とケイがノノエルに囁ささやくと。

（いつも高いところを飛んでいるからではないですか？）

（ノノエル、上う手まっ！）

「そこ！　なにごちゃごちゃ言ってるの!?」

　眉を吊つり上あげてユウキが二人を睨にらんだ。

「なんでもなぁい～」

「なんでもありませんです～」

　ふんと鼻を鳴らしてユウキは顔を戻した。

「とりあえず明日から、定期的にカサンドラ王国の王都付近まで飛ぶわ」

「では、わたしはセレナを連れて王都近くに仕込んだマンテラまで飛ぶとしましょうか」

　とエリュシオーネが提案した。

「王都近辺に行けば、見回り兵もいるでしょうし、何か聞けるのではないですか。それに少しマンテラの数を増やせればとも思いますし」

「そうだな。エリュシオーネが飛べる地点が増えれば、後々、便利になる。目星をつけておけば、運ぶのも楽だな。頼むわ、エリュシオーネ」

　ナーガが軽く頭を下げると、エリュシオーネは、びくっ、と上体を引いた。

「あ……ええ、た、頼まれました」

（なんか……この人に頭を下げられると、ドキっとする）

　そんなエリュシオーネの困惑など知らぬまま、真面目な表情に戻ったハリガンがナーガに顔を向けた。
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「ところで、返事はどうする？　できれば返事をくれと書いてあったが」

　ハリガンがナーガにそう訊きくと、彼はあっさりと答えた。

「こちらから手出しをするつもりはないと言っておけばいいだろう」

「そんな曖あい昧まいな返事でいいのか？」

「この場合、曖昧なほうがいいんだよ。ただ、そうだな、そちらから手を出さない限り、と付け加えておくか」

　腕組みしたハリガンが、ふうむ、と唸うなった。

「そういうものか。駆け引きというのは難しいものだな」

（そんな難しいものじゃないんだがな。おまえたち魔女が、今まで駆け引きをしなさすぎだったんだ）

「返書はここを見張ってる部隊に渡せばいいと書いてあるんだろ。適当に作って見張りの部隊に届けてやればいい」

「返書を届けに来た魔女を捕まえてやろう……なんて思っていませんか？」

　とアイスが訊きいてきたが、ナーガは自信満々で否定した。

「奴やつらも物もの見み部ぶ隊たいの一つや二つでおまえたちを捕まえられるだなんて思っちゃいないさ。そんなことができるなら、奴らは戦いくさに勝ってる」

「そうよな。十人、二十人程度が相手なら、こちらは二、三人もいればなんとでもなる。ということで、レラ。すまんが返書を認したためてくれ。で、書き終えたら、ケイやクゥと共に物見部隊のところへ届けてくれ。どこに潜ひそんでいるかは、セレナが探ればわかるだろう」

「わかりました姉あねさ、ま」

「それはそれとして。ハリガン、一つ頼みたいことがあるんだ、誰だれかをレンスールの街に遣やってもらえないか」

「またレンスールの街に？　何をしに行く？」

「あそこで奴ど隷れいが売られているのを見かけた」

　というナーガの言葉に、ハリガンは怪け訝げんそうな顔になる。

　彼女だけではない。他の魔女たちもライバッハも、ナーガが何を言おうとしているのかわからず、みな怪訝そうな、あるいは不ふ思し議ぎそうな顔だ。

「たしかにそういうこともあるだろう。あそこは港町だけあって、交こう易えきが盛んな場所だ。そして売り物は食糧や物に限らない」

「ところで、おまえたちのところから持ち込んだ小道具やら宝ほう飾しよく品ひんやらは高く売れたぞ」

「……らしいな。というか、それは先日、おぬしらがここに寄ったとき、アイスやレラに簡単な報告を受けたが……」

　ハリガンの顔に浮かんだ怪訝そうな色合いは、ますます濃くなっていく。いまや怪訝というより疑念といったほうがいいくらいだ。

「すまないが、倉庫にある小道具や宝飾品を大量に売って金に換えてくれないかな」

「はぁあ？　おぬし、いったい何を言っておる？　何を考えておるのだ!?」

「できればヴィータのほうにも協力してほしいんだがな」

　と言われ、ヴィータも困惑を隠せない。

「じゃから。売って金に換えて、何を買うという……ん？　……奴隷？　まさか、おぬし奴隷を買おうと言うのではなかろうな」

「おお、よくわかったな、ヴィータ」

「なんじゃと、貴様！」

「な、何を怒っているんだ？」

「この危き急きゆう存そん亡ぼうのときに、若い女の奴隷を買って何をしようと……いや、何をさせようと言うのじゃ!?」

　ゆらり、とアイスが立ち上がった。

「ナーガさんてば、そうですか。そんなことを考えていたんですか」

　そういえば、とケイが何かを思い出すように宙を見上げた。

「あのときナーガさん、しきりに奴ど隷れいのことを訊きいてたよね」

「見損なったぞ、ナーガ」

　ハリガンの髪が、ぶわっと持ち上がった。

「ちょおっと待て待て待て！　おまえら、何か勘違いしているぞ！」

「何をどう勘違いしていると言うのだ!?」

「だから。俺おれは奴隷を買おうとは考えているが、女の奴隷じゃない。男の奴隷だ。それも屈くつ強きようそうな男を、だ」

「まさかナーガさん、そちらの趣味がっっ[image: ]」

「想像を逞たくましくするんじゃねえ、アイス！」

「……違うのですか？」

「ああ、もう、こいつらは。どうして人の言うことを素直に聞けないかな」

　ナーガは頭を抱えてしまった。

「ぬしの日頃の行いに問題があるからではないのか？」

「ですよねぇ。いきなり湯ゆ殿どのに降ってきて、入浴中の姉あね様さまのおっぱいを揉もみまくったナーガさんが奴隷を買うと言えば、女の奴隷を買って、あんなことをしよう、こんなことをさせようと思っているとわたしたちが思うのも無理はありませんよね？」

「い、いや、アイス、そのことはもう……」

　ハリガンは顔を赤らめてアイスを窘たしなめた。

「えぇ──っ。ナーガ様、そんな羨うらやましいことを？」

　ライバッハは羨ましそうな顔をハリガンに向けた。

「そっ、そういう目で吾われを見るな！」

「ハリ姉ねえ、もうナーガさんにおっぱい揉まれてたんだ!?　羨ましい[image: ][image: ]。なぁ、ノノ？」

「いえぇえ？　べっべつに羨ましいとか、そんなことは全然ありませんです、ええ」

「だから。誤解を受けるようなことを言うなと！」

　ハリガンは視線だけで人を殺せそうな凄すさまじい目つきでアイスを睨にらんだ。

「え？　でも、事実ですし。目撃者のユウキが、はっきり言っていましたよ？」

　いきなり名前を出されたユウキは慌あわてて顔を背け、目を逸そらせる。一方、アイスやレラ以外の事情を知らなかった魔女たちはジト目になって頭を引いた。

「だから違うと言うに！」

「ハリガン」

「な……なんだ、ナーガ？」

「勘違いした相手に自分の言うことを聞いてもらえない悲ひ哀あい、少しはわかったか？」

「わかったが……奴ど隷れいを買って欲望を満たそうとするおぬしにしたり顔で指摘されると、猛もう烈れつに腹が立ってくるな」

「どんだけ信用ないんだよ、俺おれは」

　ナーガは情けない顔でため息を吐つく。

「だから。さっきも言ったけど、買うのは男の奴隷だって」

「男の奴隷を買って何をする気じゃ、ぬしは？　砦とりでの補強工事を手伝わせるのか？　たしかに人手があれば工事も捗はかどるじゃろうが、今さら多少の補強をしたところで意味はなかろうに。おぬしもそんなことを言っていなかったか？」

「もちろん、そんなことには使わねえ。そいつらは兵士として使うんだよ」

「なんじゃと!?」

　ヴィータが驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめ、すべての魔女が、そしてライバッハが、驚きに目を見開いてナーガを見つめた。

「いくらおまえたち魔女が一騎当千だといっても、数が少なすぎる。相手は三千、四千の大部隊なんだからな。それに大きな戦いくさを続けるとなれば、兵ひよう糧ろうや武器、防具を運ぶ人手が要る。戦が激しくなれば、斬り合い、叩たたき合あいになる場面も出てくる。おまえたちの中には肉弾戦ができる奴やつもいるが、基本的には離れた戦いのほうが得意だろ。となると、弓を射る者も必要だし、剣や槍やりを持って敵陣に乗り込む者も必要だ。そういう兵士を手っ取り早く調ちよう達たつしようっていうことだよ」

　ナーガの説明を聞き終えても、みな口をあんぐりと開けたまま声を発しない。

「何をそんなに驚いているんだ。戦ってのは本質的に質より量なんだ、兵数を揃そろえるのは基本中の基本だろうが」

　ハリガンはヴィータを見やり、ヴィータもハリガンを見ている。

「そういうものなのか、ヴィータ」

「吾われも大おお戦いくさなどしたことがないでのう。吾に訊きくな」

　気を取り直したハリガンは改めてナーガに向き直った。

「しかし、奴隷を買ったとして、そいつらが、はいそうですかと、吾らのために戦うか？　抵抗したりはせんものか？」

「奴隷にしたら、自分を買ったものが自分の主人だろ。相手がどこの誰だれだろうと関係ない。そうだろ？」

「それは……そうかもしれんが」

「だったら、おまえたちが主人だろ。それとも、奴隷の売り買いは人間同士に限るなんて決まりでもあるのか？」

「いや、ない……はずだの」

「だったら、どこにも問題はねえ」

「そんなふうに胸を張られてものう」

「奴隷なんてえのは惨みじめな境きよう遇ぐうだ。ちゃんとした飯と温かい寝床を用意してやれば、むしろ奴やつらは感謝すらするだろう。戦いくさで手て柄がらを立てれば奴ど隷れいの身分から解放してやると言えばがむしゃらに働くだろう。奴隷にしたら主人が人間か魔女かなんて、大した問題じゃないはずだ。奴らにとって大事なのは、自分がどう扱われるかだけだよ」

「奴隷の気持ちを知っているような物言いじゃな」

　と揶や揄ゆ気味にヴィータが言っても、ナーガは平然と、そして胸を張って応えた。

「知ってはいないが、想像はできる。俺おれたちは真っ当な方法で兵士を増やすことはできないんだから、奴隷を兵士として使うのがいちばん簡単で手っ取り早い。そうだろう？」

「言われてみれば……そうやもしれんのう」

「というわけだ、ハリガン。倉庫にある小道具類や宝ほう飾しよく類るいをレンスールの街まで運んで金に換えて、兵士として使えそうな奴隷を買ってもらいたいのさ。ヴィータも協力してくれるとありがたい」

「それはいいが……里から荷を運んでくるのに時間がかかるの」

「そうか、エリュシオーネがいないから……」

「いや、この場合、奴がいても役には立たんよ。奴は物は運べんからの。じゃから、吾われも奴と飛ぶときにわざわざ服を脱いでいるのじゃ」

「だったな。たしかに荷に車ぐるまに積んでここまで持ってくるとなると時間がかかりすぎる」

「なら、ユウキを使おう」

　ずっと不自然に顔を背けていたユウキだが、全員の目が自分に向いたのを感じ取って、仕方なく顔を戻した。

「いいけどさ。でも、わたしの飛ひ空くう挺てい、それほど大量に物を載せられないから、何往復もしなくてはならないけど？」

「かまわんよ。それでも荷車に載せて運ぶよりは早かろう。ただし。やはり品しな定さだめをする者が必要になるが」

　ユウキは不ふ服ふくそうに頬ほおを膨ふくらませたが、渋しぶ々しぶといった体ていで、まぁたしかに、と応えた。

「わたし、価値がある物かどうかなんて判断できないわね」

「そこは吾が森へ戻るしかなかろう。で、奴隷は何人くらい揃そろえればいいのだ？」

「奴隷がどの程度の値段で買えるのかわからないし、おまえたちの小道具や宝飾類がどのくらいで売れるのかもわからないから、それも出たとこ勝負だ。代金で可能な限り集めてくれとしか言えないな。最低でも百人くらいはほしいが、兵士として使えそうな奴隷がそんなに売られているかもわからないしな。最悪、十人、二十人でもかまわないさ」

「そうか。臨りん機き応おう変へんに、というわけだな」

「そういうわけだ。で、肝心の調ちよう達たつ担当者だが……」

　ナーガはその場に居い並ならぶ魔女たちの顔を見回した後、一人のところで視線を留めた。

「物品の売却もだが、奴隷の見極めと購入、やはりライバッハに任せるしかないな」

　ライバッハはきょとんとした顔になり、自分で自分を指さした。

「へ？　俺が、ですかい？」

「そうだよ。実際に兵を率ひきいて戦場に立っていたおまえなら、兵士として使えるかどうかがわかるだろう？」

「それは、まぁ、そうっすね」

「逆に言えば、魔女にはわからない。そうだな、ハリガン？」

　ハリガンは肩をすくめて応えた。

「そうよな。吾われらは剣や槍やりを振り回すことなどないし、どんな者なら兵士として相応ふさわしいのかなど、さっぱりだ」

「というわけだ、ライバッハ。レンスールの街での兵士の調ちよう達たつ、おまえに頼んだ」

「わかりました。やり遂げてみせますわ」




　この後、ナーガが中心となり、改めて各人の担当任にん務むを決め、話し合いは終わった。
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　翌早朝──。




　返書を認したためたレラが、ケイ、クゥ、ノノエル、セレナを連れて砦とりでを出ていった。

　残りの魔女は森の隠れ里にある道具や宝ほう飾しよく類るいをエインの砦まで運んだり、討とう伐ばつ軍ぐんを迎げい撃げきするための準備に奔走したりと、慌あわただしく立ち働いた。




　レラたちは捜し出した物もの見み部ぶ隊たいの隊長に返書を渡してあっさりと戻ってきた。

　レラから報告を聞いたナーガは頭の中であれこれと計算する。

（さて、どのくらいの猶ゆう予よができたかな。魔女討伐軍がカサンドラ王国まで進軍してきたとしても、そう簡単には動けない状況になっているはずだから、十日やそこらは稼げたと思うんだが。足りないようなら、いよいよカサンドラ王国軍を装よそおって討伐軍部隊を襲うとするか。それで稼いだ時間を利用して、万全の態勢で討伐軍を迎え撃つ準備を調ととのえておきたいものだな）
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　ただでさえ全部隊の準備が調ととのうまで待ってはいられないと焦じれていた八はち八はち旅団の旅団長ジュエルジュードは、カサンドラ王国の不ふ穏おんな動きを知って焦りの色を濃くした。

（もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもならん。すぐにも進しん発ぱつし、カサンドラ王国の王都近辺まで進出しなくては。ろくな準備もしてこない愚ぐ図ずどもにかかずらっている場合ではない）

　決断を下したジュエルジュードは、準備が調ととのった部隊だけを引き連れ、旅団を進軍させることにした。

　そうしてグランビスタ近きん郊こうを出しゆつ立たつした八八旅団を中心とする魔女討とう伐ばつ軍ぐん第一陣は、カサンドラ王国の王都を望む地点まで進出してきたところだった。

　今後の方針を決めるため、ジュエルジュードはそこでいったん行こう軍ぐんを停止させた。
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　第一陣の陣容は、レキッソスの街が送って寄よ越こした五百とサント・ゼッファの街の二百、メルガスの街の四百で、合計千百だ。西さい果はての半島の都市国家は規き模ぼが小さく、したがって動員兵力も少ない。これでも頑張ったほうだと言えるだろう。

　八八旅団と合わせて、第一陣の兵力は千六百ということになる。

　第二陣の兵力は千二百だが、そちらは少し遅れている。

　残りの七百は戦意も低く準備もそうとうに遅れていたので、輜し重ちよう部隊の役割を振られた。おそらく、まだグランビスタ近辺にいるはずだ。




　ジュエルジュードは簡かん易い陣じん地ちを築かせ、そこに第一陣の諸しよ将しようを召集した。

　すでに夕刻に近く、雲の合間から覗のぞく太陽の位置はだいぶ西に傾いており、陽光も赤く変わっている。

　神の旅団を示す紋もん章しようが描かれた大だい天てん幕まくに、ジュエルジュードと彼の幕ばく僚りよう、各国の諸将が集結した。

　巨漢のジュエルジュードは、ふつうに立って歩くと天幕を支える梁はりに頭が届きそうなるので、彼は天幕内では腰を屈かがめて移動しなくてはならなかった。

　ジュエルジュードを含めて全員が鎧よろい姿だ。

　並べられた床しよう几ぎに一同が腰を下ろすのを待って、上座に座ったジュエルジュードが腹に響く声で彼らに呼びかけた。

「では始めよう。まず、今後の方針だが」

　そこで言葉を切ったジュエルジュードが諸将の顔を見回した。

「我が八八旅団はエインの砦とりで奪だつ回かいのため、このまま先へ進む」

　ざわりと諸しよ将しようが色めいた。

「貴き殿でんらの部隊は、カサンドラ王国の押さえとして残っていただきたい」

「ジュエルジュード殿、よろしいか？」

　レキッソス王国の派は遣けん軍を指し揮きするリュウム将軍が発言を求めた。

「なんですかな、リュウム殿？」

「貴軍だけで進むと言うのですか？」

「そうです。魔女は一いつ刻こくも早く討とう滅めつしなくてはなりませんからな」

（大丈夫なのか）

　と思わないでもないリュウムだが、八はち八はち旅団の旅団長に向かって、貴軍だけで大丈夫なのか？　とは言えない。そこで搦からめ手てから攻めることにする。

「ですが、カサンドラ王国が不ふ穏おんな動きを見せている今、それを放っておいて貴軍だけで進むというのは、少し危うくありませんか」

　しかし、ジュエルジュードは彼の指摘など歯し牙がにもかけない。

「そのために貴殿らに残っていただくのです。まさかカサンドラ王国も我らを攻撃しようとは思っておりますまい。討とう伐ばつ軍ぐんが領内で狼ろう藉ぜきを働かないか、それを心配しているだけでしょう。討伐軍に兵を出してしまうと領内を見張ることもできなくなる。だから兵を出し渋っていると、そういうことです。貴殿らには、カサンドラ王国軍の動きを見張ると共に、彼らに貴殿らが悪意なきところを見せていただきたい」

　そう言ってジュエルジュードは豪快に笑ってみせた。

「そうすれば、彼らも安心して兵ひよう糧ろうの調ちよう達たつに精を出せますからな」

（たしかにジュエルジュード殿の言われるとおりかもしれんが。それに魔女と干かん戈かを交えなくても済むのは、我らにとって悪い話ではないが）

　そう思うものの、リュウムにはリュウムなりの危き惧ぐがある。

「そこです。肝心の兵糧は本当に大丈夫なのでしょうか？　カサンドラ王国の連中、素直に供きよう出しゆつに応じますかな」

「まぁ、大丈夫でしょう」

　その点に関しては多少の危惧もあるが、ジュエルジュードとしては、ここは大丈夫だと言い張るしかない。

「しかし、我らはあと二、三日分の兵糧しか持っていませんぞ。もしも連中が兵糧を出し惜しみするようなら、力尽くで調達せねばなりません。あるいは撤てつ収しゆうするしか」

　リュウムは、カサンドラ王国が兵糧を出さなかったら強ごう奪だつしてもいいか？　と訊きいているわけだ。同時に、それが駄目なら兵を引ひき揚あげるぞ、とジュエルジュードを半ば脅してもいる。

（引き揚げたいなら勝手にすればいい。元々、俺おれが望んで来てもらったわけではない）

　と腹立たしく思うジュエルジュードだが、それを口に出してしまうほど世せ間けん知らずでもなかった。

「カサンドラ王国が兵ひよう糧ろうを出し渋るようなら、『出さないのなら力尽くで調ちよう達たつするぞ』と言ってやればよろしい。すぐに供きよう出しゆつに応じるでしょう。まずは交渉。行動に出るのはそのあと……ですよ」

　神の軍団の団長としては強ごう奪だつの推すい奨しようなどできないから、いちおうそう言っておく。リュウムとしても、最終手段として「力尽くでの調達」を認めさせたも同然だから、それ以上は押さない。

　リュウムはサント・ゼッファ軍とメルガス軍の指し揮き官かんと顔を見合わせて頷うなずき合った。

「承知いたした。我らはカサンドラ王国の押さえとしてここに残り、今後の作戦行動に備えて兵糧を調達しておきましょう」

（今後の作戦行動だと？　洒しや落ら臭くさいことを言う）

　ジュエルジュードは内心でせせら笑ったが、もちろん表情に出すことはなかった。

　リュウムの言う「今後の作戦行動」とは、黒い森への侵攻のことだ。エインの砦とりでを奪だつ回かいしたら、討とう伐ばつ軍ぐんは黒い森へと進む手て筈はずになっている。そのときには、四、五日から一旬日くらいの作戦行動を支えるだけの兵糧が必要になってくる。

　リュウムたちは黒い森への侵攻作戦には参加したいと思っている。でないと、分け前に与あずかれないからだ。それでは、ここまで遠えん征せいしてきた意味がない。

　魔女と戦わなくて済み。

　兵糧はカサンドラ王国から調達し。

　そしてエインの砦に巣くう魔女は八はち八はち旅団が蹴散らしてくれ。

　自分たちは逃げる魔女を追って黒い森へと進めばいいだけだ。

　参加部隊の指揮官たちは、魔女はお宝を貯ため込こんでいるし、黒い森は山の幸に恵まれているという噂うわさを聞いていた。労せずに美お味いしいところだけをいただけるのだから、リュウムたちに文句のあるはずがない。

（それも、八八旅団が魔女を蹴散らしてくれればの話だが……さすがに旅団が魔女に負けることもないだろうよ。とはいえ、カサンドラ王国の二千を敗走させたという魔女軍の力、侮あなどれないのではないか？　できれば旅団が多少の犠牲を出してくれれば、その後がやり易やすくなるんだがな）

　今はジュエルジュードの指揮に従うしかないリュウムたちだが、旅団が戦力を落としてくれれば黒い森への侵攻の際に自分たちの発言権が増す、上う手まくすれば作戦の中心を担えるかも、という皮かわ算ざん用ようもあった。

（そうすれば獲物は取り放題だ。捕とらえた魔女も、教会に差し出さないで獲物として連れ帰り、国王様に献上することも可能だ）

　それが叶かなえば、王族に娘むすめを嫁がせることも、息子に王族の嫁を迎えることも可能になるだろうと、リュウムはそこまで夢想する。

（そのためには、八八旅団には適度に頑張ってもらわないとな。そして魔女にも）

　討伐軍は討伐軍で、様々な内部事情が渦うず巻まいているのだった。
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　ジュエルジュードは各国の部隊を王都周辺に配置し、後続の第二陣に伝でん令れいを送ってから、まずはカサンドラ王国との交渉に入った。

　本陣に迎えたカサンドラ王国国王代理グィスカルは、のらりくらりとした態度で交渉に臨んできたが、ジュエルジュードが、

「協力してもらえない場合、討とう伐ばつ軍ぐんは自力で調ちよう達たつすることになる。貴国の領内でだ」

　と強く迫せまったため、最後にはグィスカルも折れ、渋しぶ々しぶながら兵ひよう糧ろうの供きよう出しゆつを認めた。もっとも、用意できる範囲でという条件付きだが、それで当とう座ざの心配はなくなるはずだ。

　兵糧は明日にでもレキッソス軍の宿営地へ運び込むということが決まり、グィスカルはその準備があるからと、早々に王都へ戻っていった。

　とりあえず懸案事項が解消する目め処どがついたので、ジュエルジュードは旅団をエインの砦とりでへ向けて進しん発ぱつさせる準備を急がせた。




　この一連の交渉と結果を聞いたカサンドラ王国軍の兵士が、領内の見回りに出たときに仲間内で話題にした。それを、情報収集のため王都近きん郊こうへ潜入していたリンナとリンネが聞き取ったのである。

　急いで砦まで戻った二人は、仕入れたばかりの情報をナーガやハリガンに伝えた。その結果、ナーガは討伐軍とカサンドラ王国の交渉が、討伐軍が半ば脅す形で妥結したことを知った。そこでナーガは王国軍を装よそおって討伐軍部隊を襲う作戦を実行に移そうと準備を始めたのだが、八はち八はち旅団がすぐに進発しようとしていることまでは察知できなかった。
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「よし、出るぞ！」

　白銀しろがねの鎧よろいに身を包んだジュエルジュードが馬上で吠ほえた。

　並外れた巨漢のジュエルジュードが完全武装をすれば、優に大人三人分の重さがある。そんな彼を乗せている黒毛の馬もまた、並外れた巨体だった。

　辺りを揺るがすジュエルジュードの号ごう令れいに応えるように馬が嘶いななき、巨体を揺すった。

「まずは邪悪な魔女どもをエインの砦から叩たたき出だす！　父なる神が照しよう覧らんされている。臆するな！　後れを取るな！」

「おお──っ！」

　旅団の騎兵が一いつ斉せいに手にした槍やりを突き上げると、槍の穂先が朝日を受けて煌きらめいた。

「出陣！」

　ジュエルジュードの跨またがる馬が一歩、二歩と歩を進めると、ずん、ずん、という衝撃が地を揺るがした。




　教会の旅団はすべて騎兵で構成されている。戦闘集団としてはかなり偏った構成だが、敵の討とう滅めつこそが唯一無二の目的だから、何より速度と騎馬突撃の打撃力を優先していた。そもそも彼らには敵地を占領する必要も街に入城して治安を保つ必要もない。必要とされるのは戦闘効率のみである。

　そして神の戦士である旅団員は、恐ろしいまでに統制が取れている。その辺の国の兵士のように、行こう軍ぐん中に無む駄だば話なしをすることも隊列を乱すこともない。




　旅団の兵力は五百名で、百名ずつ五つの隊に分かれている。

　一番隊を率ひきいるのが隊長トゥーレ。

　二番隊を率いるのが隊長タレス。

　三番隊を率いるのが隊長ヒッタイテス。

　四番隊を率いるのが隊長リギュ。

　隊長たちは、いずれもが歴れき戦せんの勇士である。




　今回は四番隊が偵てい察さつや輜し重ちようの運搬などを受け持ってはいるが、四番隊が輜重部隊ということではない。旅団には輜重部隊が存在していないのだ。

　旅から旅を続けている旅団は、つねに自分たちの食糧は自分たちで運ぶことにしており、その度に輜重の運搬を担当する中隊が交代するのである。

　街へ行けば、街にある教会から支援を受けることができるが、街から街へ行くのに数日かかるような場合もあるから、手ぶらで旅はできないのだ。

　そして五番隊がジュエルジュード直じき率そつ部隊で、彼の横には旅団副長のハインツァダイが控えている。

　いま八はち八はち旅団の騎兵五百は、ジュエルジュードが率いる五番隊を先頭にして、エインの砦とりでに向かって粛しゆく々しゆくと行軍を開始した
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　早朝、カサンドラ王国の王都付近まで飛んだユウキは、エインの砦に戻ってくるなり、朝食を摂とっていたナーガやハリガン、ヴィータの下もとへ駆け込んだ。

　彼女の報告を聞いたナーガは、思わず手にした木の皿を取り落としてしまう。

「なに!?　八八旅団が進しん発ぱつする!?」

「うん、そう、間違いない。あの部隊の紋もん章しよう、旧教会のだったし。なんか、すぐに行軍を始めそうだった」

　全速力で飛ひ空くう挺ていを飛ばしてきたせいだろう、ユウキは息を弾ませてそう応えた。

「他の部隊は？」

「そちらには大きな動きはなかった、と思う」

　ナーガは床に落ちた肉の燻くん製せいを摘つまんでひょいと口に放り込み、もむもむと咀そ嚼しやくした。

　ヴィータやハリガンはジト目になって思わず頭を引く。

「汚いのう」

「落とした物を食べんでも」

　非ひ難なんがましい二人の視線を気にもせず、ナーガは宙を見上げて低く唸うなった。

「そうか。すると、こちらに向かってくるのは八はち八はち旅団の五百のみか。全軍で攻め寄せることはできないだろうという読みは当たったが……しかし、早いな。早すぎる」

「で。どうする、ナーガ!?」

　ハリガンやヴィータ、アイスなどが緊張の色を浮かべて見つめていると、ナーガは意を決した顔で全員を見回した。

「一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。すぐに戦いくさ支度じたくだ！」

「お、おお？」

「八八旅団は、先日、カサンドラ王国軍を撃げき退たいしたときの要領で迎え撃つ。王国軍を装よそおって討とう伐ばつ軍ぐんを襲しゆう撃げきする作戦も繰り上げる。同時進行でやろう」

「しかしナーガよ、まだライバッハが戻っておらんぞ。襲撃に使う予定の奴ど隷れい兵はいないのじゃがな？」

　とヴィータが言うと、ハリガンも頷うなずいた。

「ライバッハに付けたケイとノノエルもな」

「難易度は上がるが……仕方がない。今いる者でやるしかないな。夜襲なら、魔法で攻撃しない限り、相手が魔女かどうかなんてわからないだろう」

（魔法を使わず夜襲というのが吾われらには難易度が高いが……やるしかなかろうの）

　そう覚悟を決めたヴィータは、そうじゃの、と頷いた。

「これから部隊分けをする。すぐに全員を集めてくれ、ハリガン、ヴィータ！」

「アイス！」

「はい」

「エリュー！」

「すぐに」

　アイスとエリュシオーネは弾はじかれたように立ち上がり、慌あわただしく部屋を出ていった。

　ナーガは床に置かれた皿の一枚を手にして立ち上がると、載っていたパンを掴つかんで口に押し込んだ。

（くそ、想定よりだいぶ早かったな。旅団の指し揮き官かん、なかなかに果か断だんな奴やつだ。これは……苦戦するかもしれねえな）

　咀嚼していたパンを呑のみ込こむと、ナーガは部屋を見回した。すると、呆あきれた顔で自分を見つめているハリガン、ヴィータと目が合った。

「じゃから。行ぎよう儀ぎが悪いのう、龍王ナーガ様は」

「というか、よく飯が喉を通るな」

「腹が減っては戦いくさができんと言うだろ」

「……言うのか？」

「言うんだよ。たぶんな」

「また適当なことを」

「それより、出撃だ。ハリガンにはまた木で偶く人にん形ぎよう群を操あやつってもらうことになる」

「もう慣れたからな、それほど念入りな準備は必要ない。四し半はん時どきもあれば用意できる」

　大きく頷うなずくと、ナーガはヴィータに向き直った。

「ヴィータにはまた魔法で敵の足止めをしてもらう。エリュシオーネと共にな」

「それこそ、いつものことじゃ。準備をするまでもない」

「相変わらず頼もしい奴やつらだ。さて」

　室内を見回したナーガは、腕組みをして、

「ここらで敦あつ盛もりでも舞いたいところだが」

　と呟つぶやいた。

「熱い盛り？」

「厚い盛り？」

　首を捻ひねった二人がツッコンできた。

「「どれだけ食いしん坊なんじゃ、おぬしは！」」

「違うよ！　飯の盛りの話じゃないわ！」

「では、なんなのだ？」

「いや……なんだっけな」

　かくっ、と二人がずっこける。

「なんというか、出陣のときには、こう、な？」

「な？　と言われても、さっぱりわからん」

　眉を顰ひそめてハリガンがもう一度ツッコむと、それよりも、とナーガが話を戻す。

「今は八はち八はち旅団対策だ」

「お、おお」

　たちまちハリガンとヴィータの顔が引き締まった。

「撃げき退たいできるのか、ナーガ？」

「精せい鋭えいとはいえ、相手は五百だ。同じやり方で通じるだろう」

「じゃが、不安もあるぞ」

「鎧よろいのことか？」

「そうじゃ。以前にも言ったように、旅団は全員が白銀しろがねの鎧を着ておるじゃろう。吾われらの魔法がどれだけ効くか読めん部分がある」

「まったく効かないということはないんだな？」

「さすがにそれはないじゃろう。吾われの魔法で言えば、押し潰つぶせはしなくとも、動きを止めるくらいなら問題ないはずじゃ」

「なら、予定どおりやろう」

　そこへ、ばたばたと足音が響いてきた。

「集まってきたようだな」

　すぐに魔女たちが部屋に駆け込んできた。

　見張りとして望ぼう楼ろうに登ったセレナ以外、全員が顔を揃そろえると、居い並ならぶ魔女たちを前に、ナーガが作戦行動と部隊分けを告げる。

「もう聞いていると思うが、八はち八はち旅団とやらが攻め寄せてくる」

　魔女たちはゴクリと唾を呑のんだ。どの顔にも緊張が色濃く浮かんでいる。

「俺おれたちは、前回同様の作戦で敵を撃げき退たいする。おそらく撃退することは可能だと思うが、カサンドラ王国と討とう伐ばつ軍ぐんは、王国側が兵ひよう糧ろうを出すということで妥だ協きようが成ったようだから、その合意を潰しておきたい。なので、カサンドラ王国軍を装よそおって討伐軍部隊を襲しゆう撃げきするという作戦も併用する。今から部隊分けをするぞ」

　そう言ってナーガは、魔女たちを三つの部隊に分けた。

　旅団迎げい撃げき部隊、討伐軍奇き襲しゆう部隊、そして砦とりでの留守部隊だ。

　迎撃部隊は、前回、カサンドラ王国軍を撃退したときの魔女を主力に据えた。

　ヴィータとエリュシオーネ、ハリガン、アイス、ユウキとリィリィ、アルルカン、そしてナーガだ。指し揮きはもちろんナーガが執とる。

　奇襲部隊はあからさまに魔法が使えないので、肉弾戦が可能な魔女を組み込んだ。

　クゥ、イクシーヌ、ドーラ、セレナ、サンプロッテ、レラ。指揮はレラが執る。セレナは敵部隊の位置を探るのが役目である。

　砦に残る部隊にリンナとリンネ他、残りの魔女。

（やはりケイとノノエルがいないのは痛い。あの二人は攻守両用だからな。だが、これでやるしかないだろう）

　ナーガは部隊の役割を再確認させると、すぐに出撃準備に取りかからせた。
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　物見に出ていたユウキの飛ひ空くう挺ていが、迎撃地点で待ち構かまえているナーガたちの下もとへ戻ってきた。

「街かい道どうを敵が進んできてる。全員が騎馬だから、あと半時かそこらで姿が見えると思う」

「ご苦労だった。リィリィと一緒に攻撃の準備をしておいてくれ。念のため、四し半はん時どき後にもう一度、飛んでみてくれないか」

「わかった」

　ユウキとリィリィがその場を離れていく。

「アイスも所しよ定ていの位置についてくれ」

「はい」

　礫つぶて満まん載さいの大きな背負しよい籠かごを背負い、両手にも礫が入った籠を提げ、軽快な足取りでアイスが走り去っていく。ケイとノノエルがいないので、アイスの護ご衛えいに誰だれかを付ける余裕がないのがナーガには気がかりだった。

（まぁ、ない物ねだりをしても仕方がない。ここはアイスの才覚に任せるしかないな）

　と開き直ることにする。

「マンテラの位置に問題はないな、エリュシオーネ？」

「問題ありません。いつでも飛べます。母かか様さまが服を脱げば、ですが」

「服を脱ぐのに時間はかからんわ。なんだったら、今ここで脱ぐか？」

「そうだな、そうして……」

「ほほう？」

　ヴィータとハリガンに睨にらまれ、エリュシオーネにジト目で見られ、ナーガは急いで軌道修正を図はかった。

「もらう必要はないな」

「よいのか？　吾われの魅み惑わく的てきな裸を堂々と見る好こう機きじゃぞ？」

「い、いや、そういう場合じゃないしな」

（魅惑的って、自分で言いますか、母様は）

「何か言いたいことがあるのかや、エリュー？　あるのなら、聞くぞ？」

　ぶんぶんぶん。

　エリュシオーネは思い切り首を左右に振った。

「ハリガンも木で偶くの用意はいいか？」

「問題ない。いつでも動かせる」

「アルルカン、狼おおかみのほうは？」

「ここに呼ぶと馬が恐こわがるからネ。少し離れたところに待機させているネ」

「じゃあ、いつでも動かせるように側そばにいてくれ」

「了解ネ」

　アルルカンは獣けもの耳みみの形をした髪を風に揺らして走り去っていった。




　迎げい撃げき地点は北側に向かってダラダラと下っているなだらかな斜面で、左右に小さな丘が連なっているが、丘の斜面には低木か草しか生えていないので、見通しは悪くない。

（自信満々の様子みたいだから、敵はそのまま街かい道どうを進んでくるだろうな。迂う回かいして南側から砦とりでに迫せまろうとは考えない。前回同様、ここで迎え撃てば撃げき退たいできる……はずだ）

　はずだが、ナーガの胸には小さな不安が湧わいていた。

（なんだ、この胸騒ぎは。いや、落ち着け。俺おれが焦ったり不安がったりすれば魔女たちに伝染する。俺は、どっしりと構かまえていなくちゃならないんだ。それこそ総大将の務つとめってもんだろ）

　と、そう自分に言い聞かせる。

　胸の中うちから無理やり不安を追い払うと、ナーガは敵が現れるであろう方角、北へ延のびる街かい道どうの先を睨にらみつけた。
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　ユウキの予想どおり、およそ半時後に旅団の騎兵が姿を現した。

　朝日を受けて騎兵の兜かぶとや鎧よろいが銀色に煌きらめくのが遠えん望ぼうできた。

「ふん、来たか。やはり白銀しろがねの鎧を着けているようじゃな」

　ヴィータは練り上げた魔力を一気に高めた。

「やるぞ、エリュー。此こ度たびの相手は並の者ではない。覚悟しておけ」

「はい、母かか様さま」

　街道脇に掘った浅い穴の中、地面に片膝を落とした体勢で、エリュシオーネはヴィータの魔法に備えて全身の筋肉に力を入れた。

　ずん、と衝撃が体に響いて、自分の体重が二倍、三倍と増えていくのを感じる。

「くうぅっ」

　エリュシオーネは歯を食いしばる。

　ヴィータの魔法は無生物に対する効きは悪いから、穴が崩れる虞おそれはない。

　マンテラの中に潜ひそむヴィータを抱きかかえるようにして、エリュシオーネは自分の重さをなんとか堪こらえた。




　いきなり馬の前足の膝が折れたかと思うと、馬はそのままつんのめるように前傾し、膝を地に落とした。

「なんだっっ!?」

　騎きじ乗ようしている兵が放り出されるように地面に降り立つ。無ぶ様ざまに転がる者が見当たらないのは、さすがに教会が誇る精せい鋭えい部隊である。

　しかし、地に降り立ったものの動けない。

　一人二人と、重さに耐えられずに膝を落とす者が出る。

「魔女か！」

　ジュエルジュードは四つすべての膝を地に着けた馬から飛び降りると、大地を踏みしめて仁に王おう立だちになる。自分の体がそうとう重くなっているのを感じたが、それでも彼が膝を落とす気配はない。

　前方を見やったジュエルジュードは、そのまま首を巡めぐらせて周囲を確認した。

（敵の姿はなし、か。これは攻撃ではないな。足止めか？　ならば続いて攻撃がある）

　ジュエルジュードは野太い声で部下を叱しつ咤たした。

「備えよ！　魔女の攻撃が来るぞ！　盾を取れ！」

　取れと言われても、体を動かすこともままならないのだが、旅団員は必死の形ぎよう相そうで馬の横っ腹に括くくりつけてある盾に手を伸ばした。みな優ゆう雅がな舞を舞っているような緩かん慢まんな動きだったが、大多数の旅団員はなんとか盾を手に取り、体の前面に掲かかげることに成功した。

　一方、命じたジュエルジュードは、足を踏ん張り両腕を伸ばし、盾だけでなく馬に括りつけてあった槍やりまで引ひっ掴つかんだのだから恐れ入る。

　そこへ空気を切り裂いて礫つぶてが飛んできた。

　何発かが地面にめり込み土つち煙けむりが上がった後、一発が団員の持つ盾に命中した。




　がごおっっ。




　派は手でな金属音を立てて礫が弾はじかれ、盾を掲げていた団員が後ろに倒れた。

　一度倒れると、自分では起き上がれない。仰あお向むけの体勢で盾を構かまえるのが精一杯だ。

　魔法の効果範囲に入っているのは縦列になった前ぜん衛えいの前三分の一ほど。ジュエルジュードもそこにいた。礫が飛んでくるのもその範囲だ。

　飛んできた礫が何発も、すぐ近くで地面にめり込み土煙を上げているが、ジュエルジュードは慌あわてず騒がず、太い首を巡めぐらせ、中ちゆう衛えい以降の部下に大だい音おん声じようで命令を下す。

「前に出るな！　その場で長なが弓ゆみ構え！　礫の飛んでくる方向に向けて応射！」

　長弓は通常の弓より大きく、弦つるの張力も強い。生なま半はん可かな腕わん力りよくでは弦を引ひき絞しぼることすら難しいが、旅団員は誰だれでも射ることができた。

　長弓を構えた旅団員は歯を食いしばり、弦を引き絞る。

「よし、放てぇ！」

　小隊長の号ごう令れい一下、引き絞った弦を旅団員が一いつ斉せいに放つと、矢や羽ば根ねの風切り音を残し、凄すさまじい初速で矢は空中を飛んでいった。
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　アイスの前方にある木の幹に、長弓から放たれた矢が派手な音を立てて命中した。距離にして十ヤルドかそこらか。驚いたアイスは思わず礫を投げる手を止めてしまう。

　続いて何本もの矢が飛来し、地に刺さり、幹に刺さり、枝をへし折った。

　それを見て、アイスは狼ろう狽ばいする。

　カサンドラ王国軍の兵士は、こんな近くまで矢を射てはこなかった。矢はずっと手前で力を失い、地に落ちるだけだった。それに、あのときはケイがいた。全身を硬こう化かさせたケイが守ってくれると思うからこそ、礫攻撃に専念できた。だが、いまケイはいない。おまけに矢の到達地点は予想より近く、その威力も予想より大きかった。

（どうしましょう。このまま礫攻撃を続けるべきでしょうか）

　予想外の事じ態たいにアイスの攻撃は止まったままだ。それに勢いを得たのか、飛来する矢はさらに増え、中にはすぐ近くの木に刺さる物まで現れた。

（左手で盾を構かまえて……いえ、それでは礫つぶてを届かせるのは無理だわ）

　アイスは魔法で肉体を強化しているので、金属製の鎧よろいを着られない。というより、礫を投げるときに邪魔になるので、なんの装そう甲こうもないまま礫を投げている。魔法で肉体を強化しているが、ケイのように硬こう化かしているわけではない。万一、矢が当たったら、致命傷を負うのは確実だ。

　とりあえず木陰に身を隠し、礫を投げるときだけ半身を晒さらすというやり方で攻撃を続けたが、飛んでくる矢はますます増え、半身を晒すことすら躊躇ためらわれるようになった。

　木陰から顔を覗のぞかせて様子を窺うかがうと、上空を飛んでいるユウキの飛ひ空くう挺ていも、弓矢攻撃を受けて敵部隊に近づけていないのが見て取れた。

　部隊の一部がヴィータの魔法で身動きが取れなくなっているのに、魔法の効果範囲外にいる兵は的確に反撃をしている。身動きが取れなくなった味方を助けようと急いで前進してくれればヴィータの魔法の効果範囲に入るのだが、それもしない。そのことがアイスに、この敵はカサンドラ王国軍とは違うと実感させた。

　上空から地上へと視線を転じたアイスは、下馬した兵の一部が自分のほうへ移動しつつあることに気づいた。

　魔法の効果範囲を把握できていない上、どこに魔女が潜ひそんでいるからわからないから、かなり慎重な足取りだが、少し進んでは矢を射て、また少し進むといった方法で、二十人ばかりの兵が接近を試みている。

　その兵が射る矢の着弾地点は、アイスのいる場所にどんどん近くなっている。

（これ以上は無理かも。少し下がって、そこからもう一度、礫を投げましょう）

　アイスは礫満まん載さいの背負い籠かごを背し負よい、残りの籠を手で掴つかみ、森の中を後退していった。
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　丘の上に潜んでいたアルルカンは狼おおかみの群れに突とつ進しんを命じた。旅団中ちゆう衛えいを襲しゆう撃げきしてアイスへの長なが弓ゆみ攻撃を牽けん制せいしようとしたのだ。

　重じゆう装そう鎧に身を固めた騎兵は狼の群れを認めると即座に下馬し、長弓攻撃をしている一隊を守るように移動して群れを迎え撃った。狼を恐こわがった馬が言うことを聞かずに暴走する恐れがあるから下馬したのだが、それを当然のように実行できるのはさすがである。

（あいつら、戦い慣れているネ！）

　狼が集団で駆けてくるのを見たカサンドラ王国軍の兵士は、震え、怖おじ気けづき、逃げ腰になったものだが、八はち八はち旅団員は恐れるどころか積極的に迎え撃ってきた。

　駆け寄ってきた狼に剣を振るい、何頭かを切り捨てる。狼に懐へ飛び込まれた旅団員もいたが、牙を立てようにも立てる場所がない。馬上にいれば、馬の足に噛かみついて馬ごと地に転がすという方法も採れるのだが、生あい憎にくとみな下馬してしまっている。

　完全武装の旅団員を相手にしては、さすがの狼おおかみたちも分ぶが悪かった。あちこちで悲鳴が上がり、血ち飛沫しぶきが飛んだ。

（これ以上は無理だネっ！）

　アルルカンも内心で悲鳴を上げ、鋭く指笛を吹いた。人の耳には聞こえないが、狼たちには聞こえる音だ。生き残った狼が身を翻ひるがえし、一いち目もく散さんに逃げ去っていく。

　アイスへの反撃を阻そ止ししようとしたアルルカンの目的は叶かなわなかった。
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「ちょっと！　ユウキ！　そんな急きゆう旋せん回かいしたら呪じゆ文もんに集中できないじゃない！」

「急旋回しなかったら矢の餌食えじきよ！　あんたが全身を針はり鼠ねずみみたいにしたいっていうなら、それでもかまわないんだけど？」

「いや……それは困るわね」

「だったら……おわっと！」

　ユウキは、またもや飛ひ空くう挺ていを急上昇させる。

　至近距離を矢が飛んでいった。

「くっ。これ以上降下したら、本当に矢の餌食になりそうだわっ」












　ユウキは顔を巡めぐらせ、背中側から自分の腰にしがみついているリィリィを見やった。

「ここからじゃ駄目なの!?」

「この高度からだと、雷らい撃げきの威力が弱すぎて敵兵を倒せないわよ。っていうか、あうっ、こんなに揺らされたら呪じゆ文もんが紡つむげないってば！」

「そんなこと言ったって、速度を落としたら弓で狙い撃たれるものっ！　なんとかしなさいよっ！」

「無理無理無理、これじゃ無理！　精神集中できないってば！」

　などと、揺れる飛ひ空くう挺ていの上で二人が言い争っていると。




　がつんっ。




　飛空挺の底から衝撃が伝わってきた。

　その煽あおりで飛空挺がぐらりと傾く。

「しまっ！　矢が刺さった!?」

　飛空挺が傾いた拍子にユウキの腰に回していたリィリィの腕が解ほどけてしまった。

　彼女は慌あわてて手を伸ばしてユウキの体を掴つかみ直す。けれど焦っていたため、掴む場所を選ぶ余裕がなかった。

　ユウキが、ひゃんっっ？　と黄色い悲鳴を上げる。

「ちょぉぉ？　どこ触ってんの！　そこ胸胸胸……あんっ、やんっ、手、手、手を動かすなってばぁ！」

「あ？　あぁあごめんごめん。つい咄とつ嗟さに」

「だっだから手を動かすなと！　あんた、わざとやってるんじゃないぁっぁっあん」

「だだだだって、揺れる揺れる、飛空挺が揺れるんだもん[image: ][image: ]っ」

「わたしの胸揉もむなぁぁぁ！」

「揺れる落ちる揺れる落ちるぅぅ」

「あぁもう制御できないじゃ……ちょ、駄目駄目駄目ったらっぁぁん！」

「落ちる恐こわい落ちる恐い落ちる恐いぃ」

「痛い痛い痛いぃぃ！　そんなに強くおっぱい掴むなぁぁ！」

　墜落することこそなかったが、飛空挺は糸の切れた凧たこのようにふらふらと飛び、高度を落としながら戦場から離脱していった。
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　ナーガの顔には焦りの色が濃く浮かんでいる。

（どうにも不ま味ずいな、これは）

　アイスの礫つぶて攻撃は次第に散さん発ぱつ的てきなものとなり、今や沈黙していた。旅団中ちゆう衛えいから反撃を食らったせいだ。

　アルルカンの狼おおかみたちも撃げき退たいされてしまった。

　リィリィを乗せたユウキの飛ひ空くう挺ていも、後方からの弓矢攻撃のせいで思うように近づけなかった。

　結局、リィリィの雷らい撃げきが大きな戦果を上げることのないまま、飛空挺は戦場の上空から離脱してしまったようだ。

　敵の反撃は的確で、乱れたところがない。

（それも、あの指し揮き官かんが的確な指示を出しているからだ。出し続けているからだ）

　ヴィータの魔法の効果範囲に入っているはずなのに、指揮官と覚おぼしき巨漢は、右手に持った槍やりを杖代わりに、立ったまま後方の部下へ指示を送り続けている。彼の周囲には膝をつき、あるいは倒れている団員もいるのに、指揮官の巨体は揺らぐこともなかった。

（身動きはかなわないようだが、ヴィータの魔法だっていつまでも続くわけじゃない。こうなれば）

　ナーガは、木で偶く人にん形ぎようを率ひきいて待機しているハリガンに向かって合図を送った。

　ハリガンは革製の鎧よろいを着込んでいるが兜かぶとは被っていない。髪を自在に操あやつれるハリガンは、飛んでくる矢を髪の毛で叩たたき落おとせるから兜は要らないのだ。

「頼んだ、ハリガン」

「おお！」

　ハリガンは手を振ってナーガに応えると、木偶人形隊を一いつ斉せいに前進させた。

　すでに小型の木偶人形を操るのに慣れたハリガンは、簡単な指示なら後方からでも送れるようになっている。ヴィータの魔法の効果範囲外から木偶人形隊を操れるのだ。

　操作可能な数も百体前後まで増えているから、今回も百体近い人形を投入していた。

　ヴィータの魔法──奏かなでの軽けい重ちようは無生物には効きが悪いので、木偶人形はほとんど影響を受けないまま戦闘ができる。

　浅く掘った穴に身を伏せたハリガンは、敵の前ぜん衛えいに向けて木偶人形隊を進ませた。
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　最前列にいるジュエルジュードは、小さな物体が近づいてくるのを認めた。短い丸太のような物が隊列を組んで進んでくる。

「魔女の人形か！」

　丸太人形が一斉に弓矢を構かまえるのが見て取れた。

　すでにその頃には礫つぶて攻撃が止やんでいたので、ジュエルジュードは前方に向けて盾を掲かかげることができた。

「敵の新あら手てだ。矢が飛んでくるぞ。盾を前方に向けて構え！」

　ジュエルジュードの号ごう令れいで、部下は必死になって盾を構え直す。

「ぬぅぅん！」

　ジュエルジュードの筋肉が鎧よろいの中ではち切れんほどに盛り上がった。彼は足を引きずるようにして、一歩、前に出る。

「あの人形群を迎え撃つ！　全員、我に続け！」

　そう叫んでジュエルジュードがまた一歩を踏み出すと、彼の背後で何人かが、歯を食い縛り、唸うなり声ごえを上げ、旅団長のあとを追いかけようと藻も掻がき始めた。みな恐ろしく緩かん慢まんな動きだが、ジュエルジュードと何人かの部下は、逃げるどころか、迫せまり来る木で偶く人にん形ぎよう隊に向かって進んでいった。
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「か……母かか様さま、敵は前進していま……す」

　浅い穴の中で四よつん這ばいになり、必死に首をもたげていたエリュシオーネが、いかにも苦しげな声で呼びかけた。

「なんじゃと!?」

　マンテラの隙すき間まからヴィータが這はい出でてきた。ヴィータは素すっ裸ぱだかだが、そんなことには構かまわず、思い切り背伸びして前方を見やった。

　なるほど、たしかに八はち八はち旅団員の何人かは、ヴィータの魔法が効いているにも拘かかわらず、足を引きずるようにして木偶人形隊に向かっている。とくに先頭を行く巨漢は他の者よりも歩みが早く、すでに木偶人形隊の射しや程てい範囲に入っていた。

「くそっ、彼あ奴やつは化け物かっ！」

　ヴィータは顔を歪ゆがめて罵ののしり声を上げる。

「奏かなでの軽けい重ちように耐えられる者がいるとは！　いや、あれこそが白銀しろがねの鎧の効能か!?」

　今やヴィータは全力の水準にまで魔法を高めている。おかげでエリュシオーネは四つん這いになったまま腕一本動かせない。それなのに、魔法に対する耐たい性せいのないはずの人間が、倒れないどころか歩けるというのが驚異だった。

　ヴィータの額にはびっしりと汗が浮いている。額だけではなく、全身の肌に玉のような汗が浮いていた。ずっと魔法を維持してきたため、彼女も疲ひ弊へいしているのだ。

「むむぅ、これ以上は……」

　顔を真っ赤にしたヴィータが歯を食いしばる。

「くそ。こうなったら吾われと彼奴の我が慢まん比べぞ！　どちらが先に音ねを上げるか……」

「か……母様、いけません、それ以上は！」

　エリュシオーネはヴィータを止めようとしたが、体は動かせないので、悲鳴のような声を上げるだけだった。

「ぐがっっ」

　ヴィータが血ち反へ吐どを吐はき、次の瞬間、小こ柄がらなその体がぐらりと傾かしいだ。

　同時にエリュシオーネの体が軽くなった。

　それはつまり、ヴィータの魔法が切れたことを意味する。

「母かか様さまっ！」

　跳ね起きたエリュシオーネはマンテラを翻ひるがえして裸のヴィータに飛びつき、彼女を抱えるように受け止めた。

　ヴィータは気を失っていた。

　エリュシオーネは即座に撤てつ収しゆうを決め、ヴィータの体をマンテラの中に引っ張り込んだ。魔力を高め、転移を開始する。エリュシオーネの体が沈み込んでいき、やがて頭頂部までもが消えた。
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　自分の体を押さえつけていた魔法の効力が消滅したことをジュエルジュードは悟った。

　悟った次の瞬間、ジュエルジュードは左手に持った大盾を体の前面に掲かかげ、右手で掴つかんだ槍やりを右の体たい側そくに水平に構かまえ、その巨きよ躯くからは想像もできないほどの速さで迫せまり来る木で偶く人にん形ぎよう隊に向かって突とつ進しんしていった。

　木偶が射かけてくる矢が次々に大盾に命中するが、金属製の分厚い大盾を貫通する矢は一本もなかった。

「むうん！」

　ジュエルジュードは右手の豪ごう槍そうを右から左へと薙ないだ。

　ごぉ、と空気を切り裂く音がして、最前列の木偶人形が五、六体、吹っ飛んでいった。

　飛んだ人形は後方の人形群に命中し、その衝撃で後方へ弾はじき飛ばされた人形が別の人形にぶつかって共に倒れる。

　何体かは起き上がったが、起き上がろうとして藻も掻がいている物が多い。中には魔ま術じゆつ回かい路ろが損そん傷しようして地に転がったまま身動きを止めた物もある。

　ジュエルジュードの最初の一撃で十五、六体ほどの木偶人形が戦闘不能に陥おちいっていた。

「奴やつは化け物か！」

　後方で人形を操あやつっていたハリガンが悲鳴を上げる。

　金属製の重い大盾を左手一本で掲げ、右手一本で長なが柄えの豪槍を振り回すジュエルジュードは、なるほど、ハリガンが化け物かと言うに相応ふさわしい兵つわものだった。

　ごっそりと人形を持っていかれたせいで矢の弾だん幕まくが薄くなった。その隙すきにジュエルジュードに続いていた旅団員たちも一気に間合いを詰めてきた。

　後続の旅団員は槍を持っていない。両手で大盾を掲げている。その一事を以もつてしても、ジュエルジュードの膂りよ力りよくが如い何かに並外れたものかがわかる。

　木偶人形は矢を射続けているが、しょせん小さな木偶人形、旅団員の掲げる大盾を破壊貫通できるほどの威力は期待できない。

　旅団員が間合いを詰めてくるあいだに、ジュエルジュードの二撃めが人形群を襲った。

　また十体ほどの人形が吹っ飛び、転がり、戦闘不能になる。

　ジュエルジュードのたった二回の攻撃で、戦列から脱落した人形の数は三十体近い数に上った。

「奴やつだ！　奴を集中的に狙わせろ！」

　ナーガがハリガンに向かって叫んだ。

「おう！」

　ハリガンは新たな命令を木で偶く人にん形ぎように下す。

「先頭の、あの巨漢を狙え！」

　迫せまり来る旅団員に向かって矢を射ていた人形も、狙いをジュエルジュードに定め直す。

「撃て撃て撃て！　矢玉が尽きるまで撃ちまくるのだ！」

　前方およそ百六十度の範囲から数十本の矢が飛来した。

　さすがに大盾一枚ではすべてを弾はじけない。ジュエルジュードは角度的に大盾では防げない矢を無理に防ごうとはしなかった。何本かがジュエルジュードの鎧よろいに命中したが、彼の白銀しろがねの鎧を貫通した矢は、やはり一本もなかった。

　すでにジュエルジュードは人形が放つ矢の威力を正確に把握していた。

　彼は体を一回転させると、左手の大盾を密集している木偶人形群めがけて放り投げた。人形の何体かが重い大盾に弾き飛ばされ、何体かはその下敷きになって潰つぶれる。

　自由になった左手も槍やりに添え、ジュエルジュードは槍を振り回しながら突とつ進しんした。

　ほぼ同時に、駆けてきた旅団員たちも参戦してきた。

　ジュエルジュード同様、大盾を人形の群れに向かって放り投げた団員は、腰の剣を抜いて躍おどり込んだ。

「駄目だ！　もう保もたん！」

　ハリガンが切せつ羽ぱ詰つまった顔をナーガに振り向けてきた。

（くそ。計算外だったな。敵の首しゆ将しようがあれほどの化け物だとは）

　だが、ナーガが歯がみしたのも一瞬だけのこと。

「退ひくぞ、ハリガン！　これ以上は無理だ！」

「いいのか!?」

「いいも悪いもない。無理なものは無理なんだからな」

　そう言ってナーガは笑みを浮かべた。

　余裕の笑みなのか苦笑なのか、あるいは自じ嘲ちようの笑みなのかはわからないが、その笑顔を見て、ハリガンも少し落ち着いた。

「そうだな。では残りの人形に時間稼ぎのための突撃を命じておく。ナーガは先に下がっていてくれ」

「頼んだ」

　それだけ言うと、ナーガは身を翻ひるがえす。

（執しゆう着ちやくせん奴やつだな）

　ハリガンは顔に浮かんだ微苦笑を即座に消し、木で偶く人にん形ぎよう群の生き残りに向き直った。

「ゆけ！　至近距離から、あの首しゆ将しようを狙い撃つのだ！」

　人形群は矢を射かけながら、先頭を切る敵の首将にわらわらと群がっていった。

（おそらく掠かすり傷きず一つ与えることはできぬだろう。文字通り、ただの時間稼ぎよ。最後の一働き、頼んだぞ）

　心の中で木偶人形たちにそう呼びかけたハリガンは、身を翻ひるがえすと、ナーガのあとを追って走った。
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　後方の陣地まで逃れたナーガの下もとへ魔女たちが集まってきた。その中にエリュシオーネの姿がある。

（ということは、ヴィータに何かあったんだな）

　ナーガの想像どおり、駆け寄ってきたエリュシオーネは、

「母かか様さまが倒れました」

　と報告してきた。

「どうも無理をしすぎたようでして」

（無理をしすぎた……か。つまり、あの化け物を相手にってことだな）

　ナーガが背後を振り返ると、ちょうどハリガンが一直線に斜面を駆け登ってくるところだった。

　ハリガンは全速力で駆け登ってくるから、いつもの恰かつ好こうなら、大きな胸が大きく揺れるのを拝おがめたはずだが、今日は簡単な装そう甲こうを帯びているので、残念ながら拝めなかった。

（いや。そこに注目してる場合じゃないだろ、俺おれ！）

　鋭く自分にツッコんだナーガは、顔を上げ、ハリガンの体から前方へと視線を転じた。陣地は高みにあるので、戦場となっている場所を見下ろせる。ナーガの目に、壊滅寸前の木偶人形群の惨さん状じようが飛び込んできた。

（やれやれ、負けたな、こりゃあ）

　ナーガの顔に浮かんだ薄い笑みは、今度こそ自じ嘲ちようの笑みだっただろう。

（木偶人形は全滅。ヴィータは魔法切れ。アイスの礫つぶて攻撃も通じず、アルルカンの狼おおかみたちも撃げき退たいされ、ユウキとリィリィは戦場離脱か……あの二人、大丈夫なんだろうな。まぁ、撃墜されたわけではないようだから、大丈夫なんだろうが。しかし）

　戦場を見下ろしつつ、ナーガは改めて舌を巻く。

（八はち八はち旅団恐るべし、だな。いや、恐るべきなのはあの指し揮き官かんか）

　すでに木偶人形の残りは十体を切っていた。全滅するのもあと少しだろう。

　斜面を駆け登ってきたハリガンがナーガの横に立って振り返る。

「敵を撃げき退たいするのは難しくなったな。どうする、ナーガ？」

　さすがのハリガンも少し息が上がっていた。

　その問いにすぐには答えず、ナーガはじっと戦場を見下ろしている。

　彼の横顔を、集まった魔女たちが不安そうな、心配そうな顔で見つめていると、不意にナーガが顔を戻した。

　彼の顔からはすでに自じ嘲ちようの笑みは消えていた。

「とりあえず砦とりでまで下がろう。そこで敵の出で方かたを窺うかがう」

「しかし、囲まれてしまったらどうする？　今の砦はそれほど防御力が高くないぞ。吾われらだけで砦を守るのは難しいと思うが？」

「囲むといっても五百程度だからな。いざとなれば、こちらにはエリュシオーネもユウキもいる。守りきれないと思えば脱出すればいい」

「そ、そう……なのか？」

　ナーガの顔に再び笑みが浮かんだ。意外にも今度の笑みは爽さわやかなものだった。

「この戦いくさは負けだ。完敗だ」

「いや……そんなふうに清すが々すがしく言われてもな」

「戦闘に負けたからといって戦争に負けたわけじゃない。一度や二度、戦闘に負けても、最終的に戦争に勝てばいいんだよ」

　ハリガンは怪け訝げんそうに眉を寄せた。

　彼女だけではなく、居合わせた魔女の誰だれもが不ふ思し議ぎそうな顔で首を捻ひねる。

「し、しかし、吾らはここから挽ばん回かいできるのか？」

「まだ終わったわけじゃない。戦争に勝つ望みが潰ついえたわけじゃない。可能性は低いが、まだ望みはある。そんな悲ひ愴そうな顔するな」

　そう言ってナーガが呵か々かと笑うと、魔女たちは意外そうな顔で互いを見やった。

　ここで負けたらすべてを失うものだと誰もが覚悟していたが、ナーガの態度を見る限り、そうでもないらしい。

「ですが、可能性とはいったい？」

　遠えん慮りよがちにエリュシオーネが訊きいてきた。

「大丈夫だ。旅団攻略の突破口は見えた。もう一戦やれば、もう負けることはねえ」

「ええ!?」

　魔女たちの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　自分を見つめている魔女たちに向かってもう一度、ナーガは笑いかけた。

「なんだ、信じられないって顔をしてるな。嘘うそじゃねえよ。ただ、もう一戦をするための状況作りが必要だがな」

「……具体的にはどうするのだ？」

　半信半疑といった表情でハリガンがそう訊いてきた。

「とりあえずレラの部隊に期待しよう。あいつらが上う手まいことやってくれれば、もう一戦するための時間が稼げる。時間が稼げれば、あの旅団を破るための新たな仕掛けを仕込めるって寸法だ」

　そう言うナーガの態度と口ぶりからは本気が滲み出ている。

（法ほ螺らでも強がりでもなんでもないようだが……いったいどうするつもりだ。とはいえ、今までも絶望的な状況を打開し乗り越えてきたんだ、今はこの男に期待するしかないな）

　ハリガンは疑念と期待がない交ぜになった複雑な視線をナーガに注ぐが、彼は腕組みしたまま戦場の向こう、小高い丘や低山が連なる北方を見つめている。

「ライバッハが連れてくる奴ど隷れい兵にも期待したいところだな。仕掛けにはそいつらの手が必要だ」

　レラたちの奇き襲しゆうで何が変わるのか、奴隷兵が来れば何ができるのか、ハリガンやエリュシオーネたちにはわからない。本当に挽ばん回かいができるのかも疑わしい。なのにナーガはいつもの不敵な面つら構がまえのまま、木で偶く人にん形ぎよう群が全滅する様を平然と眺ながめていた。

　それを見て、浮き足立ちかけた魔女たちの心も少し落ち着いた。
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　エインの砦とりで攻防戦の緒戦に完敗を喫したナーガと魔女たち。

　けれどナーガは、「旅団攻略の突破口は見えた」と言い切った。

　彼が思い描く起死回生の一手とは果たして──。




　八はち八はち旅団と魔女との攻防戦は、第二段階へと突入していくことになる。

　それは魔女の国を創立するための試金石でもあった。





あとがき




　どうも、舞まい阪さかです。暑いですね。

　今年の札幌はかなり暑いです。七月に入って二十日間くらい夏日が続いていたらしい。たまに真夏日にもなったし。さすがに気温三十三度とかになると、エアコンを使わざるを得ません。下へ手たすりゃ熱中症になる。

　しかし、札幌はまだマシなほうですか。山梨県甲州市（だったかな？）では最高気温が連日三十九度とかニュースでやってましたもの。三十九度って……湿度も高いだろうし、もう風呂に入ってるのと変わりませんがな。真夏にそんなところへ行ったら、ぶっ倒れる自信がある（自信？）。

　東京や埼玉辺りでも、平気で三十五度越えの猛暑日になってるし。関東から逃げ出してきて本当によかったと思ったりする今日この頃。

　でも、週末に東京へ行かなきゃならないんだよね。

　なぜかというと、ＭＦ文庫Ｊさんの「夏の学園祭」でサイン会をすることになったから。おいおい、大丈夫かよ。と自分に言いたい。その日が猛暑日だったら会場に辿たどり着つけないかもしれないよ（苦笑）。少しでも気温が低くなるよう、今のうちから祈っておこう（編集部注：サイン会は無事終了しました）。




　さて「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」四巻めです。

　今回はコミックス一巻と（ほぼ）同時発売になるそうで。某店舗特典用に文庫とコミックスの両方にＳＳシヨートシヨートを書きました。一つのエピソードをナーガ視点で描いたものと、レラ視点で描いたものです。両方合わせて読むと、よりいっそう面白いかも。見つけたら確認してみてください。

　じつはこの四巻、かなり苦戦しました。最初に書いた〇ぜろ稿こう三百枚のうち百五十枚くらい捨てて書き直したのですが、一稿として提出したそれにも、あとからさらに直しを入れたため、なんだかんだで二百枚くらいは書き直している計算になります。精神的にも肉体的にもちょっと疲ひ弊へいしました。

　というか、勤続疲労が蓄ちく積せきしているのかも。何せ、もう二十年以上続けてますからねぇ。とくに首とか肩とか右手首とか目とか、その辺が。あと、心も。

　なんとなく流れで仕事しているので、来た仕事はだいたい受けますし、受けたら〆切はだいたい守りますし（コレ、強調しておきたい・笑）。仕事が途切れることがないんですよね。途切れないということはリカバリーの時間が取れないということで。このままじゃ擦り切れるだけだろうと思い、秋にリフレッシュ休暇を取ることにしました。

　とはいえ、一ひと月つきも二ふた月つきも休めるはずもなく。そんなに休んだら食べていけなくなるし。せいぜい半月ほど時間を取って、ちょっとした旅行に出かけようかと思っているくらいですが。ノーパソ持って（苦笑）。そして海外なんかじゃなく国内旅行ですが。それでも、いつもと違う風景の中に立つだけでリフレッシュできますし。

　まずは岐阜城に立って、かつて信のぶ長ながが見た濃のう尾び平野を彼と同じ視点から見下ろしてこようかと。わたし、岐阜城が建つ金きん華か山ざんにまだ登ったことがないのですよ。まぁ見下ろした風景は昔とだいぶ違うんでしょうけどね。でも四百年以上前に信長がここに立っていたんだと現地で感じることが大事。そんな勢いで登ります。登山道もあるようですが、時間と体力が惜しいのでロープウェイで、ですが。

　あとは少し余裕のある日程で東京に滞在し、昔の知り合いたちと旧交を温めたり。

　札幌に戻ったら、北海道をドライブしたいなとも思ったり。

　移住してくる前は、バイクや車で北海道をツーリングしたりドライブしたりしたものですが、引っ越してきてからは、ほとんど走ってないもの。北海道を走りたいです。

　いちばん最初に北海道をバイクで走ったのは、もう四半世紀くらい前のことかな。そのときは北海道の広さに驚くのを通り越して呆あきれたのを覚えてます。あと、人も車も信号も少ないのに二度ビックリ。例えば時速六十㎞で走ると、一時間後にはちゃんと六十㎞先にいるのですよ。どういうことかというと、信号がないので止まることがない。おまけに、前にも後ろにも車が走っていない。なので、時速＊㎞で一時間走ると＊㎞先にいるという法則が成り立つわけです。都市に住んでる者には考えられない事じ態たいです。もっとも、さすがに今の北海道はそこまで空いてはいないでしょうけど。そうそう、釧路へ行く国道沿いで茹でた花はな咲さきガニを売ってて、これがまた呆れるほど美お味いしかったなぁ。これも、今じゃ花咲ガニは貴重品なので、なかなかお目にかかれないかもしれませんが。

　なんて思い出してたら、マジで北海道を走りたくなった。でも、半月くらいの休みじゃまったく時間が足りません。そしてお金もね（笑）。

　今は秋に取る予定のリフレッシュ休暇を心の支えに、「ナーガ」やファミ通文庫さんの新作や富士見ファンタジア文庫さんの新作を頑張っているのです。

　と話が繋がったところで、新作の宣伝なんかしちゃおうかな。




　ファミ通文庫さんの新シリーズ一巻目は七月に発売になりました。タイトルは「夜よる姫ひめと亡ぼう国こくの六ろく姫き士しⅠ」です。「白はく兎と」シリーズの後継機種でもあるので、同じような世界観の西洋風ファンタジーなのですが、一方で、今までの舞まい阪さか作品ではあまりやってないことにチャレンジした意欲作でもあります。興味のある方はぜひ。

　七月にはファミ通文庫さんのウェブサイト、ＦＢｏｌエフビーオンラインで連載も開始しました。そちらのタイトルは「ものぐさ寝ね猫ねこの怠惰な探偵帖」です。要人警護の任にん務むでやりすぎてしまい、武士免状の停止処分を食らった凄腕剣士、夜よ見み坂さか寝猫さんと、その弟おとうと弟で子し、愛あい市いち一いち也やクンのドタバタを描く架空現代チャンバラ活劇三角関係トライアングルラブコメディとなっております。興味ある方は、ぜひサイトを訪れて読んでみてください。

　そして九月には富士見ファンタジア文庫さんでも新シリーズが始まります。タイトルは「ロムニア帝国興亡記Ⅰ　─翼つばさある虎─」です。ロムニア帝国第六皇おう子じサイファカールを巡めぐる、謀略とバトルと戦争とラブ（とエロス）が満まん載さいの戦記ファンタジーです。こちらも記述にちょっとした趣向を凝らしてありますので、その目でお確かめください。

　肝心の「ナーガ」の次ですが。冬頃かな？




　あ、そうそう、今さらながらにツイッター始めました。大したことは呟つぶやいてませんが。

　あと、舞まい阪さか百貨店新別館営業中→prize@maisaka100ka.sakura.ne.jp




　では、次は九月に「ロムニア帝国興亡記Ⅰ」でお目にかかりましょう。





　　　　二〇一三年七月吉日　舞阪＠またバイクに乗りたい 洸こう
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